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　序章　選ばれし者







　──そなたは、龍りゆう神じんに選ばれた特別な御み子こなのですよ。

　それが、もっとも古い記き憶おくに残っている母の言葉だ。

　龍神の末まつ裔えいと言われる煌こう国の皇族。皇こう帝ていの御子のうち、たった一人生まれる碧へき眼がんを持つ者が次の皇帝となる。建国以来六百余年、一代たりとも慣例が破られたことはない。

　誰だれもが当然のように従うその事実を、琮そう成せいもまた、ごく自然に受け入れていた。

　碧眼を持って生まれた自分が太子となり、周囲の者たちにかしずかれる。これが煌国の決まりであり、常識なのだと。

　ただ、年ねん齢れいを重ねるにつれてふくらんでいった疑問が一つあった。

『ご立派な皇帝様になられますよう。そして煌の民たみをお守りくださいませ』

『殿でん下かがお守りくださるのですから、煌は安あん泰たいでございますな』

　東とう宮ぐう御ご殿てんに仕える側近たちは事ある毎ごとにそう褒ほめてくれたが、その賛辞はやがて琮成を悩なやますようになった。

（守るとは一体、どういうことをすればよいのだろう。わたしは皆みなを、どのように〝守れ〟ばよいのだ？）

　皆にそれを求められているのはわかる。けれど、誰もそれについては教えてくれない。

（碧眼の太子ならば生まれながらに知っているべきことなのか？　でも、わたしはそれを知らない。どうすれば知ることができるのだろう……）

　疑問は日増しにふくらみ、やがて、そう言われることが億おつ劫くうになっていった頃ころ──。

　従妹いとこだという小さな娘むすめが後宮にやってくるようになった。




「いいこと？　結ゆい蓮れん。これからはこの琮そう成せいを兄と思って慕したいなさい。琮成もきっとそなたを大切にしてくれますよ」

　彼女を引き合わせた母がそう言った時、実は内心困ってしまった。

　兄弟の中でも年若い琮成には、兄や姉はたくさんいたが、妹という存在はいなかった。だから急にこんな小さな娘の兄になれと言われてもやり方がわからない。

　母の言葉に神しん妙みような顔でうなずいたその娘は、それからというもの、どこへ行くにも琮成についてくるようになった。

　彼女はおそろしく無口だった。そしてほとんど笑わなかった。琮成はますます対応に困り、彼女が無言のままちょこちょこついてくるのをただ好きなようにさせていた。

（なぜ結蓮はしゃべらないのだろう。わたしが太子だから遠えん慮りよしているのか？）

　そう思ってしばらく観察してみたが、どうもそういうわけではないらしい。他ほかの者なら恐おそれて目を伏ふせてしまうのに、結蓮は物もの怖おじするどころか、目が合うとむしろ期待に満ちたようなまなざしでじっと見つめてくる。

「どうして、そんなにわたしを見るのだ？」

　不思議に思って訊たずねてみると、淡たん々たんとした答えが返ってきた。

「琮成さまのおめめがきれいだからです」

　そして、ほんの少しだが、まぶしげな顔をした。

（あ……笑った）

　彼女が見せた初めての笑え顔がお。変わった娘だと思っていたが、ちゃんと笑うこともあるのか。見た瞬しゆん間かん、琮成はなぜだかほっとした。

　もっとそういう顔が見たい。そんな思いで少しずつ言葉をかわすようになり、彼女の置かれた立場も知るようになった。




「結蓮の母さまがいけないことをなさったので、結蓮も、ときどき叱しかられます」

　庭の池で水遊びをしていた時、まくった袖そでからのぞいた腕うでに怪け我がをしているのを発見して問とい詰つめると、彼女はぽつりとそう言った。

　結蓮の母親は未み婚こんのまま結蓮を産み、父親が誰かもわからない。そして理由を告げず姿を消した──。母から聞かされていた事情が、結蓮の言うところの〝いけないこと〟なのだろう。だがそのことで彼女が虐しいたげられているとまでは知らなかったため、衝しよう撃げきを受けた。

「そんなことをする者がいるのか。もう屋や敷しきには帰らなくてよい。ずっとここにいろ、結ゆい蓮れん」

　それは初めて覚える類たぐいの怒いかりだった。許さない、なんて誰かに対して強く思ったことなどそれまでなかったのだ。

　結蓮は戸と惑まどったような顔をしたが、すぐに首を横に振ふった。

「でも、母さまがいつ帰っていらっしゃるかわからないから……」

「だが屋敷に戻もどれば嫌いやな思いをするのだろう？　そんなところに戻りたくないだろうに」

「昔はいやだったこともあったけれど……。今は、平気です」

「どうしてだ」

「……次にまた琮そう成せいさまや皇后さまにお会いできる日のことを考えると、楽しいからです」

「──！」

　意表を突つかれた。

　たったそれだけのことを支えに屋敷での生活をやり過ごしているのか？　この小さな娘は。

（そんな些さ細さいなことで……。でも、結蓮にとってはそれがすべてなのか）

　名門に生まれながらも何も持たない娘が、虐げられる日々の中で唯ゆい一いつ希望にしていること。それが自分と会うことだと知って、琮成はまたもや初めての感情に襲おそわれた。

　誰かを不ふ憫びんに思うという、今まで感じたことのない気持ちに。

「……結蓮は、後宮に来るのが好きなのか」

　結蓮がこくりとうなずく。何も求めない淡々とした瞳ひとみで見上げてくる彼女に、琮成もうなずきを返した。

「では、嫌なことがあったらすぐに参れ。わたしはいつでもここにいる。おまえを待っているから」

　その時の彼女の顔に明確な表情が浮うかんだわけではない。けれどもみるみるうちに頰ほおを上気させた結蓮は、これまでになく嬉うれしそうに琮成には見えた。

「琮成さまが、結蓮を……？」

「ああ」

　結蓮はそわそわとうつむき、何か嚙かみしめていたようだったが、やがて思い切ったように顔をあげた。

「琮成さまに申し上げたいことがあります」

「なんだ」

「実は、今まで内ない緒しよにしていたのですが……」

「？」

「琮成さまはお優やさしいかたです。琮成さまとお会いできて、結蓮はとても嬉しいです」

　いつものあの期待に満ちたような瞳で見つめられ、琮成は一いつ瞬しゆん詰つまった。

　あらたまって何を言い出すかと思えば。

「……そんなこと、いちいち言わなくてよい。……顔を見ればわかる」

　あのまなざしは期待ではなく喜びだったのだと、本当はこの時初めてわかったのだが──。

　結ゆい蓮れんと出会ってから、初めて知る感情ばかりだ。照れくさいのに嬉しくて、なぜだか目をそらしてしまう。

「お礼を申し上げたいので、お手紙を書いてもいいでしょうか」

「礼なら今聞いた」

「書いてはだめですか？」

「……そんなに書きたいなら好きにするがいい」

「はい！　一日に何通まで書いていいでしょうか」

「だから、好きにしろと……」

　言いかけて、琮そう成せいは思わず笑ってしまった。両の拳こぶしを握にぎりしめて見つめていた結蓮が、きょとんと目を瞬またたく。

　これまで多くの人々にかしずかれ、あがめられてきた。けれどこんなふうに慕われ、頼たよられたことはなかった。

　自身の気持ちを顔にすらうまく出せない、不器用で純じゆん粋すいな従妹。彼女を傷つける者たちから自分が守ってやらなければ──。

「……！」

　天てん啓けいのようにひらめいた感情に、琮成は目を見開いた。

（そうか──、守りたいというのはこういう気持ちなのか……）

「琮成さま、どうなさったのですか」
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　訝いぶかしげに見つめている結ゆい蓮れんに気づき、我に返って首を振る。

「いや……大したことではない」

　そっけなく返した声は、しかし高こう揚ようのせいか少し震ふるえていた。




　結蓮と出会って初めて知った。

　誰だれかを慈いつくしみたい。きっとそれが、守るということなのだと。




　だから、それを気づかせてくれた彼女を一生守ろうと、何も知らない子どもだった自分は心からそう思っていた。







　第一章　動揺とすれ違い







　翠すい玉ぎよくの御み使つかい様




　御使い様、助けてください。結蓮はどうしてよいのかわかりません。

　季すえ隆たかどのが、もう三日もお目を覚まされないのです。

　お医者様も匙さじを投げられ、翡翠かわせみ丸まるどのもいらっしゃらないので対策がわからず、願がん掛かけをしようにもできません。

　いけないとは思いましたが、季隆どののお部屋に入って、書物をもとにお薬を作りました。けれど、眠ねむっていらっしゃるので吞のませることができません。

　以前したような、口移しの気付けと一いつ緒しよに、お薬を飲ませてさしあげてもいいのでしょうか。結蓮がそんなことをして、お目覚めになった時、怒おこったりなさいませんか？

　御使い様、どうしましょう……

　結蓮は、まだ混乱しているみたいです。
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　気がつくと、書庫に立っていた。

　乳白色のもやが漂ただよっている。いつにない、奇き妙みような静けさだ。

　現実の光景ではない。それをあらためて気づかされたのは、聞こえるはずのない声がしたからだった。

「──季すえ隆たか」

　やわらかい声に呼ばれ、季隆は少し間を置いて振り向いた。

　官服姿の青年が、書しよ架かに背を預けてこちらを見ている。今はもうこの世にいない親友だ。

（景かげ親ちか……）

　これは過去に見た光景ではない。ということは、自分の夢の中に彼が会いに来たのか。

　思いがけない再会に動揺し、季隆は乾かわいた喉のどをひそかに湿しめらせた。

「……閻えん王おう様のところに行ったんじゃなかったのかよ」

　五年の間、妖よう怪かいの中に魂たましいを取り込まれていた親友。解放されて無事に冥めい府ふに下ったはずだ。

　懐なつかしそうに書架から資料を抜ぬき取っていた景親が、穏おだやかな笑えみを返してきた。

「そうなんだが、休きゆう暇かをもらってね。遊びに来た」

「休暇って……。何日か前にそっち行ったばっかだろ」

「まあいいじゃないか。おまえのことが心配で来てみたんだよ」

「心配って、何が」

「知らないのか。おまえ、もう三日も意識を取り戻もどしてないんだぞ」

　季隆は思わず胸に手を当てた。──一応、鼓こ動どうはある。

「俺、死にかけてるのか……」

「一度に力を使いすぎて、ろくに補給もしないまま眠りについたんだ。死にはしないが、極度の疲ひ労ろうに身体からだがもたなかったんだよ」

「……」

　ゆっくりと、数日前の記き憶おくがよみがえってくる。

　景親の魂を取り込んでいた大妖怪を死し闘とうの末に倒たおし、ちょっとした騒そう動どうのあとで屋や敷しきに戻ったのは覚えている。ただ、そのちょっとした騒動というのに気をとられすぎて、回復の薬を飲む前に体力が限界にきてしまったのだ。

（てことは、あの子ともあれきり……？）

　妖怪を倒して、景親の魂を解放して、その流れでとうとう結ゆい蓮れんに自分が御使い様だと告白してしまった。

　あの後、いくら話しかけても彼女はうんともすんとも言わなくなった。よほど衝しよう撃げきだったのだろう。呆ぼう然ぜんとしたまま簡単な残務整理を終えると、風のように駆かけ去って行ってしまった。もちろん季隆も追いかけたが、見失ってしまい、とりあえず薬を補給してからまた追おうと屋敷に戻ったところで力ちから尽つきて──それきりだ。

「ああ……」

　思わず頭を抱かかえる。つまりあのまま結ゆい蓮れんを放置しているのだ。どこに駆け去ったのか不明だが、ちゃんと屋敷に戻ってきたのだろうか。

　吞のん気きに寝ねている場合ではない。捜さがして連れ戻して、きちんと謝らなければ。

「なんでこんなに虚きよ弱じやくなんだよ俺は！　ああもう、とにかく起きないと！」

　焦あせり出す季すえ隆たかを景かげ親ちかは興味深げに笑って見ている。珍めずらしいものを見たというふうだ。

「──あの子、おまえの婚こん約やく者なんだな」

「は？　あの子って？」

「あの子だよ。ほら、ずーっとおまえを看病してくれてる」

　景親は楽しげに指で上を示した。なんのことかと季隆がそちらを見ると、彼は微笑ほほえんで手を軽くあげた。

「早く目を覚ましてやれ。あの子、ずっと待ってたんだぞ」

　その仕草が別れの挨あい拶さつだと気づいた時には、もう意識が覚かく醒せいしかけていた。

　ゆらりとゆがむ景色の中に消えていこうとする親友に、季隆はとっさに叫さけんだ。

「……また、遊びに来いよ！」

　白いもやの中で景親が笑う。

「ああ。暇ひまになったら、な」

　悪戯いたずらっぽく答えて、彼はもやの中に溶とけた。

　三日も意識を失っていた自分を、おそらくは冥府の住人である彼がこの世に追い返してくれたのだろう。それを思うと安あん堵どと切なさとでため息がこぼれた。

「ありがとな……」

　夢の世界は終わり、別の光が見えてくる。あれは朝日だろうか、それとも部屋の灯とう火かか？

　ぼんやりとした視界に、誰かがいた。

　目に涙なみだをいっぱいにためて見下ろしている少女に気づき、そっと手を伸のばす。

（……結蓮──）




「いつまでごろごろしとるか──っっ!!」

「ぎぇッ!!」

　きんきん響ひびくわめき声とともに腹に何かが直ちよく撃げきしてきた。

　衝撃で一気に目が覚める。もんどり打って身体を折り曲げながら、季隆は目をむいてそれを見た。

　見慣れた寝しん台だいの中。袍ほうをきちんと着込んだ幼児が腹の上に仁に王おう立だちしている。

「いったい何日寝れば気が済むんじゃっ！　いいかげんに起きんかっ！」

　勇ましくも槍やりを構えて、どんっと足あし踏ぶみしたのは結蓮の従者の九く郎ろうだ。

「おまえがいつまでも寝込んどると迷めい惑わくなんじゃっ。はよう起きろっ！」

「てめ……、この、くそちび……っ」

　何度も腹の上で飛び跳はねられ、季すえ隆たかは悶もん絶ぜつした。とても死にかけの怪け我が人にする仕打ちとは思えない。重い腕うでをなんとか持ち上げ、がしっと九く郎ろうの襟えり首くびをつかんだ。

「こらあ！　お・ま・え・は！　寝てる人のお腹なかに飛び乗っちゃだめだって母上様に教わらなかったか!?」

「ぎゃー！　何をするかーっ」

　首根っこをつかまれたまま振ふり回され、九郎が悲鳴をあげる。騒そう々ぞうしい事この上ない。

　横から慌あわてた顔で四し郎ろうがなだめに入ってきた。

「婿むこ君ぎみ様、どうかお静まりください！　おかげんはいかがですかっ」

　季隆は仕方なく九郎を布ふ団とんの上に放ほうり出す。寝ね起おきのせいだけではない恐おそろしいほどの気だるさに身体が包まれていた。

「……お加減は最悪だわ。体中みしみし言ってる……」

「なんと！　大だい丈じよう夫ぶでいらっしゃいますか!?」

　はらはらした様子で寝台にしがみついてきた彼に手を振って応こたえ、ふとそちらを見れば、四郎だけではなく小さな従者たちが全員詰つめかけてきていた。誰だれもが皆みな、手しゆ巾きんやら桶おけやら水差しやらを手にし、心配そうに見つめている。

「もしかして、おまえらが看病してくれたの？」

　意外な思いで訊たずねると、四郎がこくりとうなずいた。

「翡翠かわせみ丸まるどのがいらっしゃらないので、我らがお手伝いを……」

「そっか。悪いな。助かったよ」

　従者の翡翠丸は普ふ段だんは太刀たちに封ふうじられている妖怪だ。数日前の激げき闘とうで力を使いすぎたせいで呼び出すことができずじまいだった。他ほかに従者はいないし、四郎たちがいてくれなかったら命が危あやうかったかもしれない。

　そこではたと気づき、季隆は寝しん所じよの扉とびらをうかがった。

　優美な透すかし彫ぼりがされた扉から、隣りん室しつの居間の明かりがもれている。居間の向こうは結ゆい蓮れんの部屋だ。

　いるのだろうか？　あの向こうに──。

　彼女とはあれきり会っていない。告白した時は彼女だけどこか異世界に飛ばされたかのような呆然ぶりだったが、今日はどんな顔をするだろう。

「あのさ……、……結蓮ちゃんは？」

　おそるおそる訊きいてみると、四郎はきょとんと瞬まばたいた。

「何を仰おおせです、ちい姫ひめ様ならばここに……」

　傍かたわらを指さした彼が、驚おどろいた顔になる。

「あれ？　つい今し方までここにおられたのですが」

　彼が見ているのは季隆の枕まくら元もとだ。いたとしたら気づかないはずがない。

「え？　俺の視界には全然入ってきてないけど」

「そんな！　今までずっと一いつ緒しよに看病していたのですよ。婿君様がお倒れになった時から、それはもうかいがいしく……皆も知っております」

　同意を求められた他の従者たちが一様にうなずく。季すえ隆たかは面めん食くらってそれを見回した。

「じゃあなんで俺が目覚めるなりいなくなってんの？」

「さあ……急用でもおありだったのでしょうか」

　四郎たちは戸と惑まどったように顔を見合わせている。

　いくら彼らが健けな気げに看病してくれたといっても、なりは二、三歳ほどの幼児なのだ。大の大人を何日も看みるのは難しいだろう。結ゆい蓮れんが一緒だったというのは説得力のある話だが──。

　その時、居間のほうからカタッと物音がした。

　季隆は、はっとしてそちらを見る。幼児たちは全員ここにそろっているし、とすると物音の主は彼女しか考えられない。

（いるんだな……）

　重い身体を引きずるようにして、そっと寝台を抜ぬけ出す。呼吸を整え、ゆっくりと扉を開けてみた。

　自室の居間の向こう、結蓮の部屋の居間に、彼女はいた。

　こちらに背を向けた彼女は鎧よろい姿だ。これから登城するところなのだろうか。何をしているのか、立ったままぴくりとも動かない。

　季隆はごくりと唾つばを飲み込み、こわごわ口を開いた。

「ゆ……、結蓮ちゃん。おはよう……」

　何を言えばいいのやら迷ったあげく、間の抜けた挨拶などしてしまう。

　どんな反応が返ってくるだろう。第一声はなんだ？　罵ば声せいか、それとも泣かれるか。まさか感動の再会を喜んでいる──なんて、さすがにそれは都合が良すぎるか。ぐるぐる思考をめぐらせ、緊きん張ちようしつつ見つめる。

「……」

　結蓮が、おもむろに振り向いた。

　横顔だけ見せた彼女は──氷のように冷たい目をしてこちらをぎろりとにらみつけた。

（うっ……！）

　次の瞬しゆん間かん、彼女は部屋の調度をなぎ倒たおすかのような勢いで飛び出して行った。

　荒あら々あらしい足音が遠のいていき、やがて静かになる。

　思わず固まってしまった季隆は、冷や汗あせを浮うかべつつそろそろと入り口に目をやる。よほど激しく突とつ破ぱしたのか、色付き玻は璃りのはめこまれた扉は半はん壊かいしていた。

（……やばいぞ……これ……）

　どんな反応だろう、なんて考えていた自分は生ぬるかった。

　間ま違ちがいない。彼女は、激げき怒どしているのだ。
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　荒あらい息が喉のどを焼いて、ひゅうひゅうと奇き妙みような音を立てている。

　全力で部屋から逃とう亡ぼうした結ゆい蓮れんは、回かい廊ろうを端はしまで駆かけ抜け、庭まで飛び出したところでようやく足を止めた。

　広大な豊ほう家別べつ邸てい。美しいが無機質な建物が入り組む一帯は、しんと静まりかえっている。

　肩かたで息いきをしながらおそるおそる振り向いてみたが、季すえ隆たかが追ってくる様子はない。

　そのことにほっとしたものの、結蓮はすぐさま柱に倒れかかった。

（逃にげてしまった…………!!）

　自分で自分の行動が信じられず、わなわなと震ふるえる。

（やっとお目覚めになったのに。おはようと言ってくださったのに、ご挨あい拶さつも返さず……！）

　この三日、眠ねむり続けていた季隆をずっと看病していた。頭にあったのは、目を覚ましてほしいという願いだけだ。それが叶かなったというのに、なぜ逃げてしまったのか。

（まさかあんなに急にお目を覚まされるなんて……。突とつ然ぜんすぎて心の準備ができていなかった……！）

　彼が目を開けたのは本当に突然のことだった。まだ焦しよう点てんを結んでいない瞳ひとみに見つめられて、名を呼ばれ、あまりに動どう揺ようして──気がつくと、自分の部屋に立っていた。

　無意識に逃げてしまったと悟さとり、ものすごく焦あせった。とりあえず落ち着こうと着慣れた鎧を身につけて精神統一していたら、これまた急に後ろから声をかけられ、口から心臓が飛び出すかと思った。

　せめて微笑ほほえんで会え釈しやくをしようと振り向いたものの、笑え顔がおだけは見せられたつもりだが、挨拶しようにも声が出てこず、そのことに焦るあまり逃げ出してしまったのだ。

（いや──突然すぎたなんて言い訳にならない。私が未熟なだけだ。お目を覚まされたら一番にお祝いを申し上げようと思っていたのに！）

　今からでも戻もどるべきかとうろたえていると、話し声が近づいてきた。

　回廊の角を曲がって現れた華か瑛えいが、びくっとしたように立ち止まる。

「きゃっ！　な、何をなさっているのよ、お嬢じよう様さまったら」

　目を見開いて立ちすくむ彼女の後ろには青せい慎しんもいた。柱と向き合って両手をついている結蓮を訝いぶかしげに見ている。

「はっ。少し考え事をしておりました」

「そんな恰かつ好こうで？　変わっているわね……。まあいいわ。ちょうどあなたたちのところに行こうとしていたの」

　そう言って華瑛は小さな槌つちを掲かかげてみせた。見た目は幼児の従者たちを見られるのはまずいため、彼女たちにはこちらの棟むねに入らないでほしいと言ってある。用がある時には回廊の端にある鐘かねを槌で鳴らしてもらうことになっていた。

「何かご用でしたか？」

「ご用も何もないわ。橘たちばなの容態を聞こうと思ったのよ」

「まだお悪いようなら、別の薬を買い求めてまいりましょうか」

　二人とも案じるように眉まゆをひそめている。もとは公主とその家令だった彼らだが、この屋や敷しきで暮らす今は侍じ女じよと別邸家令だ。季すえ隆たかが寝ね込こんでいる間、二人にもあれこれ手伝ってもらっていたのを思い出し、結ゆい蓮れんはあらたまって一礼した。

「ありがとうございます。実は、……つい先ほど、お目を覚まされたのです」

「そうなの？　よかったわね！　それで、どんな調子なの？」

「はい。それが……」

「──あら？　噂うわさをすれば、橘じゃない」

「!?」

　華か瑛えいの視線が自分の背後に向いているのを見て、口ごもっていた結蓮は目を瞠みはった。
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「橘！　起きて平気なの？」

　よろよろと回廊を歩いていくと、前から高い声が飛んできた。

　華瑛と青せい慎しんが急ぎ足でやってくる。離はなれに住む同居人である彼らも季隆の容態を心配してくれていたらしい。

「ええまあ……全身ありえないくらい筋肉痛ですけどねー」

「だったら大人しく寝ていなさいよ！　何をうろうろしているの」

「ちょっと封ふう陰いん省しように行ってこようかと」

「なんですって!?」

　華瑛が目をむいた。連れん絡らく用の小こ槌づちをぶんっと振ふり上げるさまは、元公主とは思えない迫はく力りよくに満ちている。

「今まで寝込んでいたくせに、何を言っているのよ!?　とっとと寝しん所じよにお戻りなさい！」

「いやー、すでに何日も休んじゃってますし、一回顔出しとかないと……」

「死にかけていたんだから、気を遣つかわなくていいのよ！」

「それほど気がかりでいらっしゃるなら、誰だれかに使いをやらせましょう」

　怒おこる華瑛の横から青慎が冷静に申し出る。季隆は苦く笑しようした。

「死にかけって、大げさな……。体力を使いすぎただけですよ。でも、ご心配おかけしてすみませんでした」

　頭を下げる季隆を二人は戸惑ったように見ている。華瑛が眉を寄せて息をついた。

「本当に、もう大だい丈じよう夫ぶなのでしょうね？」

「まずい薬とか飲みまくってきましたんで、そろそろ回復する頃ころです。それよりお二方、結蓮ちゃん見かけませんでした？」

　あのまま部屋を飛び出したとなると華か瑛えいたちとどこかで遭そう遇ぐうしたはずだ。

「何を言っているの、お嬢様ならここにいるじゃない」

　訝しげに傍かたわらを見やった華瑛が、驚おどろいたように目を瞠みはる。

「あら!?　おかしいわね、どこに行ったのかしら。今の今まで一いつ緒しよだったのよ？」

「……俺がお二人を見つけた時にはもういませんでしたよ」

「そんなはずないわ！　ここで橘たちばなの容態について聞いていたんだから」

「ええ、確かに」

　華瑛の主張に、青せい慎しんも真顔で同意する。季すえ隆たかは当とう惑わくしてあたりを見回した。

「って言われても、ほんとに視界に入ってきてな──」

　びゅんっ、と背後を何かが駆け抜ぬけた。

　あまりの速さに余よ波はで突とつ風ぷうが巻き起こる。驚いて見れば、門へ続く回廊を駆け去る影かげがあった。あっというまに見えなくなってしまったが、錯さつ覚かくでなければ──というか間違いなく結ゆい蓮れんだった。

「ちょ、待っ……」

　思わず追おうとして、季隆はすぐに足を止めた。彼女の消えた方角を途と方ほうに暮れて見つめる。

　追いかけてもいいのか？　これだけ逃げられているのに。

（少なくとも俺の顔は見たくないだろうしな……）

　きっと姿を見せるのも嫌いやなほど傷ついたのだ。それを思うとずきずきと心が痛んだ。
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「そうかい、目を覚ましたの。それは一安心だね」

　茶をすすりながら相そう長官がのほほんと笑った。

　午ひる間近の封陰省は人もまばらだった。朝ちよう廷てい各官府は早朝から業務を行うため、この時間の出勤は本来なら遅ち刻こくだ。今日は事前に休きゆう暇か届とどけを出していたので咎とがめられることはなかった。

「よかったわねぇ。もともと虚きよ弱じやくだから心配してたのよぉ」

　劉りゆう博士が涙なみだを浮うかべてうなずいている。結蓮も同じ気持ちだったため神しん妙みような顔になった。

　季隆が回復した旨むねを報告するため封陰省へ来たものの、こんなに早くこの日がくるとは思っていなかった。それほどまでに彼の容態は芳かんばしくなかったのだ。長官からも『大きな任務も終わったんだからしばらく休んで』と指示がきたくらいだったのだから。

（それなのに、目を覚まされたとたん出勤なさるとは……）

　華瑛たちと話している時に唐とう突とつに現れた季隆は、病やみ上がりのせいか少しやつれ、青白い顔をしていた。けれども着き替がえを済ませて颯さつ爽そうと現れた彼は、ごく当たり前のように朝廷へ向かうつもりのようだった。

（なんとご立派なお心がけだろう。やはり、あの御お方かたは……）

　憧あこがれの御み使つかい様なのか。

　結ゆい蓮れんはごくりと喉を鳴らす。彼の言葉を疑うわけではなかった。思い返せば双そう方ほうの発言や印象が重なることはたびたびあったし、彼の封ふう陰いん官としての実力は御使い様に匹ひつ敵てきするとも思う。だが客観的な一押しがほしい。彼と顔を合わせる前に、迷いをなくしておきたい。

　今日登城したのは、当時を知る人物にそれを確かめるためでもあった。

「実は、相そう長官にお訊たずねしたいことがあるのですが……」

　遠えん慮りよがちに切り出した結蓮を、相長官は不思議そうに見つめてきた。

「なんだい？　そんなにあらたまって」

「はっ。季すえ隆たかどのからうかがったのですが、あの方が翠すい玉ぎよくの御使い様だというのは本当でしょうか？」

「え!?　今、ものすごい重要なことをさらっと言ったわね、あなた」

　劉りゆう博士がぎょっと目をむく。相長官も驚いたようだったが、すぐに微笑んだ。

「うん。そうだよ」

「ええっ！　長官までそんなあっさりと」

「やはり、そうなのですか……」

　結蓮は深刻な顔でつぶやいた。どくどくと胸の高鳴りが大きくなっていく。

　聞き間ま違ちがいや勘かん違いではなかった。結蓮の憧れの人は、やはり彼だったのだ──。

「五年前に教えるつもりだったんだけど、なかなか頃ころ合あいが悪くてねえ。せっかく婚こん約やくしたんだし今度こそ教えようと思ってたら、橘たちばな君が黙だまっててくれって言うものだから」

「やーねー、みんなして豊ほう舎しや人じんを騙だましてたみたいで。さっさと打ち明ければいいのに季すえちゃんてば……、って、季ちゃん!?」

　劉博士の頓とん狂きような叫さけびに、想おもいを嚙かみしめていた結蓮はぎくりとして振り向いた。
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「ヤダッ、季ちゃんじゃない！　生きてたのねえぇ！」

　登城して封陰省の本庁に入るなり、劉博士が飛びついてきた。たくましい腕うででぎゅうぎゅう抱だきしめられる。

「んもう、心配したのよっ。あんた、もう動いて平気なのっ？」

「まあな。今まさにちょっと死にそうになってるけど」

　胸に顔をうずめたまま季隆がくぐもった声で答えると、劉博士は「あらッ、ごめんなさい」と解放してくれた。

「おや、もう出しゆつ勤きんしてきたのかい？　もっとゆっくり休んでいてよかったんだよ」

　のんびりと言いながら相長官がやってくる。数日前に大おお捕とり物ものをしたとは思えないのほほんとした様子だ。

「ご心配をおかけしました」

「はは。まあ少しはらはらしたけれど、無事に片付いてよかったね」

「……はい」

　長官も、ほとんどの同どう僚りようたちも、かつての景かげ親ちかとの間の軋あつ轢れきを知っている。景親の仇かたきである妖よう怪かい・玉ぎよく嬉きを季すえ隆たかがずっと追っていたことも。そちらの件でも心配をかけていたことだろう。温かく見守るような視線が照れくさかった。

「それで──玉嬉を調ちよう伏ぶくした件なんですけど。俺、ろくに報告もせずに寝ね込こんじゃったんで、陛下への奏上も止まってるんじゃないかと思って」

「ああ、それで急いで来てくれたのかい？　心配いらないよ。その件なら豊ほう舎人からある程度聞いたから」

「……え？　来たんですか？」

　確かに一緒に戦った結ゆい蓮れんなら現場の状じよう況きようを把は握あくしている。しかし、いつのまに報告してくれていたのか。

「ちなみに橘たちばな君、豊舎人が休暇届を出してくれてるから本当に気にしなくていいんだよ。あ、もちろん彼女自身のぶんもね」

「季すえちゃんったら、ついに自分の正体を明かしたんですって？　んもうぅ～、やるときはやるじゃない！」

「え……、えっ？　なんでそれ知って……」

「なんでって、豊舎人に聞いたに決まってるでしょー！」

　ばしんと背中をはたかれ、季隆は目を瞠みはった。

　彼女の夢見る爽さわやかで凜り々りしい聖人様と自分とではあまりにもかけ離はなれている。正直、信じてくれたかどうか自信がなかった。だが他人に話したということは、一応は受け止めているらしい。

「なんかごめんね～橘君。彼女、初めは僕を恩人だと思ってたらしいね？　五年前のあの現場に最初にいたのは僕だって、あちこち知れ渡わたっちゃったからねえ」

「も～、長官が早く豊舎人に教えてあげればよかったのよぉ。五年前も、ほんとは季ちゃんを紹しよう介かいするつもりだったんでしょぉ～？」

「いやー、そうなんだけどね。紹介しようと思った矢先に橘君は出張でいなくなっちゃったじゃない。その後は豊舎人も外出禁止になったとかで、会えずじまいだったんだよ」

「まあ、巡めぐり合わせが悪かったっていうか、そういうこともあるでしょうけど。回り道したぶん、やっぱり運命ってあるんだなあって逆に思っちゃうわよねえ。出会うべくして会った二人っていうかぁ」

「ちょ……、待った」

　吞のん気きな相そう長官と瞳ひとみをきらめかせている劉りゆう博士に、季隆は額を押さえつつ割り込んだ。

「つか……その話、いつ聞いた？」

　四し郎ろうたちによればずっと屋や敷しきで看病してくれていたそうだし、一度も登城していないはずだ。

　劉博士が冷やかすように肘ひじでつついてくる。

「いつって、あんた、今に決まってるでしょ！　ねー、豊舎人……」

　そう言って振ふり向いた彼の視線の先には、誰だれもいなかった。

「あら!?　どこ行ったのかしらっ。季すえちゃんが来るまでここで話してたのよ!?」

「……」

（またこれかよ！）

　顔を引きつらせてあたりを見やる。今までの例からしてまだ近くにいるはずだ。

　見れば、入り口扉とびらの向こうに気配がある。季すえ隆たかは大おお股またに駆かけ寄り、一気に開け放った。

「──！」

　しゅんっ、と風が駆け抜ぬける。

　くらんだ目を無理やり開けると、回かい廊ろうを一いつ瞬しゆんにして影かげが遠ざかっていくのが見えた。

　呆ぼう然ぜんと見送った季隆をよそに、劉りゆう博士や長官たちは不思議そうに顔を見合わせている。

「いつのまに出てったのかしら？　やーね、せっかく季ちゃんが来たのに、入れ違ちがいなんて」

「橘たちばな君、入る時に彼女と会わなかったかい？」

「会ってません……」

「ん？　なんか落ち込んでない？　どうしたの」

　季隆は、深々とため息をついて顔を覆おおった。

　やはり考えすぎではなかった。間違いなく、これは。

（やっぱ俺じゃだめだったか……）

　──彼女は、恩人の正体を受け入れた上で、失望したのだ。
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　その日、朝ちよう廷ていから帰宅した結ゆい蓮れんは、自室に近い庭の片かた隅すみに身を潜ひそめていた。

　戻もどったばかりでまだ鎧よろい姿のままだ。季隆がいつ帰ってくるかと思うと気が気でなく、着き替がえる余よ裕ゆうがなかったのである。

　夏の日差しがじりじりと照りつけるのをものともせず、石段に腰こし掛かけた彼女は青白い顔で膝ひざの上の黒くろ猫ねこを撫なでまわしていた。

「……い、おいっ！　聞いてるのか、豊ほう結蓮！」

　癇かん癪しやくじみた声に呼ばれ、はたと我に返って下を見る。黒猫がシャーッと歯をむいた。

「さっきから一体なんなんだ！　さんざん撫でくりまわしやがって！　おまえが話があるというから来てやったんだろうが！」

　流りゆう暢ちような人の言葉で苦情を言う。もちろん普ふ通つうの猫ではない。以前、とある事件を通じて知り合ったシロという猫びよう鬼きで、それを機にたびたび豊家別べつ邸ていに遊びに来ているのだ。

「申し訳ありません。可愛かわいいものを触さわっていないと心が落ち着かなくて」

「な……、高速で撫でるなっ」

　とうとう猫は膝から飛び出した。結蓮の傍かたわらに座り込み、二本の尻尾しつぽをぴんと立てる。

「あいつ、もう目が覚めたんだろう？　よかったじゃないか」

　とたん、結ゆい蓮れんはびくりと身体からだをすくめた。

「なんだ？」

「……」

「おい？」

「……」

「おいってば。おーい！」

　結蓮は胸を押さえて黙だまっていたが、ふいにがくっとうなだれた。

「シロどの、お願いです。もう少し撫でさせてください。でないと息苦しくて胸が痛くて……」

「おい、しっかりしろ！」

　猫が慌あわてたようにまた結蓮の膝に飛び乗る。結蓮は息を切らしながらそれを撫でた。

　ここ数日ずっとシロを撫でさせてもらっているが、今日は特にその衝しよう動どうが強いのを自覚していた。

　季すえ隆たかが眠ねむりについていた時には、ただひたすら回復を祈いのって看病していればよかった。けれど実際にそうなると一体何をどうすればよいのかがわからない。

「……今日は一日、あの方のもとから逃とう亡ぼうしてばかりでした。めでたくもお目を覚まされたというのに、お祝いを申し上げることすらできない……。きっと私のことを恩知らずの礼れい儀ぎ知らずだと今いま頃ごろお怒いかりでしょう」

「そんなにしょげるくらいなら、さっさとお祝いとやらを言えばいいだろう。もうじき帰ってくるだろうし」

「それは……」

　結蓮は毛並みを撫でる手を止め、想像してみた。

　怠なまけ者で軽けい薄はくで飄ひよう々ひようとしていて、隙すきあらば仕事を放って昼ひる寝ねしたり、友人の幽ゆう鬼きたちを集めて牌ぱい遊びしたり。本当は有能なのにそれを出さずにだらだらしている彼がもどかしくて、結蓮は厳しい態度ばかりとっていた。

（でも、それだけがあの方のすべてではなかった。知っていたのに、私は……）

　甘いものが大好きで、大たい抵ていのものなら自分で拵こしらえるくらい料理の腕うでが立つこと。

　普ふ段だんは面めん倒どうくさがりなのに、いざ戦せん闘とうになると冷静で強いこと。

　人だろうと幽鬼だろうと妖怪だろうと、虐しいたげられている者に向ける平等で真しん摯しな優やさしさ。

　そして、結蓮を「相棒」だと呼んで隣となりにいてくれること。

　──あの人が、御み使つかい様だったなんて。

「………………っっ!!」

「ニャ──ッ!?　き、急にこねくりまわすな！　びびったではないかっ」

　勢いのあまり腹をひっくり返されてシロが仰ぎよう天てんしている。結蓮は痛む胸を再び押さえ、苦く悩のうの吐と息いきをもらした。

「ずっと傍そばにいてくださったというのに気づきもせずに……私は……ひどい乱暴狼ろう藉ぜきの数々を……っ」

「知らなかったのだから仕方がないだろう。そんなに己おのれを責めずとも……フギャ！」

「一体どんな顔をしてあの方の前に出ろというのですか!?　恩人様に対して傍ぼう若じやく無ぶ人じんなふるまいをしておきながら、どの面つらさげてお祝いをのべろと……っ。想像しただけで顔から火が出そうです！」

「ギャー！　抱だきつくなっ、やめろ、馬ば鹿か力ぢからめ！」

　激情のままに猫を思い切り抱だきしめてしまい、結ゆい蓮れんははっと我に返って力をゆるめた。

　敵かなわんとばかりに腕の中から飛び出したシロが、ため息をつきつつ地面に腰こしを下ろす。

「そもそもおまえは、あいつが恩人だったと知って嬉うれしいのか、それとも腹を立ててるのか、どっちなんだ？　それによって対応も変わってくるだろう？」

「え……」

　猫に逃にげられ、結蓮は行き場のなくなってしまった手をそわそわとさまよわせる。

　誰に言っても笑われたり信じてもらえなかったりした自分の夢を──大将軍となって太子と国を守りたいという誓ちかいを、季すえ隆たかだけが応おう援えんしてくれた。御使い様の他ほかに自分のことを認めてくれる人はいないと思っていたからその時は戸と惑まどったが、嬉しかったし、勇気づけられた。

　だから、双そう方ほうが同一人物だったと知ってなんとなくほっとしたような、ああそうだったのかと腑ふに落ちたような気がしたのだ。この人でよかった。そう思った。

（……なのに、私という人間は……）

　結蓮は小さくなって前のめりにうなだれた。
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「もうだめです。これまでの御使い様への非礼を死んで詫わびるしかありません……」

「そこまで落ち込まずともいいだろう……。あいつ、おまえに冷たくされても全然気にしていなかったし──」

　呆あきれたように言いかけたシロが、ふいに部屋のほうを振ふり向いた。結ゆい蓮れんもはっとして顔をあげる。

「噂うわさをすれば、帰ってきたようだぞ」

「……っ！」

　回廊を駆ける足音が響ひびいてくる。季すえ隆たかが皇こう宮ぐうから戻ってきたのだ。

　結蓮が思わず中ちゆう腰ごしになって固まっていると、騒さわがしい声が聞こえてきた。

「おい、ちびっ子！　結蓮ちゃん帰ってきたか？」

「なんじゃいきなり！　勝手に入ってくるな！」

「帰ってるんだな？　どこ行った！」

「なぜにおまえに教えねばならんのじゃ！　知ってても言わぬわ！」

「結蓮ちゃん、どこだ！　出てきて！」

「なぁ──!!　ちい姫ひめの部屋でうろうろするなーっ！」

　争っているのかどたばたと物音がする。壁かべを一枚へだてた向こうから聞こえる声に、結蓮は狼ろう狽ばいした。

（御使い様が呼んでいらっしゃる……行かなくては……でも……）

　数日ぶりに聞く季隆の声。本当に目を覚ましたのだとあらためて実感し、うろたえながらも胸がいっぱいになったが──。

「結蓮ちゃん！」

「ッ！」

　先ほどよりも近くで声が聞こえ、結蓮ははじかれたように立ち上がった。

　きっと部屋中を捜さがしているのだ。といっても中に隠かくれる場所などないし、そのうち窓を開けられるかもしれない。そうなっては見つかってしまう。

　そう思った瞬しゆん間かん、足が勝手に踵きびすを返していた。

「おい、豊ほう結蓮！」

「今日は外がい泊はくします！」

　シロの慌てたような鳴き声を背に、結蓮は一目散に門へ向かって駆かけ出した。
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（とは言ったものの、どこへ行こう……）

　屋や敷しきを飛び出した結蓮は、あてもなく玉ぎよく天てん大たい街がを歩いていた。

　豊家本ほん邸ていには行けるはずもないし、皇城だってすでに門が閉まっている。緊きん急きゆうだと言えば入れないことはないがそこまでするつもりはなかった。

　蓮花節が過ぎてからというもの、すでに秋の気配がただよっている。夕暮れの空も、もはや夏の色はしていない。

（どこか、空き家の軒のき先さきを借りようか。確か廃はい園えんがあったはず）

　ぼんやり考えながら歩いていたが、ふと自分のいる場所に気づいて足を止めた。

　少し首を伸のばせば、赤々と花提ぢよう灯ちんに照らされた門が見える。花街の入り口だ。

（そういえば、紅こう夏かどのたちとはあれきりお会いしていない……）

　数日前の玉ぎよく嬉きなる妖よう怪かいとの戦いは、もともとは花街の妓ぎ女じよである紅夏の依い頼らいによるものだったのだ。季すえ隆たかの容態をきっと彼女も心配していることだろう。

　結ゆい蓮れんは少し考え、紅夏に季隆の回復を報告しに行くことにした。寝ね床どこの確保はその後だ。

　妓ぎ楼ろうの前を通るたび、華はなやかな女の笑い声や楽の音色が聞こえてくる。どこぞのお大だい尽じんなのだろう、立派な車が行き交かい、下りてきた男たちが妓女に迎むかえられているのが見えた。

　前を歩く若い妓女の髪かみに菊きつ花かのかんざしが揺ゆれている。その優美さについ見とれていた結蓮は、今さらながら気づいて眉まゆをひそめた。

（けれど、紅夏どのは花街で一、二を争うほど人気の妓女だったわ。お忙いそがしいだろうし、急に訪ねては迷めい惑わくかもしれない。出直したほうがいいかしら）

　そもそも、女一人で訪ねて店に入れてくれるものなのだろうか？　紅夏のいる紅こう幻げん楼ろうの楼ろう門もんはもうすぐ傍だ。煌こう々こうと輝かがやく灯とう籠ろうを見つめ、どうしたものかと悩なやんでいると、

「──まあまあまあ！　楊ようの旦だん那な様！　お待ちしておりました～！」

　楼門の傍にいた初老の女が、頭のてっぺんから抜ぬけるような声で叫さけんだ。

　その愛あい想その良さと威い勢せいに思わず目をやれば、声の主は紅幻楼の楼ろう主しゆだった。得意客らしい男をうやうやしく出で迎むかえている。見習いなのだろうか、小さな娘むすめたちが数人、客の手を引いて連れていこうとしていた。

　なんとなく結蓮が見ていると、視線に気づいたのか楼主と目が合った。

「あっ!!」

（……え？）

　彼女が目をむいたので、こんなところにいては営業の邪じや魔まだと怒おこられるのではと結蓮は後あと退ずさったが、楼主はすごい勢いでやってくると、いきなり結蓮の腕をつかんだ。

「まあまあまあ！　豊ほう様のお嬢じよう様さまじゃございませんか！　先日はうちの紅夏がお世話になりまして」

　意外なことに、楼主はすこぶる愛想が良かった。先ほどの楊の旦那様とやらより扱あつかいが良いくらいだ。結蓮の手を優しく、かつ逃がすかとばかりにがっちりつかみ、この上ないくらいに眉まゆ尻じりをさげている。

「お礼をいたしたいと思っていたのでございますよ。さあさ、酒席をご用意いたしますので、こちらへどうぞ」

「え……、いえ、私は」

「遠えん慮りよなさらないでくださいましよ。──ちょっと！　誰だれかいないかい！　こちらのお嬢様を特等のお部屋へご案内しな！」

「あの、ですが」

「さあさあ、どうぞどうぞ」

　楼主の押しに逆らえず、結ゆい蓮れんは思いがけず紅こう幻げん楼ろうに上がり込むことになった。







　高こう楼ろうの上層にある一室。上客のためのそこへ、楼主は結蓮が予想していた以上の数の妓女を呼んでもてなしてくれた。

「さあさあ、お嬢様。こんなことしかできませんが、どうぞ召めし上がってくださいまし」

　にこやかな楼主の背後では、楽の音に合わせて美しく着き飾かざった妓女が舞まっている。用意された料理や酒も、とても急ごしらえとは思えない豪ごう勢せいなものだった。

「めっそうもない。こんなことをしていただくわけにはいきません」

「何を仰おつしやいます。お嬢様は紅こう夏かと、そしてこの紅幻楼を救ってくださった大恩人様！　いくらお礼をしても足りないぐらいでございますよ」

「お礼など……私は自分の役目を果たしたにすぎませんから」

　最初は季すえ隆たかを助けたくて関かかわったようなものだし、礼などされては心苦しい。

　生き真面まじ目めに受け答えする結蓮に、楼主は感心したように大きくうなずくと、さらに杯さかずきを勧すすめてきた。

「なんてご立派なお心構え……感服いたしました。ささ、どうぞお召し上がりを！　そしてこれを機に豊ほう家の皆みな様さまがたにもごひいきに！」

「おかあさん、本音がもれてるわ」

　傍そばにいた妓女が口をはさむ。楼主がキッとにらんだ。

「何を言ってるんだい！　恩人のお嬢様のご一族様だよ、大事に思って当然だろう！」

　はーい、と返事して妓女がくすくす笑う。結蓮も思わず頰ほおをゆるめた。

　楼主としては、朝ちよう廷ていの実力者である豊家をこれまで以上のお得意様にしたいのだろう。なんの思惑おもわくもないよりはよほどこのもてなしに納なつ得とくができて、少し気が楽になる。

　そこへ、別の客の宴えん席せきに出ていた紅夏が遅おくれてやってきた。

「やんだ、結蓮さま？　ほんとにお一人でいらっしゃったんだべかー」

　花街一といわれる妖よう艶えんな美び貌ぼうとはうらはらに、相変わらず気の抜けるような言こと葉ば遣づかいだ。

　緋ひ色いろに濃こい紫むらさきを効かせたあでやかな衣装は彼女の身体からだの線を浮うき立たせ、華やかさと艶なまめかしさを演出している。肩かたからずり落ちた薄うす絹ぎぬを直しながら、紅夏は魅み惑わく的な笑えみを浮かべて結蓮をのぞきこんできた。

「あれ？　全然飲んでないんだね。もしかして、あたいのこと待っててくれたんだべか？」

「なーんだ。だからお酒にもお料理にも手をつけなかったんだ！」

「紅夏姐ねえさんとは一番の仲良しだものねー。友達に義理を立ててらしたんだわね」

　群がっていた若い妓女たちが笑い合う。楼主までもが「あらあら、気が利ききませんで」と笑顔になった。

（友達……なんて）

　ひそかに驚おどろいている間に、紅こう夏かが酒を注ぎ直してくれる。金色の酒しゆ杯はいから甘くすがすがしい香かおりがたちのぼった。

「良い匂においですね」

「桂けい花か酒だよ」

「桂花酒？　まさか、あれは皇こう宮ぐう秘蔵のものですよ」

　醸じよう造ぞう方法からして不出のものだ。いくら花街とはいえ出回っているわけがない。

　本気で驚く結ゆい蓮れんを紅夏がおかしそうに見た。

「もちろん本物じゃねえです。似せて作ってるだけで、全然別物だ。おいしい酒を飲んで、楽しい舞を見て、誰でもが皇こう帝てい様になれる。ここはそういうとこだもの」

「なるほど……。勉強になります」

「それで、季すえさまのことで話があるんだっぺ？」

　とたん、結蓮は杯を取り落とした。

「結蓮さま？」

　きょとんとした視線が集まり、急いで杯を戻もどして咳せき払ばらいする。

「……、はい。先日の蓮花節での事件後、寝ね込こんでいらしたのですが、今日になってお目覚めになったのでご報告に。皆みなさんもご心配だと思いましたので」

「そっかぁ。そんなになるまで頑がん張ばってくれたんだ……」

　妓女たちは顔を見合わせ、安あん堵どしたように息をついた。もともと季すえ隆たかは彼女たちと顔見知りのようだし、心配もひとしおだっただろう。

「だったら、せっかくだし季さまも連れてきてくれたらよかったのに。なんで来なかったんだべ？」

　もっともな質問をされ、動どう揺ようのあまり結蓮は料理の膳ぜんに思いきり肘ひじをぶつけてしまった。

「結蓮さま？　さっきからどうしたんだ？」

「……すみません。す……季隆どのは、今日は屋や敷しきでお休みです」

　精せい一いつ杯ぱいの冷静さを装って答えると、幸いにも彼女たちは信じてくれたようだった。

「残念だけど病やみ上がりじゃしょうがないね。おまえたち！　季さまのぶんまでお嬢様をおもてなしするんだよ！」

　楼主の号令に、はーい、と妓女たちが笑顔で声をそろえる。

　その夜、結蓮はひたすら酒と美女の舞を堪たん能のうすることになったのだった。







　結局、夜よ更ふけに宴うたげがお開きになった後、結蓮は紅夏の部屋に泊とめてもらうことになった。

「申し訳ありません。ご迷惑をおかけして」

「んーん、全然！　遅おそくまで引き留めたのこっちだし、今から一人で帰るのも危ねえもの」

　窓に赤い幕を引きながら紅こう夏かが裏表のない様子で答える。結ゆい蓮れんは急いで彼女を手伝った。

「ですが、お仕事のお邪魔をしてしまったのでは」

「大だい丈じよう夫ぶだっぺ。それに、友達のことも大事だしなぁ」

　売れっ子の妓ぎ女じよのわりに、燈とう台だいの灯あかりに浮かび上がった紅夏の私室はこぢんまりとしている。着き替がえを用意してくれた彼女を結蓮は遠慮がちに見つめた。

「先ほどから気になっていたのですが……」

「ん？」

「……紅夏どのは、私を友人だと思っていらっしゃるのですか」

　紅夏は目を丸くして黙だまり込み、はたと口を押さえた。

「やんだ……そう思ってたのはあたいだけだったの!?　そ、そうだべな、結蓮さまみたいなお嬢様を友達なんて、ご迷めい惑わくだべな」

「あっ……、いえ、違ちがいます！」

　顔を赤くしてうろたえ始めた彼女に、結蓮も慌あわてて首を振ふる。やはり聞き違いではなかったとわかって少し落ち着かなくなった。

「そうではなくて、嬉うれしいのです。というか、ありがたいと言いますか……。今まで友人という人がいなかったので」

　幼い頃ころから屋敷に閉じこもっていたし、豊ほう家の同世代の少女たちからも相手にされなかった。武官として勤め始めてからはなおさらそうだ。

「そっか。よかったべ！　あ、あたいだけじゃなくて、紅こう幻げん楼ろうのみんなだって結蓮さまのこと好いてるし。なんか困ったことあったらいつでも言って！　恩返しするから」

　まったく屈くつ託たくのない様子で言われ、結蓮はぎこちなく微笑ほほえんでうなずいた。

（こんなふうに言ってくださる方はめったにいない。大事にしなければ……）

　友人というのがどんな存在なのか、正直なところわからないが、笑顔で受け入れてもらえただけでほっとする。困ったことがあれば助けに、とはむしろこちらの台詞せりふだった。

「それでな、結蓮さま」

「はい」

「今日、ずっと様子が変だったけど。季すえさまと何かあったんだべ？」

　着替えようとしていた結蓮は、思わず太刀たちを取り落とした。

（あ……、母様の太刀が……っ）

　急いで拾い上げ、鞘さやにも柄つかについた玉ぎよくにも傷がないのを確かく認にんして顔をあげる。

　紅夏がじっと見つめていた。目が合うなり、彼女の赤い唇くちびるが笑みの形を作る。

「ど、どうして、それを──」

「ふふ。妓女の勘かんだべ」

「妓女の、勘……！」

　なんと鋭するどい洞どう察さつ力なのだろう。さすがは花街で一、二を争うといわれる名めい妓ぎなだけはある。

　いつのまにか夜着に着替えた彼女は、やんわりと結蓮から太刀を取り上げた。

「ねえねえ、何があったんだ？　その様子からして嫌いやなことじゃないんだべ？」

　あれよあれよというまに手をとられ、寝しん台だいに座らされてしまう。されるがままになりながら結ゆい蓮れんは困って目を伏ふせた。

「……、……実は──」

　おずおずと口を開く。自分一人では解決できないことを抱かかえて、本当は心細かったのだ。

　憧あこがれていた恩人との出会い。その恩人が季すえ隆たかだったと打ち明けられたこと。以来、申し訳なくてずっと避さけ続けており、顔も合わせていないこと──。

「やんだーっ、何それ！　この前観みた戯ぎ曲きよくより素す敵てきだーっ」

　聞き終えた紅こう夏かが興奮しているのを見て、結蓮は力なく首を振った。

「素敵ではありません。私は恩知らずに恩知らずを重ねているのですから……」

「なんで？　結蓮さまは、季すえさまが恩人だったのが嫌なんだべか？」

「まさか！　嫌……ではないと思います」

「えっ。なんか曖あい昧まいだべな」

　結蓮はうつむき、傍かたわらにあった赤い繻しゆ子すの座ざ布ぶ団とんを抱えこんだ。金糸で刺し繡しゆうがされている。桃ももの花の模様だった。それを見ていたら、御み使つかい様と出会った日のことを思い出した。

「……自分でもよくわからないのです。あの方が御使い様だったことに納得はしましたが、でも、これからどうしたらいいのか……」

　今までのように上官と部下、親の決めた許嫁いいなずけ、同居人──あんなふうに接していけるとは思えない。対応の仕方がわからないのだ。

　御使い様と再会できたことを喜びたいのに、その方法すらわからない──。

　ため息をつく結蓮を紅夏は首をかしげて見つめていたが、やがて微笑んでのぞきこんできた。

「あのな、結蓮さま。季さまって、昔からこの花街じゃ人気者なんだ」

「はい……知っています。妓女の皆さんからお手紙をたくさんいただいていらっしゃるのを見ました」

「あ、別に遊んでるんじゃねえんだよ？　季さまはね、ここいらの霊れい障しようを見てくれてるの。花街っていろんな人が集まるし、悪い感情がたまって、悪い幽ゆう鬼きに憑つかれる子が出たりとか、いろいろあるんだー」

　意外な話に結蓮は驚いた。そういう説は聞いたことがあるが、季隆の行動は初耳だ。

「貴重な霊符を分けてくれたり、異常が起きたら見に来てくれたりするんだ。でも、霊符なんかは代金を支し払はらうけんど、基本的に謝礼は受け取ってくれねえの。たまにお酒吞のんでくぐらいでチャラにしてくれるんだよ。たぶん、あたいらが気に病まないようにそうしてくれるんだべなあ」

「そう……だったのですか」

「ん。あの人は、ほんとにいい人だ。お偉えらい官かん吏り様なのに、当たり前みたくあたいらを助けてくれる。だからあたいらは季さまが好きなの。みんな、あの人の味方だ。季さまは自分じゃ善行を言わないだろうから、代わりに結蓮さまに教えとくな」

　紅こう夏かが笑って目配せする。結ゆい蓮れんは思わず胸を押さえていた。

「本当に、すばらしい方ですね……」

　季すえ隆たかが悪ぶっているのは表だけだ。付き合っていくうちにそれに気づいてはきたけれど、こうして彼が慕したわれている理由を聞くと、本人がそれを言わなかっただけに感動してしまう。

　うんうんとうなずいていた紅夏が、少しあらたまったような顔つきになった。

「なあ。結蓮さまが顔を合わせられずにいるのは、別に会いたくないからじゃないんだべ？」

「もちろんです。できることなら、病み上がりのあの方を引き続き看病してさしあげたいくらいです。でも、これまでの非礼の数々を思うと、申し訳なくて前に出られなくて……」

「非礼をしたと思ってるなら、それを謝って、心を入れ替かえて優やさしくしたらいいと思うんだけんど。難しいことだべか？」

　うつむいて鬱うつ々うつとしていた結蓮は、はっとして顔をあげた。

「心を、入れ替えて……」

「うん。結蓮さまが悪いことしたって思ってるなら、それを謝ればいいんだ。季すえさまは過ぎたことをいつまでも根に持つ人じゃねえべ。きっと許してくれるよ」

「……」

　さぁっと霧きりが晴れた気がした。

（どうしてそんな当たり前のことをやろうとしなかったのだろう、私は……）

　非礼をしたと青ざめているばかりでずっと逃にげ回っていた。四日ぶりに目を覚ました彼の世話を焼くこともせずに──。なんという誠意のない行動だろうか。

（己おのれの間ま違ちがいを正そうともしないで。恥はずかしい……！）

　ぎゅっと拳こぶしを握にぎる。これではせっかく再会できた御使い様にますます合わせる顔がない。立派に成長した姿を見てほしくてこれまで努力してきたというのに。

「紅夏どの。私……」

「ん？」

「……明日、あの方にお詫わびに行きます」

　弟で子しとなる第一歩はまずそこからだ。

　紅夏は微笑んでうなずき、寝しん具ぐをめくって手招きした。

「んじゃ、今日はもう寝ねるべ。武官様って朝が早いんだものな？」

「はっ。かたじけない」

　彼女の寝台に並んで横になり、結蓮は緊きん張ちようの面おも持もちで天てん井じようを見上げる。

　明日、御使い様と面と向かうことを想像すると、なかなか眠ねむりにつけなかった。







　第二章　混乱と逆転







　──結ゆい蓮れんが家出した。

　彼女の帰りを一晩中待っていた季すえ隆たかは、がっくりと門の傍そばにへたり込んだ。

「どうしよ……」

　避けられている自覚はあったが、まさか屋や敷しきに帰ってこないとは。そこまで顔を合わせたくないくらいに傷つけてしまったのか。

　このままにはしておけないが、行き先にとんと見当が付かない。一体どこに行ってしまったのだろう。

「もう……俺が出てくから帰ってきてくれよ……」

　途と方ほうに暮れて頭を抱えた。寝ね不ぶ足そくの目に朝日がしみる。

　とそこへ、一匹ぴきの黒くろ猫ねこが軽かろやかに塀へいを乗り越こえてやってきた。厨ちゆう房ぼうのほうへ行きかけたが、季隆を見つけて駆かけ戻もどってくる。

「何をしているんだ？　回復したと豊ほう結蓮から聞いたが、まだそんな死にそうな顔をしているのか」

　二本の尻尾しつぽを揺ゆらす猫ねこを振ふり返りもせず、季隆はぼんやりと頰ほお杖づえをついて空を見ていた。

「腹減ってるなら厨房で適当になんか食ってきていいぞ、子猫ちゃん」

「オレを食い意地だけの猫だと思っているのか。せっかく遊びにきてやったというのに」

「今は遊んでやる気分じゃねえんだよ……」

　はーっとため息をついた季隆だったが、猫の台詞せりふに引っかかりを覚え、眉まゆを寄せて見下ろした。

「待てよ。おまえ、俺が回復したっていつ結蓮ちゃんから聞いたんだ」

「いつって、昨日だが」

「昨日？　会ったのか？　どこで！」

「この屋敷でに決まっているだろう」

　季隆は思わず猫を抱だき上げた。フギャッと猫が悲鳴をあげる。

「何をする!?」

「あの子、何か言ってなかったか？　どこに行くとか……なんでもいい、覚えてないか」

　ここで会ったということは結蓮が家出する前のことだろう。貴重な手がかりが見つかり、一気に目が覚める。

　抱えられた猫は不満げに鳴いた。

「外がい泊はくすると言って出ていった」

「だから、どこに」

「それは知らん。だが、死んでやるとかなんとか言っていたぞ」

「……何!?」

　それはつまり、自害するという意味か。憧あこがれの御み使つかい様の正体を知って、夢破れた痛手のあまり──？

　さーっと血の気が引いていく。まさかとは思うが、彼女の思い入れの強さからしてありえないことではない。

（やばい!!）

　動転した季すえ隆たかは、袍ほうに仕込んだ短たん剣けんや霊符をありったけばらまくと、次々に術式を解いた。

　封ふうじられていた妖よう怪かいの従者や使い魔またちが召しよう喚かんされ、ぞろぞろとあたりにあふれかえる。

「おはようございます、若さん。つか久しぶりっすね。今日はなんのご用で？」

　玉ぎよく嬉き調ちよう伏ぶく以来初めて顔を合わせた翡翠かわせみ丸まるが、無表情で挨あい拶さつする。その鼻先に季隆は指を突つきつけた。

「結ゆい蓮れんちゃんが自害するかもしれない！　その前に捜さがし出せ！」

「……はあ？」

「出てったんだよ、俺のせいで！　あのお嬢じよう様さまが一晩帰ってこなかったんだぞ、覚かく悟ごの家出だったんだ！　早まる前に連れ戻さないと……！」

　要領を得ない説明に怪け訝げんな顔をしていた翡翠丸が、しらけた目つきになる。

「痴ち話わ喧げん嘩かの尻しりぬぐいとか……正直めんどいっすわー」

「いいから働け!!　お願い！」

　必死の形相で一いつ喝かつし、友人の幽ゆう鬼きにも協力を求めるべく季隆は門を飛び出した。
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　壇だん上じようには蒼あおい宝玉が象眼された椅い子すが据すえられ、その天井をぐるりと飾かざる繊せん細さいな玻は璃り細工のすだれが、時折涼すずやかな音を奏かなでていた。部屋にただようのは、清せい涼りよう感かんの強い夏の香こうからやわらかな匂においのものに変わっている。

　太子琮そう成せいの住まう東とう宮ぐう御ご殿てん、春しゆん明めい殿でん。そのおましどころに太子の姿はなかった。間の悪いことにちょうど留守にしているのだという。

　東宮官に案内されて通された結蓮は、膝ひざをついて太子の帰りを待っていた。

（御使い様とお会いできたら真っ先にご報告するとお約束したのに、うろたえるばかりでそれをおろそかにしてしまうなんて。私としたことが……！）

　己の未熟さを恥じながらぎりぎりと拳を握りしめる。

　朝になって紅こう幻げん楼ろうを出ると、まっすぐに皇城へと上がり、東宮御殿にやってきた。太子に御使い様の正体について報告をするためである。

　結蓮が武官を目指すきっかけともなった御使い様のことを、琮成にはもちろん当時から話をしていた。武官志願に反対だった琮成は、「そやつが現れたら連れてまいれ。助けてくれた礼がしたい」と妙みように怖こわい顔で言っていたものだ。

　御使い様が季すえ隆たかだと知ったらきっと驚おどろくだろう。いつも冷たいほどに静かで綺き麗れいな顔の琮そう成せいだが、さすがに冷静さも崩くずれてしまうのでは──。

　そう考えたところで結ゆい蓮れんははっとした。太子ともあろう御お方かたに対して何を無礼な妄もう想そうを、と頭かぶりを振る。

（太子殿でん下かは尊き御方。どんなことがあろうと取り乱したりなどなさらないわ）

　そうだ、ここ数日取り乱しどおしの自分とは違ちがうのだ。龍りゆう神じんに選ばれし至し尊そんの君となる方なのだから。

　いつものように心の中で太子に賛辞を述べていると、回かい廊ろうのほうから大勢の人の気配が近づいてきた。聞きつけた結蓮は、ことさら頭を低くして控ひかえる。

　侍じ従じゆうたちとともに部屋に入ってきた琮成が、椅子に座り、人ひと払ばらいの合図をしたのが衣きぬ擦ずれの音でわかった。

「──今日は何事だ。結蓮」

　いつもと変わらない抑よく揚ようの少ない声で琮成が言った。

「はっ。太子殿下にご報告がございましてまいりました」

「顔をあげよ。長たらしい挨拶もいらぬ。なんの報告だ」

　そっけない口調で促うながされ、緊張しながら顔をあげる。

　室内にいたのは琮成と、守もり役の秦しん少しよう傅ふだけだった。結蓮は少しほっとした。

「お出かけでいらしたのですね。突とつ然ぜんお訪ねして申し訳ございませんでした」

　琮成がすばやく目線をそらした。一いつ瞬しゆんのことだったが、何かおかしなことを言ったかと結蓮は怪訝に思って見つめる。

「殿下？　皇后様のお見み舞まいでございますか？」

「……そのようなものだ。それより、報告とやらを早く申せ」

「はっ」

　再びかしこまり、最初の言葉を探しながら唾つばを飲み込む。

「……実は……、み……、いえ、すえ……」

　うつむいて口ごもっているのを見て琮成も不ふ審しんに思ったらしい。眉をひそめて見つめている。

「何をもじもじしている？」

「はっ。では、申し上げます！」

　これ以上太子をお待たせしてはならない。その一心で結蓮は毅き然ぜんと顔をあげた。

「実はこのたび、私の恩人、翠すい玉ぎよくの御使い様と再会を果たしました」

　琮成が訝いぶかしげな顔になる。結蓮は勢いのままに続けた。

「殿下。なんと御使い様は、橘たちばな季隆どのでいらっしゃいました」

　琮成が目を見開いた。

　そのまま彼が呆ぼう然ぜんとした顔で絶句してしまったので、控えていた秦少傅が代わって割り込んできた。やはり驚いたようだ。

「そうなんですか？　橘たちばな次官が、あの？」

「はっ！　ご本人が仰おつしやいましたので、間ま違ちがいありません！」

「え……、でも確か、少し前にも同じことがあったでしょう？　あの時は崇すう怜れい様が……。もしや今回も……」

　少しよう傅ふが太子のほうを遠えん慮りよがちにうかがいながら言ったが、結ゆい蓮れんは頭かぶりを振った。

「いえ、今回は間違いなく真実です。あの方はそんな噓うそをおつきにはなりません」

　琮そう成せいの異母兄である崇怜皇子が御使い様を名乗り、接近してきたのはつい最近のことだ。だがあの時とは違うのを結蓮は確信していた。

　きっぱりと言った結蓮を少傅が瞬またたいて見つめる。

「言い切られますね……」

「あの方は怠なまける時の言い訳などには長たけていらっしゃいますが、人を傷つけるような噓をつく方ではありませんので」

　結蓮が大事にしている思い出と憧れの人を、騙かたって汚けがそうだなんてことはたぶん考えもつかないだろう。季すえ隆たかが御使い様だからではなく、これまでの彼を見てきてそう思うのだ。

　その時、それまで黙だまっていた琮成がようやく口を開いた。

「おまえ──嬉うれしいのか」

　眉を寄せ、不ふ機き嫌げんそうな顔つきでじっと彼は見ていた。

「恩人の正体が橘だったとわかって、喜んでいるのか？」

　ずばり聞かれて結蓮は目を泳がせたが、太子に失礼な態度は見せられないと、懸けん命めいに顔を引き締しめた。

「はっ。私の生きる道みち標しるべとなってくださった御方です。お会いできて光栄の極きわみです！」

　正確にはまだ御使い様としての彼とは会っていないのだが、その気持ちは本心だった。

　どうして言ってくれなかったのかなど疑問はあるものの、これまでのことや紅こう夏かに聞いた話を思うと、彼でよかったと思える。少なくとも、崇怜の時よりは。

　琮成はまた黙り込んだが、ふっと無表情になると、蒼あおい瞳ひとみに冷ややかな色を灯ともした。

「──わかった」

　ただそれだけ発した彼が一瞬複雑そうな顔で眉まゆをひそめたのを、面を伏ふせた結蓮は気づかなかった。
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　東宮御殿を辞した結蓮は、意を決して封ふう陰いん省しようへと向かった。

（今日こそはお会いしなければ。紅夏どのと約束したし、殿下にもご報告したのだから、もう逃にげてはいけない！）

　緊きん張ちようのあまり闘とう気きみなぎる顔になってしまい、道行く官かん吏りらを怯おびえさせながらも、なんとか書庫にたどりついた。ごくりと喉のどを鳴らし、ぎこちなく回廊を一歩ずつ近づいていく。

（……っ、やっぱり、急にお会いするのは少し勇気がいる……）

　謝っても許してもらえなかったら。弟で子しにしてもらえなかったら──。

　扉とびらの傍そばまで来たところで弱気が頭をもたげ、足が勝手に違う方向へ行ってしまう。壁かべ伝いに窓の下に移動し、おそるおそる中をのぞきこんでみた。

　ちょうど大おお卓たくが見える場所だ。そこに、彼はいた。

　背を向けているので表情まではわからないが、片かた肘ひじをついて書物を読んでいるようだ。結ゆい蓮れんはおずおずとその背中を見つめた。

（ああ……本当にお元気になられたのね。よかった……）

「アラッ、豊ほう舎しや人じん!?」

「──えっ!?」

「！」

　突然横のほうから劉りゆう博士の声がして、さらには書庫の中から季すえ隆たかの声も聞こえたので、結蓮は飛び上がった。

　出先から戻もどってきたところなのだろう、劉博士が目を丸くして回廊に立っている。彼が何か言いかけるのと、騒そう々ぞうしく書庫の戸が開いたのはほぼ同時だった。

「結蓮ちゃん！」

「!!」

　季隆が飛び出してくるのを察し、結蓮は脱だつ兎とのごとくその場から逃げ出した。







（私の馬ば鹿かっ！　意い気く地じなし！）

　勢いのまま内ない宮ぐうまで駆かけ抜ぬけてきてしまった結蓮は、己おのれの不ふ甲が斐いなさをひたすら呪のろった。

　壁に頭を打ち付け、それでも気が済まなかったので自分の顔を殴なぐり、やっと少し頭が冷える。

　行き交かう官吏らが何事かと恐おそろしげに見ている中、壁と向き合った結蓮はこれからのことを考えた。

（朝官ともあろう者が、自分の都合で何日も職務を放ほう棄きしているなんて。なんて情けないの。これではますます合わせる顔がない……）

　本来は太子の近衛このえ武官だが、出向中の今は封陰省の書庫が自分の職場だ。季隆の前に出る勇気が出ないからというのは出しゆつ勤きんしない理由にはならないし、今の自分がやっているのはまぎれもない背信行こう為いなのだ。恥はずかしさのあまり壁に指が食い込みそうになる。

「あ……あの、さっきから壁をぎりぎり言わせてるの、やめていただけませんか。倒とう壊かいしたら大変なので……」

「はっ。申し訳ありません！」

　向き合っていた壁についてその官府の官吏から注意され、結蓮は急いでその場を離はなれた。

　いくらも行かないうちに足取りが重くなる。このままではいけないのはわかっているが、書庫に戻る底力がわいてこない。きっと今夜も屋や敷しきに帰る余よ裕ゆうはないだろう。かといって行く当てもない。

（また紅こう夏かどのを頼たよるわけにはいかないし……）

　ため息をつきながら顔をあげ、足を止めた。

　いつのまにかずいぶん歩いていたらしい。西さい宮ぐうの近くまで来ていたことにやっと気づいた。

　西宮とは、皇こう帝ていの御み子こたちの住む御ご殿てんが集まる場所だ。ほとんどの皇子皇女は独立して各地に散っており、現在では太子の同母兄の琇しゆう有ゆう皇子のみが暮らしている。

　結ゆい蓮れんはしばし迷ったが、そちらに向かって歩き出した。

（恥はじを忍しのんで、今夜は琇有様の御殿の軒のき先さきをお借りできないかうかがってみよう）

　皇子相手にあつかましいのは百も承知だが、他ほかに頼れる人を思いつかなかった。琇有ならば子どものころから知っているし、浮うき世から離れて暮らしていて官吏たちの目もない。

　西宮の門をくぐり、琇有の住む黎れい華か殿でんを目指す。この西宮にも各御殿を管理する官府はあるが、太子のための東とう宮ぐう府とは違ちがって人ひと影かげはまばらだ。

　足早に石敷じきの道を歩いていると、背後で蹄ひづめの音がした。

「──結蓮？」

　覚えのある声に呼ばれ、結蓮は驚おどろいて振ふり向いた。

　一頭の黒馬が手た綱づなを引かれてたたらを踏ふんでいる。ひらりと降り立ったのは、すっきりとした身なりの若者──太子の異母兄である雪せつ南なん王おう崇すう怜れいだった。

　彼もまた驚いた顔をしていたが、目が合うとにこりと笑った。

「やはりおまえだったか。ちょうど出かけるところでな。背せ恰かつ好こうの似た武官がいると気になって、追いかけてきた」

「はっ。おそれいります」

　急いで跪ひざまずこうとすると、すかさず手をとられて阻はばまれる。微笑ほほえみながら立つよう促うながした崇怜は、結蓮を見ると、顔をくもらせた。

「頰ほおが腫はれているぞ。何があったんだ？」

　結蓮は自分の情けなさを思い出し、ぐっと歯を食いしばった。

「すべては私の未熟さゆえです……っ」

「……よくわからないが、大だい丈じよう夫ぶか？　可哀かわい相そうに。手当てをしてやろう」

　眉をひそめながら崇怜が頰ほおに触ふれてくる。結蓮ははっとして思わず身体からだを退ひいた。崇怜の表情が一いつ瞬しゆん硬かたくなったのに気づき、急いで膝ひざをつく。

「ご無礼を……申し訳ございません」

　崇怜はしばし黙っていたが、ふっと小さく息をついた。

「──私のことを、怒おこっているか？」

　結蓮はうつむいたまま、軽く唇くちびるを嚙かんだ。

『翠すい玉ぎよくの御み使つかいは私だ』

　そう言われた時の複雑な感情がよみがえる。まさか彼が。そんなはずはない。でも、思い描えがいていた御使い様に重なる。大きな戸と惑まどいの後にやってきた、胸が張り裂さけそうなほどの喜び。

　それが噓うそだったと知った時、うすうすそうではないかと思ってはいたのに、ひどく悲しかった。御使い様に会えたわけではなかったことも、噓をつかれたことも、彼がそんなことをしたという事実も。

　皇子としても将軍としても立派な彼を、心から尊敬していたから。

　答えられずに結ゆい蓮れんが黙だまっていると、ふいに視界に影かげが差した。

「……崇すう怜れい様!?」

　目の前に崇怜が膝をついていた。袍ほうが汚よごれるのも構わず、じっと見つめている。

「おまえのことがどうしても欲しかった。恩人だと名乗れば、私を見てくれるのではと思ったんだ。それでおまえを傷つけてしまっては元も子もないというのにな……」

「……」

「すまなかった。許してくれ」

　崇怜が頭を下げたのを見て、ようやく結蓮は我に返った。

「そんな……おやめください、そのようなことをなさってはいけません！」

「おまえの怒いかりを解くためなら、どんなことだってするさ」

「怒ってなどおりません。そんな、畏おそれ多い……。どうかもう、お立ちになってください」

　必死に顔をあげさせようとしていると、手をつかまれた。

「では、仲直りしてくれるか？」

　請こうように見つめられ、結蓮は言葉を吞のみ込む。皇族である彼が一武官にそんな要求をすることがまずありえないのだが、このままだと延々と問答が続きそうだ。観念してうなずくと、崇すう怜れいがほっとしたように笑った。
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「本当か。よかった。これで安心して出られる」

　立ち上がった彼の服を、結ゆい蓮れんは急いで払はらった。

「これからお出かけでしたか」

「ああ。口うるさい目付役が来たものでな。急用というので二、三日留守にするんだ」

　やれやれというふうに後ろを見やる。その時初めて、彼の背後にひっそりと立つ人影に結蓮は気がついた。

　衣装も鎧よろいも、右目にした眼帯すらも黒い。漆しつ黒こくの髪かみを一つに束ねた、鋭するどいながらもどこか陰いん気きな雰ふん囲い気きのある三み十そ路じ半ばほどの男。

（崇怜様の副官の──確か、蒴さくどのと言ったかしら）

　崇怜は普ふ段だんは都から離れた雪南府を治める将軍である。州府である雪南府を率いるのは、皇帝の任命により政まつりごとを司つかさどる長官、そして軍を統とう括かつする彼だ。

　他の皇子たちが名ばかりの将軍や領主であるのと違って、彼に人気があるのはそれが理由かもしれない。雪南府の軍人たちからも慕したわれているという快活な皇子将軍を、陰かげ日向ひなたとなって支えているのが蒴という副将だった。

「何度も都へ来ているものだから、いつも嫌いや味みを言われていてな。しかも今度はなかなか戻もどってこないというので、しびれを切らして迎むかえに来たらしい」

「さようでしたか……。いつからこちらに？」

「蓮花節の少し前だったかな。ずっと西宮で私を見張っているんだ。おかげでおまえに会いにも行けなかった」

　不満げにこぼす崇怜に相づちを返し、結蓮はあらためて蒴を見た。

　会え釈しやくをすると返してくれたが、目も合わさず完全な無表情だ。何度か会ったことはあるが、やはり好かれてはいないらしい。

「ところで、おまえはここで何をしていたんだ？」

「あ……、はい。実は、わけあって屋敷に帰れなくなりまして、琇しゆう有ゆう様にお願いして今こ宵よいの宿として軒先をお借りできないかとおうかがいにまいったのです」

　恥を忍んで打ち明けると、崇怜が目を丸くした。あまり常識的とはいえない話だし、無理もない──と思ったのも束つかの間、

「それは穏おだやかじゃないな。だが話は簡単だ。私のところに泊とまればいい」

「えっ」

　結蓮が断りを入れるよりも早く、するりと声が割り込んでくる。

「王よ。これからお出かけのはずでは」

　崇怜が顔をしかめる。そうだったな、とぼやくと、なぜか結蓮の手をとった。

「ではせめて、琇有への交こう渉しように同席してやろう。未来の妻を放って出かけるのだから、それくらいはやらねばな」

「あの、崇すう怜れい様、そのお話はお断りしたはずで──」

「照れなくていいと言っているだろう？　──すぐ戻る。おまえはそこで待て、蒴さく」

　相変わらず話を聞かずに上じよう機き嫌げんで手を引いていく彼に、結ゆい蓮れんは面めん食くらいながらも仕方なく従った。迷めい惑わくしているだろうと気になって、ふと背後を振り向いてみる。

　蒴が、じっとこちらを見ていた。

（……？　私を見ている……？）

　先ほどは目も合わせなかったというのに、その視線は、妙みようにねっとりとしているように感じられた。
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　琇しゆう有ゆう皇子の住む黎れい華か殿でんは、昼間もなお幕が引かれていて薄うす暗ぐらい。室内通路にはおどろおどろしい置物が飾かざられ、来客があった時にだけ点灯する灯とう籠ろうが奥深くまで続く。

　そんな奇き妙みような御殿の主である琇有は、結蓮の話を聞くとあっさりとうなずいた。

「今夜？　うん、いいよ、泊まりなよ～。軒先だなんて言わずに、部屋なら空いているから適当に使って」

　子どものころから知っている幼なじみだからという理由だけではなく、書物の山にうもれてそう言った彼は何か他のことに気をとられているようだった。長い前まえ髪がみからのぞく瞳ひとみは熱心に手元の書物を追っている。床ゆかに膝をついた結蓮は深々と頭をさげた。

「ありがたきお言葉……！　一宿の御おん礼れいといってはささやかですが、なんでもお手伝いいたします！」

「いいんだよ。結蓮にはいつも助けてもらっているし」

「それより琇有、さっきから何を夢中で読んでいるんだ？」

　結局ついてきた崇怜が口をはさむと、琇有は少しぎくっとしたように首をすくめた。

「え？　いえ、別に……」

「いつもの志し怪かい小説か？　そんなに面おも白しろいのなら私も読んでみたいな」

「あ……、そ、そんな、崇怜兄上が読まれるほどのものではありませんよ、こんなの……」

　結蓮に対しては自然体なのに崇怜相手だとおどおどしている。もっとも琇有は誰だれが相手でもだいたいこうなのだが、崇怜のほうは意に介かいしていないようで、親しげに手元をのぞきこんだ。

「そんなことはないぞ。前におまえが貸してくれた書物はなかなか楽しめた。あれの続きはないのか？」

「あ、あれは、その……、僕が自分で書いた創作なので、まだ続きは……」

「そうなのか？　すごいな！　確か、破は壊かい者と守護者の大戦が始まる直前で話が終わってしまっただろう？　なあ、続きはいつ書くんだ」

　肩かたに手を回され、動どう揺ようしたのか琇有が「ひぃっ」と硬こう直ちよくする。崇怜のほうはあくまで興味深げに弟に笑えみを向けていた。

「気になって仕方がないんだ。早く書いてくれ。あ、もしかしてその書物は創作のための資料なのか？」

「あ……う……」

　琇しゆう有ゆうが口をぱくぱくさせている。日差しが似合う武人の崇すう怜れいだから余計に萎い縮しゆくしているのかもしれない。結蓮はすかさず話をそらした。

「琇有様、こちらのあたりをお片付けさせていただいてもよろしいでしょうか。けっしてお邪じや魔まはいたしませんので」

　意図を察したのか、琇有がほっとしたような顔になる。

「うん。頼たのむよ、結ゆい蓮れん」

「はっ！」

　一礼し、結蓮はきびきびと踵きびすを返した。

　暗い部屋の中は意外に広い。灯あかりが届かない奥のほうには何があるのかも見えないほどだ。琇有が愛用している座ざ卓たくの他ほかにも卓子つくえや椅い子すがあり、書物置き場になっている。とりあえずそのあたりを整せい頓とんしようと、灯りを一つ借りて向かった。

「大した量の書物だな」

　一いつ緒しよについてきた崇怜が感心したように見回している。結蓮は一冊一冊丁てい寧ねいにまとめていった。読み込んでいるのか、中にはだいぶ傷いたんでいるものもあったが、大部分は大切に扱あつかわれているようだった。

（琇有様らしい……）

　同母弟である太子に比べたら皇こう宮ぐうでは目立たない存在だったかもしれないが、皇子としては異色の呪じゆ禁ごん師しを目指していた少年時代から、彼はとても勉強家だった。修しゆ行ぎようで無む茶ちやをして怪け我がしてしまったと苦く笑しようしていたことや、書物がたくさん収められた官府にこっそり連れていってもらったこと──結蓮にとって当時の彼といえば努力家だったという印象が強い。

（またあの頃ころのようにお外を出歩けるようになられればいいのだけど──、っ！）

　そっとため息をついた拍ひよう子しに、手がすべって書物を一冊取り落としてしまった。とっさに床に落ちる前につかみ取り、ほっとする。

　崩くずれた体勢を戻そうとしたところで見慣れないものが目に入り、結蓮は思わず近寄った。

「……？　これは……」

　灯とう火かの届かない奥に隠かくすようにして置いてあったのは、古びた金属製の水すい盤ばんだった。龍りゆうの飾りがついており、威い風ふう堂どう々どうとした由ゆい緒しよあるもののように見える。

　不思議なのは、中に入った水が真っ黒な色をしていることだった。暗がりのせいかと思って灯りを近づけてみたが、やはり不自然なほど黒い。

　気になって見ていると、後ろから崇怜がのぞきこんできた。

「これは、遠見の術式じゃないか」

「遠見の術式……？」

　結蓮が振ふり向くと、彼は真顔で水盤を見下ろしていた。

「水鏡の術とも言う。家にいながら水盤を通して遠くを見ることができるんだ。術者の力によっては、水盤の中に見える人物と話をすることもできるらしい」

「それは……高度な術のように思えますが」

「もちろんそうだ。誰でもができるものじゃないな」

　怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる彼から目をそらし、結ゆい蓮れんは水盤に視線を戻す。

　琇しゆう有ゆうがそれをやったのだろうか。呪禁師の修行をしていた彼なら可能だろうが、しかし、なんのために──？

「あっ……！」

　二人の注意が向けられているのに気づいたらしく、琇有が慌あわただしくやってきた。水盤を隠すように奥へ押しやる。

「こ、ここはもういいよ、結蓮。ありがとう」

「ですがその水盤、水が汚よごれているようです。替かえてまいりましょう」

「いいんだ！　ちょっとね、筆を洗うために置いてるんだ」

　いつにないきっぱりした様子で彼が言ったので、結蓮は驚おどろきながらも引き下がった。

「さようでしたか。勝手なまねをいたしました」

　彼の使い勝手が良いようにしている部屋を荒あらされてはいい気はしないだろう。遠見の術式というよりも筆洗いのためと言われたほうが納なつ得とくがいく。

「あ……ううん、結蓮が悪いんじゃないんだ」

　慌てた様子で首を振った琇有は、何か言おうとしたようだったが、ふと振り返った。

「誰か来た……橘たちばな氏みたいだ」

「！」

　結蓮は軽く飛び上がった。

　とっさに隠れられそうなところを目で探す。時間がない、季すえ隆たかがここへ来てしまう。

「結蓮？」

「申し訳ございません、私のことはいないものとしてお流しくださいっ」

　突とつ如じよ挙動不ふ審しんにおちいったのを訝いぶかしげに見ている琇有にそう言い放ち、結蓮は無我夢中で窓を覆おおう帳とばりの中に飛び込んだ。

（どうしよう……どうしてここに!?）

　季隆が琇有と親しいのは知っているが、こんな偶ぐう然ぜんがあるなんて。

　やがて、急せいた足音が部屋に入ってきた。

「──琇有様、突とつ然ぜん申し訳ございません。ご無礼をお詫わびいたします」

　季隆の声が聞こえ、結蓮は思わず息を止めた。

「どうしたんだい？　何かあったの？」

　結蓮が急に隠れたことといい、季隆がかなり急いで来たらしいことといい、琇有は面食らっているようだ。

「すみません。結蓮ちゃん来てませんか？」

　帳とばりの中で結ゆい蓮れんは硬直する。偶然ではない、彼は自分を捜さがしに来たのだ。なぜここにいるとわかったのだろう？

「えっ。さ、さっき、帰ったけど？」

「……そうですか。また行き違ちがいになったのか……」

　ごまかしてくれた琇しゆう有ゆうはかなり危あやうい演技だったが、季すえ隆たかは気づかなかったようだ。しばし黙だまっていたが、はぁっと大きく息をついた。

「あの子、元気にしてましたか」

「うん。いつもと変わらなかったけど……、どうかしたのかい？」

「いや、それが……」

　困ったように言いよどみ、季隆は仕方なさそうに打ち明けた。

「噓うそをついてたせいで、すごく傷つけたんです。屋や敷しきにも帰ってこないし、徹てつ底てい的に避さけられてて……」

「ふうん……？　ああそうか、だから結蓮はここに泊とめてくれなんて言ってきたのかぁ」

（琇有様!?）

　合が点てんがいったというふうに暴ばく露ろされ、結蓮は目を瞠みはった。それを伝えられたらもう泊まるどころではなくなってしまう。

「そうなのか、結蓮？」

　急にそばで囁ささやきが聞こえ、結蓮はぎょっとして目をやる。

（す、崇すう怜れい様……！）

　まさか彼まで一緒に帳の中に潜ひそんでいたとは。動どう揺ようしすぎて気づかなかった。

　二人の皇子のせいで余計に狼ろう狽ばいする結蓮をよそに、幕の向こうで季隆が息をつく。

「そうでしたか、ここに。じゃあ心配はいらないですね」

「あ！　たぶんこれ、秘密にしなきゃいけないことだった……！」

「あー、いいんですいいんです。聞かなかったことにしますので」

「で、でも、橘たちばな氏は結蓮を連れ戻もどしに来たんじゃないの？」

　帳の中を気にしているのか琇有がおろおろと訊たずねる。季隆はまたもため息をついたようだった。

「違うんですよ。うちの猫ねこがねー」

「猫？」

「正確に言うとうちのじゃなくて勝手に通ってくる猫なんですが。結蓮ちゃんが『死んでやる』って言って出て行ったっていうんで、もしかして心の痛手のあまり自害でもするんじゃないかと思って……。使い魔まやら知り合いやら総動員して捜してたんですよ。そしたらここにいるって情報が入って」

（あ……シロどのに言ったことがそんなふうに伝わっていたの？）

　正確には『死んでお詫びするしかない』と言ったのだが、曲解されてしまったらしい。

　ふーっと安あん堵どしたようなため息が聞こえた。

「あーもー、よかった。心配でこっちが死ぬかと思ったわ……」

「って、橘たちばな氏、もう帰るの？」

　琇しゆう有ゆうの驚いたような声に、結ゆい蓮れんも驚いた。泊まり先まで知ったのだからこのまま待たれるかもしれないと思ったのに。

「顔を見たくない気持ちはわかるし、自害じゃないならもうそれでいいです。今夜は私が外に泊まるので、屋敷に帰れってあの子に伝えていただけます？」

（え……）

　丁てい寧ねいでありながら親しみを感じさせる口調で笑うと、退出の挨あい拶さつをして季すえ隆たかは本当に出て行ってしまった。

　気配が消えてしばらく経たっても、結蓮は帳とばりの中から出ることができなかった。

（私のことをそこまで心配してくださっていたなんて……！）

　自らお詫びに行くべきは自分だというのに、恩人に心配をかけて捜し回らせるなんて本ほん末まつ転てん倒とう、弟で子し失格だ。

（私の、未熟者……っ！）

　帳をぎゅうぎゅう握にぎりしめて目をうるませていた結蓮は、やがて、強い決意とともにきりりと顔をあげた。




　　　　[image: ]




　翌日。

　琇有の御ご殿てんの軒のき先さきで一晩瞑めい想そうして心を落ち着けた結蓮は、早朝から書庫にやってきていた。

　細心の注意を払はらい、窓から中をうかがう。

（これ以上ご心配をおかけしてはいけない。今日こそご挨拶に！）

　──と心の中で唱え続けて早半日。すでに時刻は午ひるに近い。

　外に出る用がないのか季隆は書庫に閉じこもっており、結蓮はその姿をずっと見守っていた。

　彼はひたすら書物をめくっていた。時折ぼんやりと宙を見上げたり寝ね椅い子すに転がったりしていたが、ふと思い直したようにまた大おお卓たくに戻ってくるのだ。

（難しい調べ物をなさっているのだろうか。お手伝いしたい……！）

　やる気はあれど最後の一歩が踏ふみ出せない。季隆が疲つかれたそぶりを見せるたびにお茶を淹いれてさしあげようかとか肩かたをもんでさしあげたいなどの欲よつ求きゆうがこみあげるのだが、そうしようとするとなぜか彼がすぐ作業に戻るので、そのたびに気持ちがくじかれてしまうのだった。

　積んでいた書物の上に読み終わったものを載のせ、季隆が深々と息をはく。

「……これでもない……」

　ぼそりとつぶやくと、彼は大卓に突つっ伏ぷした。疲れているのだろう、そのまま動かなくなる。

（やっぱり、何かを探していらっしゃるのだわ。お助けしなければ）

　読んでいるのはどうやら古い資料ばかりのようだ。封ふう陰いん省しようのほうで大きな仕事が入ったのかもしれない。これは逃にげ回っている場合ではないと結ゆい蓮れんはカッと目をむいた。

（今こそ行く時！　まずはお茶とお菓か子しを用意し、肩をもんでさしあげ、それから本題に──）

　どきどきしながら手順を整理していた時だった。

　突っ伏していた季すえ隆たかが、気配に気づいたのかこちらを振ふり返ったのだ。

「!!」

「あっ!?　ちょ──」

　がたっと勢いよく立ち上がる彼と目が合い、頭に血が上る。気がつくと結蓮はまたしても踵きびすを返してしまっていた。

「結蓮ちゃん！」

　季隆が書庫から飛び出してくる。どうしてこうなのかと結蓮は自分を呪のろいながら走った。回かい廊ろうの終わりはすぐそこだ、封陰省の本庁が目の前に迫せまる。

　その時、

「──豊ほう結蓮、止まれ！」

　空気を震ふるわすような一いつ喝かつが耳を打ち、身体からだがその場に凍こおりついた。

（……!?　動かない！　これは……）

　以前にも同じことがあった。体調不良を隠かくして任務に出ていこうとして、こんなふうに術で動きを止められ強ごう引いんに寝しん台だいに放り込まれて──。

「──っ！」

　ふいに身体が宙に浮ういた。

　見れば、季隆がなんともいえない顔をして結蓮を抱かかえている。

「ごめんな。この手だけは使いたくなかったんだけど」

　よいしょ、と抱えなおし、彼は顔をしかめた。結蓮ははっとなる。

（ああ、こんなことをなさっては御み使つかい様の繊せん細さいなお手が……っ）

　はらはらする視線に気づいたのか、季隆は面めん食くらった顔をし、苦く笑しようした。

「どんだけひ弱だと思ってんの。このまま抱えてくのは無理だけどね、運ぶくらいはできますって」

　そう言って結蓮を荷物のようにひょいと担かつぐと、本庁の一番近い扉とびらを開けた。

　そこはいわゆる備品置き場だった。ろうそくや燈とう台だいなどが棚たなに収められた狭せまいその部屋に、人の姿はない。

　空いた卓子つくえに腰こし掛かけさせられ、緊きん張ちようで息を詰つめていた結蓮は、そっと指で唇くちびるに触ふれられてびくりとした。

「しゃべっていいよ」

「……っ」

　顔まわりに自由が戻る。他ほかは動かないところをみると逃とう亡ぼう防止のためということらしい。

　促うながされたものの、何から言えばいいのか言葉が見つからない。すぐ正面に御使い様がいて、しかも二人きりなのだ。動揺するなというのが無理な話だった。

　季すえ隆たかはしばらく待っているようだったが、やがて諦あきらめたように息をついた。

「ほんとに、ごめん」

「……？」

「君が怒おこるのも無理ないよな。ずっと黙だまってた上にこんなのが御使い様だってわかって、頭にきただろ」

（え……）

　思いがけないことを言われて驚おどろく結ゆい蓮れんを、彼は真面まじ目めな顔でじっと見つめてきた。

「君の夢を壊こわしたことも、噓うそをついてたことも謝る。けど屋や敷しきにはちゃんと帰っておいで。俺は今日にでも出ていくから」

「……!?」

「その前にきちんと謝りたかったんだ。避さけられてるのはわかってたけど、いつまでもそうしてられないし……」

（……っ！　違ちがう、私は──）

　やっと気づいた。逃げ回っていたせいで誤解されてしまったのだ。

　急いで身を乗り出そうとしたができなかった。気落ちした様子で目を伏ふせた季隆は、そんな結蓮にも気づいていないようだ。

「それから……、五年前のあの時から、君を長い間一人にしてた。君があの女の子だってわかってから、ずっと謝ろうと思ってたんだけど、できなくて……。約束したのに、ごめんな」

　顔をあげた季隆が小さく笑う。優やさしい目をして見ている彼を結蓮は呆ぼう然ぜんと見つめた。

（違う……、あなたは悪くないのに……）

　彼は自身を責めているのだ。表情からも言葉の端はし々ばしからもそれが伝わってくる。

　結蓮は口を開きかけ、何度も言葉を吞のみ込んだ末にかすれた声を押し出した。

「……どうして、黙っていらしたのですか。御使い様だということ……」

　初めて結蓮が口を利きいたので彼がほっとした顔になる。だがすぐ気まずげに目をそらした。

「そりゃ、美化されてたからだよ」

「美化……？」

「そ。君の思い出の中で、俺はとてつもない聖人様になってただろ？　封陰官が妖よう怪かいから人を助けるのは当たり前のことなのに、ただそれだけであんなに神聖視されちゃね……。そんな人間じゃないのに、胸張って名乗れないよ」

　苦笑され、結蓮は驚いて頭かぶりを振った。

「そんなっ、いいえ、そのようなことはありません！　あなたにとってはあまたのお仕事の中の一つだったかもしれませんが、私はまぎれもなく命を救われたのです。聖人とお呼びしても過言ではありません！」

「いや……違うよ。友達すら救えないで死なせておいて、とてもそんなふうには思えないって。そんな資格もない。第一、俺が自分を許せないんだ」

　静かながらきっぱりとした口調だった。結ゆい蓮れんが目を瞠みはって見つめると、彼は少し笑った。

「と思ってたんだけど……、こんな人間でも生きる支えにしてくれてたのを知って、その思いに恥はじないように生きようと思ったんだ。それがなかったらたぶん今でもやさぐれてたよ」

「……」

「だから、ずっとお礼を言いたかった。今の俺があるのは君のおかげだ。ありがとうね、結蓮ちゃん」

　控ひかえめな微び笑しようを向ける彼を、結蓮は言葉もなく見つめ返していた。

　初めて結蓮が御使い様のことを褒ほめた時、彼は妙みように皮肉なことを言っていた。あれはこういう理由があったのだ。親友を死なせた自分を許せなくて、それなのに称しよう賛さんされて複雑な思いだったのだろう。

（そんなお心も知らず、私は傷口に塩をすり込むようなことばかり言っていたのかもしれない……。でも──でも、そんなふうに思ってくださっていたなんて）

　自分の存在がそんなふうに受け止められていたとは。御使い様のことだけを希望に毎日を過ごしていた頃ころを思い出し、目め頭がしらが熱くなっていく。

（やっぱり、この人だ）

　あらためて確信すると同時に、ぽろりと涙なみだがこぼれた。

　あ、と季すえ隆たかが驚いた顔になる。慌あわてた様子で手を伸のばしてきたが、途と中ちゆうでためらうようにそれを引っ込めた。それきり、涙を流す結蓮をなすすべなく見つめている。

「……を」

「ん？　何？」

「……術を、解いてください」

　うつむいたまま声を押し出す。もう我が慢まんの限界だ。

　季隆は迷うように黙り込んだが、おもむろに帯に差していた扇せん子すを抜ぬいた。結蓮の眉み間けんにそれを当て、ぱちんと鳴らす。

「──もう動けるよ」

　すとんと力が抜けたように自由が戻もどってくる。結蓮は卓子に腰掛けたまま自分の両手を見下ろしたが、はっとして目の前の季隆を見た。

「あ……っ、……も……！」

「も？」

「…………申し訳ございませんでした────っっ!!」

「うおッ!?」

　卓子からすべり降りるなり怒ど濤とうの勢いで床ゆかに平へい伏ふくした結蓮に、仰ぎよう天てんしたように季隆が後あと退ずさる。

　床の石目を見つめながら結蓮は懸けん命めいに言葉をつむいだ。

「これまでの数々の非礼をどうかお許しください！　もしお許しいただけるのならば、今この時から、弟で子しとしてお仕えさせてください……！」

　今日まで言いたくて言えなかったこと──十二歳で彼と出会った時からずっと願っていたことを、ついに口にする。興奮と緊張で身体からだがわなないていた。

「えっ……。また逃にげ出すと思ったのに土下座って……。いや、ちょっと待った」

　絶句していた季すえ隆たかが少し慌てたように結ゆい蓮れんの前に膝ひざをつく。

「君……、怒ってないの？　申し訳ないのはむしろこっちなんだけど」

　結蓮は訝いぶかしげに顔をあげた。

「怒る？　なぜでしょうか？」

「なぜ、って……、憧あこがれの御使い様がこんなのかよとか、知ってたんならさっさと言えよとか、いろいろあるだろ？」

「はっ。大いに驚きましたが、大変納なつ得とくもいたしました。常々思っていたのです。私にくださったお言葉の数々の、なんと含がん蓄ちくのあることかと……。さすがは御使い様です！」

「いや、ちょ……」

　いきいきと述べる結蓮を彼は引きつった顔で見ている。期待に満ちた目で見つめられるのに耐たえられなくなったのか、困こん惑わくしたように横を向いた。

「なんなんだこれ……俺の予想と全然違う……」

「御使い様、先ほどの件なのですが、お許しいただけるでしょうか。実は朝から御使い様のお姿をずっと拝見していたのですが、弟子としてやって差し上げたいことが山ほどありまして」

「え……、な、何？」

「はっ。ひとまずはお好みのお菓か子しをご指定くださいませ。すぐに馬を駆かって買い求めてまいります。それからお茶をご用意しまして、お楽しみいただきながらお肩かたをもんで差し上げ……し、しかし、御み使つかい様のお身体に私ごとき小こ娘むすめが触ふれるなんて、よくよく考えると畏おそれ多い……」

「なんでそこで赤くなる!?　君そんな子じゃなかったじゃん！」

「はっ。お見苦しいところをお見せして申し訳ございません。御使い様とお会いできて少々舞まい上がっております」

　頰ほおを紅潮させながらもはきはきと答える結蓮を季隆は呆然と見つめていたが、やがて、戸と惑まどったように口を開いた。

「つまり──、憧れの御使い様が俺だったって事実は、君の中ではなんの問題にもなってないってこと？」

「はっ！」

「な、なんで？」

「え？　なぜとは？」

「だって、君の理想と全然違うだろ？　凜り々りしくもないし爽さわやかでもないし、立派な体格の偉い丈じよう夫ふでもないし……」

　結蓮は生き真面まじ目めにうなずいた。

「それに関しましては私も意外ではありました。あの御使い様がよもや、すぐ気を失ってしまわれるほど繊せん細さいな御お方かただったとは……」

「……悪かったね。夢壊こわして……」

「ですが、そうまでしてもお仕事に取り組まれるお姿をお見受けし、すばらしい方だと尊敬しておりました。あの時感じたことは間ま違ちがいではなかったのだと、今になって思います」

　それは噓うそではなかった。力を使いすぎて倒たおれたり、時には吐と血けつしたりしてまでも敵を倒す姿を目にするたび、彼に対する思いをあらためたものだ。真しん摯しに全力で取り組む彼を見習いたいと思ったし、上官としても相棒としても自然と彼に頼たよるようになっていった。

　真しん剣けんに訴うつたえた結ゆい蓮れんの言葉に、季すえ隆たかは少したじろいだような顔をした。照れ隠かくしのように目をそらしてしまう。

「……黙だまったまま手紙のやりとりしてたことも怒おこってないの？　馬ば鹿かにされたって言うかと思ってたけど……」

「はっ。とてもお優しいお言葉ばかりいただき、いつも励はげまされていました。ただ一つ気になるのは、いつもお話しなさっている時よりも、お手紙の中の語り口のほうがよりお優しいといいますか、表現なども甘やかだった気がするのですが──」

「その話はやめようか！　恥ずかしいから！」

　いきなり必死の形相で肩をがしっとつかまれる。結蓮は頰を上気させた。

「やはり私の気のせいではなかったのですね！　文字でのみ伝えるため、あえてそういうお言葉を選んでくださったのですね」

「ああそうだよ！　いつもと違ちがう人格になりきって甘い言葉とか書いてたよ！」

　自棄やけのように叫さけんで、がっくりと季隆がうなだれる。はーっと息を吐はいて顔を覆おおった。隙すき間まから見える頰は赤くなっていた。

「絶対嫌きらわれたと思ったのに、なんだよ……。軽けい蔑べつするだろ普ふ通つう……」

「御使い様？」

　元気のない様子が気になって結蓮が身を乗り出すと、彼は首を振ふり、観念したように顔をあげた。

「……わかった。でもその御使い様って呼ぶのはやめてくれないかな。あと、もう土下座とかしちゃだめだ。びっくりするだろ」

「では、どのようにお呼びすれば」

「今までどおり名前でいいよ……」

　力なくつぶやく彼に、結蓮はかしこまってうなずいた。

「はっ、承知しました。季隆様」

「さま!?」

「え？　どうかなさいましたか」

「いやいやいや！　今までどおりじゃないじゃん！　そんな呼び方したことないだろ!?」

「ですが、御使い様に対してこれ以上気安い呼び方はできません」

「どのでいいって。むしろ呼び捨てで罵ののしられる覚かく悟ごで会いに来たのに……」

「なんと！　そんな罰ばち当たりなまね、弟子としてするわけが──」

　目を瞠みはって見上げた結ゆい蓮れんは、はっと気づいて言葉を吞のむ。

　舞い上がっていたせいで気づいていなかったが、両りよう肩かたをつかまれて顔をのぞきこまれている。意識した瞬しゆん間かん、頭に血がのぼった。

（季すえ隆たか様のお顔が、近い……っ！）

「──あれっ？　息もしてない！　息はしようよ！」

　焦あせったように揺ゆさぶられ、結蓮はあやういところで我を取り戻した。

「すみません……っ、同じ場の空気を吸っていると思ったら緊きん張ちようしてしまって」

「そこまで!?　いや、出会ってからずっとそうだったよね!?」

「この空間に季隆様がいらっしゃると思うと空気がすがすがしく感じられます。やはり徳の高さのなせるわざなのでしょう。さすがです」

　一礼する結蓮に季隆は呆ぼう然ぜんとしていたが、それまでの何時いつよりも青ざめると顔を覆った。

「どうすりゃいいんだ、これ……」

　──こうして、結蓮の憧れの弟子生活がめでたく始まったのである。
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　その夜、豊ほう家別べつ邸ていは奇き妙みような雰ふん囲い気きに包まれていた。

　居間の調度品はすべて、それまでのものよりさらに高級の新品にいつのまにか変わっている。

　主あるじのために用意されたのは金銀宝玉でまぶしいほどに彩いろどられた卓子つくえと椅い子す。強制的にそこに座らされた季隆の両側には小さな従者がそれぞれ控ひかえ、しずしずと大おお団扇うちわで風を送っている。

　そして床ゆかにずらりと額ぬかずく、着き飾かざった娘むすめと幼児たち──。

「あの……、これ、なんなの？」

　下にも置かないとはまさにこのことだろう。屋や敷しきに帰るなり突とつ然ぜんこの状じよう況きように放り込まれた季隆は、引きつりながらそれらを見回している。

　結蓮は豪ごう奢しやな衣装をものともせず跪ひざまずいたまま、きびきびと顔をあげた。

「はっ。一日お仕事でお疲つかれになっていらっしゃる季隆様を、これからおもてなししようと思います」

「……まさに今この状況に若じやつ干かん疲れてるんだけど……。なんかやたら飾かざってるし、どうしたの」

　花はな嫁よめ衣装でもこうはいくまいというほど華か美びな装いに身を包んだ結蓮は真顔で一礼する。

「お師し匠しよう様の前に出るのですから正装は当然のことです」

「正装って。家の中で……」

「このような衣装しか揃そろえられず、みすぼらしくて申し訳ありません」

「鏡見ようよ！　どこの公主様かってくらいの恰かつ好こうしてるよ！」

「従者たちも季隆様にあらためてお仕えしたいと申しております。──さあ、みんな。季隆様のお疲れを癒いやしてさしあげて」

　結ゆい蓮れんに促うながされ、小さな従者たちが一礼して立ち上がる。おぼつかない足取りで持ち場へ散っていったが、そのうち数人がよろよろしながら踏ふみ台を運んでくるのを見て、季すえ隆たかがぎょっとしたように腰こしを浮うかせた。

「おい、何してんだ？　危ないからやめなさいって、俺が運んでやるから……、こら、そんなとこ登るな、落ちるぞ！」

　運んできた踏み台によじ登った従者たちが、神しん妙みような顔で季隆を取り囲む。

「お肩をおもみします」

「わたしはこちらのお手を」

「ではわたしはもう一方のお手を」

「わたしはおみ足を」

　小さな手でぷにぷにと触さわる彼らは、あくまで真剣な様子だ。

「御使い様、力の加減はいかがでしょう？」

「えっ。……、うん。ちょうどいいよ……」

　幼児に数人がかりで全身撫なでまわされるのはくすぐったくてしょうがなかったが、とてもそうは言えない雰囲気である。

　季隆はされるがままになっていたが、ふと傍かたわらを見て目を瞠った。一人の従者が、自分の顔ほどもある茶器と悪あく戦せん苦く闘とうしていたのだ。

「ちょ、待てっ、それ熱湯だろ!?　お茶なら自分で淹いれるから、そんなぷるぷるしながら無理すんな！　──あっ、おまえもちょっと待て、裳も裾すそ踏ふんでる！　菓か子しの盆ぼんはいいから！　とりあえず横に置け、転ぶぞ！」

　小さな従者たちからちやほやされつつも、まったく心の安まる時がない。

　そんな中、一人だけ離はなれたところでむくれている者がいた。九く郎ろうである。

「ふんっ。あやつが御み使つかいなんて、ぜったいにうそじゃ！　わしは認めんからなっ」

　ぶつくさ言いながらも気になるのか、かいがいしく働く仲間たちを時折ちらちら見ている。彼にしてみれば、つい今朝けさまで天敵とみなしていた相手を主人の恩人だから敬えなんて言われても納なつ得とくがいかないのだろう。

「九郎、まだそんなとこにいたの？　季隆様にお酒をお出しする役だったでしょう？」

　見とがめた結蓮が注意すると、九郎は、むうぅっと盛大に頰ほおをふくらませた。

　憎にく々にくしげに季隆をにらみつけ、短い腕うでを勢いよく振り回して指を突つきつける。

「ちい姫ひめは騙だまされとるんじゃっ！　こんなひょろひょろしたひ弱な色しき魔まが、ちい姫の恩人なわけがあるまいっ！　うそをついて取り入るつもりなんじゃ！」

「九郎！」

　言うだけ言うと九郎はものすごい速さで逃にげていった。一いつ喝かつした結蓮の形相が恐おそろしかったのだろう。

「まったく、なんという無礼な物言いを……！　申し訳ありません、季隆様。百たたきして言い含ふくめてまいりますのでどうかお許しを」

「あー、いいからいいから！　百たたきとか怖こわいからやめて」

　慌あわてたように止める季すえ隆たかに、結ゆい蓮れんは再び床に深々と平へい伏ふくして言った。

「僭せん越えつながら、ひ弱でいらっしゃるのもひょろひょろでいらっしゃるのも、季隆様のせいではございません。どうぞお気にやまれませんよう」

「……庇かばわれた気がしないんだけど……」

「僭越ではありますが、季隆様がひ弱でいらしても私がお守りいたしますので、お気を強くもたれてくださいませ」

「僭越僭越って、結構言いたいこと言ってるよね!?」

　場合が場合なら慇いん懃ぎん無礼な皮肉屋とも思える態度だが、これがすべてまっさらな好意からきているのだから余計にたちが悪い。季隆も結局は諦あきらめて話を変えた。

「それより、君はさっきから何をしてるの？」

　別の卓子で作業に戻もどろうとしていた結蓮は、かしこまって答える。

「はっ。墨すみを磨すっていました」

「墨？　なんでまた」

「今こ宵よいの食事を注文しようと思いまして、季隆様のご希望をおうかがいして書き記そうと」

「わざわざ磨ったんだ……。でも、注文ってどこに？　持ってきてくれる店なんてないだろ」

「翠すい海かい楼ろうならば顔が利ききますので」

　都でも一、二を争う超ちよう高級店である。朝ちよう廷ていの高官ですらそう気安く通えるところではない。むろん個人の屋敷に料理を配達するような店でもない。朝廷実力者の豊ほう家の娘だからこそ言える台詞せりふだ。

「君がとんでもないお嬢じよう様さまだってこと忘れてたわ……」

「お気に召めしませんでしたか。では別の店に直じき訴そしてみます」

「待ちなさいって。もてなしてくれようとするのは嬉うれしいけど、その金持ち思考はちょっと横に置いて。そんな無む茶ちややって君の評判落ちたらどうすんの」

　真面まじ目めな顔でたしなめられ、結蓮はしゅんとしてうつむく。

「ですが、では今宵のお食事が……。季隆様のために特製の激げき辛から料理を用意しようと思っていましたのに……」

「なんで激辛!?」

「時々私も利用していましたが、あの店の羹あつものは辛から子しで真っ赤に染まって大変美味なので」

「食えるか！」

　目をむいて叫さけんだ季隆に、結蓮は驚おどろいた。

「季隆様は辛いものがお好きなのでは？　私に練ねり辛がら子しをくださいましたし……、でもいつも甘い物を食べていらっしゃいましたね……」

「いや、だから、あれは間ま違ちがって渡わたしちゃったんだって。仕事で使うのに持ち歩いてただけで、別に好きこのんで食べたりはしてないんだよ」

　ごめんな、となぜか少し疲れた様子で彼は言った。そういえばその件は聞いていたのを思い出し、結ゆい蓮れんは急いで一礼した。

「そうでした。では今日から私も甘党になります」

「え!?　『では』の意味がわかんないんだけど？」

「御み使つかい様が辛いものがお好きだと思っていたゆえにおいしいと思っていましたが、そうでないのなら食べる理由がありませんので」

「何それ!?　あれだけ辛いものに情熱燃やしてたのはなんだったの」

「辛いものを食べることで御使い様とつながっているような気持ちになれたので、好きだっただけです」

　季すえ隆たかが目を見開く。あくまで真顔でいる結蓮を、啞あ然ぜんとしたように見つめた。

　怒おころうか諭さとそうかと迷うように髪かみをかき回していたが、やがて真面目な顔で椅子から降りると結蓮の前にしゃがみこんだ。

「じゃあ御使い様からのお願い。これからは自分が本当に好きなものを食べなよ」

「えっ。ですが」

「今はもう俺とつながってるんだから、そんなふうに考えなくていいだろ？」

　結蓮は驚いて季隆を見つめた。彼が唇くちびるの端はしをあげたのを見て、目を輝かがやかせる。

　そうだ、御使い様はここにいる。もう空想の中で一いつ緒しよに食事をとるのを夢見る必要はない。

「わかりました。では今宵のお食事は僭越ながら私が拵こしらえさせていただきます」

「……ほんとにわかったのか？　つか、いいよ、俺が作るから」

「何を仰おつしやいますか！　弟で子しがお師匠様にそのようなことさせられません。ご心配なさらないでください」

「心配しかないよ！　あ、ちょっ、ほんとに待って！」

　颯さつ爽そうと結蓮は厨ちゆう房ぼうへ駆かける。従者たちにまつわりつかれ季隆が追いかけられずにいると、ひょいと横から誰だれかが幼児を引きはがした。

「こんなガキにも負けるなんて、腕わん力りよくのなさに磨みがきがかかったんじゃないすか。若さん」

　ひんやりと感情のない声で言ったのは翡翠かわせみ丸まるだった。季隆の体調もあってしばらく太刀たちに眠ねむらせていたのだが、今日は朝から解放して、放置していた屋や敷しきの掃そう除じを頼たのんでおいたのである。

「翡翠丸……っ、おまえ、ほんといいところに来たなあ！」

「なんでちょっと涙なみだ目めなんすか」

「今はおまえだけが頼たよりなんだよ！　とりあえず行くぞ！」

　かつて屋敷中のまないたをすべて割ってしまった結蓮から厨房と食材を守るため、二人は部屋を飛び出した。







　厨房ではすでに結蓮が闘とう気きをみなぎらせながら包丁と芋いもを格かく闘とうさせていた。

「ゆ、結蓮ちゃん。俺やっぱり代わるよ」

　はらはらしながら手元を見つめる季すえ隆たかに、結ゆい蓮れんは丁てい重ちように断りを入れた。

「いいえ、弟子の務めですので。すぐに作りますのでお休みになっていてください」

「でも、料理なんてできないだろ」

「大だい丈じよう夫ぶです。季隆様が毎日してくださっていたのを見ていましたし、以前は包丁の使い方も教えていただきました。あの時は何気なく聞いていましたが、やっとお役に立てる時がきました」

　ほう、と結蓮は感かん嘆たんの息をつく。

「季隆様に教わったすべてが、こうして私の血となり肉となっているのですね……」

「全然ものになってないじゃん！　すげーぐらぐらしてるよ！」

　小刻みに震ふるえる芋を気が気でない様子で季隆は見ていたが、我が慢まんならなくなったのか結蓮の手から包丁を取り上げた。

「もうだめだ、見てられない！　俺がやる！」

「そんなっ、ですがそれは弟子の私が──」

「はいはい、それはもういいから。お師し匠しよう様に口ごたえ禁止！」

　鼻先に指を突きつけられ、結蓮は目を見開いて言葉を吞のみ込む。

（あ……、今──）

「？　なんで嬉しそうな顔してるの」

　タタタタッ、と小気味よい音を立てて芋を刻んでいた季隆が、気づいたのか面めん食くらったような顔になる。結ゆい蓮れんははっとして目を伏ふせた。
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「今……、初めて言ってくださいました。ご自分のことをお師匠様だと──。私を弟子だと認めてくださったと思って感動していました」

　ぐっと詰つまったように季すえ隆たかが目をそらす。なぜか無念そうな表情だ。

「では季隆様、私は何をお手伝いいたしましょう？」

「あー……じゃあこれ、火にかけてくれる？」

「はっ！」

　季隆が差し出した鍋なべを結蓮は張り切って受け取った。しかしその瞬しゆん間かん、、指と指が触ふれて、思わず取り落としてしまった。

「大丈夫か？」

　急いで拾おうとすると、季隆も驚いたように屈かがみ込んだ。偶ぐう然ぜんにも同時に鍋に手を伸のばし、またも指が触れあう。あっ、と結蓮ははじかれたように手を引っ込めた。

「……え？　なんで赤くなるの」

　たじろいだような視線を感じ、結蓮は落ち着きなく目を泳がせる。

「すみません……っ。お手に触れたと思うと畏おそれ多くて緊きん張ちようして」

「緊張って。今までも結構触さわってただろ。手ぇつないだりしてたじゃん」

「……っ、あの節はお礼も申し上げず、すみませんでした」

「なんでますます赤くなるんだよ！　つかお礼ってなんなの。別に俺の手はありがたい縁えん起ぎ物とかじゃないからね！」

　はー、と彼は大きくため息をつく。

「恩人だってわかったとたんに可愛かわいい顔見せまくるのやめろよ……」

「え？　どの顔がお気に召しませんでしたか」

　結蓮が慌あわてて居住まいをただすと、彼はじっと見つめてきた。

　急に手をとられる。ちょっと不満そうに彼は目を細めた。

「今まではそんな顔、ほとんど見せてくれなかったくせに」

「……季隆様？　どの顔のことでしょうか？」

　顔が近い。それに気づいて結蓮はどきっとして息を詰める。

　と、額を指で軽くはじかれた。

「だから、その顔だよ」

　ふふっとおかしそうに季隆が顔をしかめる。怒りたいのに笑ってしまった、というその表情を結蓮はまぶしい思いで見上げた。

「……いや、もう、ほんとにやめて。そんないちいち赤くなったり可愛い顔したりするの」

「はっ。季隆様のお言葉がありがたすぎて、頰ほおが緩ゆるんでしまうのです。お許しください」

「俺もう何もしゃべれないじゃん……」

　力なくつぶやいた季隆だったが、やがて諦あきらめたように腰こしをあげた。

「とにかく、ここはいいからあっちで待ってな。適当に何か作るから」

「そんな、ですが」

「ほらほら、早く行った行った！」

　半ば強ごう引いんに促うながされ、結ゆい蓮れんはそれ以上逆らえず厨房を出るしかなかった。







　一方、残った季すえ隆たかは深々とため息をつきつつ調理を再開した。

　刻んだ芋を鍋に放り込み、やれやれと額をぬぐう。

（まさかここまで劇的に変へん貌ぼうするとは……）

　何か言うたびに流され、冷たい目で見られていた昔が懐なつかしい。

　それまで無言で湯をわかしたりしていた翡翠かわせみ丸まるが、ちらりと回かい廊ろうのほうを見やった。

「わし、ちびたち連れて朝まで出かけてましょうか？」

「やめろ、余計な気を回すな」

　季隆は顔を引きつらせてうめく。どんな気の遣つかい方だ、それは。

「いや、なんかいつになく良い雰ふん囲い気きだったんで。今夜はこのまま押すのかと」

「するか。どう考えても親鳥に懐く雛ひなにしか見えねーよ、俺には」

「若さん……そんな悲しい顔で笑わないでくださいよ」

　実際のところ、悲しいというか、わびしい。

　あれだけ尽つくされていても、それは恩人だからであって、個人的な感情でないのは誰の目にも明らかだ。だからこちらも師匠風を吹ふかせないようにしようと、せめてもの意地で思っていたのだが。

　憐あわれみの目を向ける従者に言い返そうとして、季隆は厨房の入り口に小さな影かげがあるのに気づいた。

「──四し郎ろう？　どうした？」

　おずおずと小さな従者が入ってくる。その後ろには敵意むきだしの九く郎ろうもいた。

「先ほどの九郎の態度をお許しいただきたく、謝罪にまいりました」

「ふんっ。わしは謝らぬぞ！」

　逃とう亡ぼうした九郎を捜さがして連行してきたらしい。いつもは温おん厚こうな四郎がめずらしく声を荒あらげた。

「九郎っ！　いつまで子どものようなことを言っているんだ！」

「なんじゃと！　四郎こそ、年寄りじみた説教ばかりしおって！」

　短い腕うでをぶんぶん振ふり回してとっくみあいを始めた幼児二人を、季隆はすかさず襟えり首くびをつかんで引き離はなす。

「どっちもちびだろ。喧けん嘩かすんな」

「放せええぇ!!　ばかものっ、こう見えてもわしはなあっ、おまえの二十倍は長生きしとるんじゃぞっ！」

「え。そうなの？　二十倍ってことは、御おん年とし四百四十歳以上……？」

「もっといっておるわ！　わかったなら放せ、小こ僧ぞうめ！」

　宙にぶらさげられてじたばた暴れる九く郎ろうを、季すえ隆たかはまじまじと見つめた。

「なんか……今まで生意気言ってすいませんでした……」

「ふん！　ようやく己おのれの小ささを思い知ったか。まあ、わかれば許してやらんこともなぎゃあああーっ」

　急に勢いよく持ち上げられ九郎が悲鳴をあげる。目の高さまで幼児を持ってくると、季隆はにやりと笑った。

「なーんて、本気で言うと思ったか？　ほら、高い高ーい」

「なぁ──!?　やめんかーっ」

　やかましく騒さわぐ九郎でひとしきり遊ぶと、季隆は大人しく控ひかえる四し郎ろうを見下ろした。

「別にあれくらいで怒おこってないから、そんなに心配そうな顔するなって。むしろ態度の変わらないやつがいてほっとしたわ。みんな順応性高すぎ」

「……やはり、婿むこ君ぎみ様が御使い様なのですね」

「ん？　四郎も信じてないのか」

「いえ、そうではありません。ただ、ちい姫ひめ様はまっすぐで純じゆん粋すいな方です。何かあれば我らがお守りせねばなりませんので……」

「俺が悪いやつで、噓うそついて騙だまそうとしてたらってことか？　安心していいぞ、さすがにそこまで暇ひま人じんでも物好きでもない」

　延々と罵ば詈り雑ぞう言ごんをまくしたてている九郎を壺つぼに詰めて小こ脇わきに抱かかえると、季隆はしゃがんで四郎に顔を寄せた。順応性の高さでは群を抜ぬいていると言わざるを得ない彼女について、訊ききたいことがあったのだ。

「それよりあの子さ、俺をからかってるってことはないよな？　復ふく讐しゆうのために、わざと可愛い顔を見せて俺を油断させようとしてるとか」

「え……？　なぜそんなことをちい姫様が？」

「いや、だってまったく気にしてないだろ、俺が御使い様だったってこと。もうちょっと疑ったり恨うらまれたりすると思ってたのに……」

　以前の態度との落差があまりにも激しすぎて、すべてが冗じよう談だんのように思えるのだ。彼女がそんな冗談をつける性格でないのはわかっているつもりだが──。

　きょとんとしていた四郎が、微笑ほほえんで首を振る。

「ちい姫様はもともとああいう方ですよ。あまり人との接せつ触しよくが多くない環かん境きようでお育ちでしたから、少し不器用でいらっしゃいますが、信じると決めた人のためならどこまでも心を捧ささげられます。昔、太子と知り合われた頃ころもああして慕したっていらしたのを思い出しました」

　結ゆい蓮れんと太子の子ども時代の話は、季隆も前に彼女から少しだけ聞いたことがある。太子を兄のように慕っていたのだと。

「ふーん。太子殿でん下かと同列か……」

　ありがたいような、そうではないような。少し前までは眼中に入れてももらえなかったのだから喜んでいいのかもしれないが、複雑な気分だ。

　だが今は、そんな小さなことで悩なやんでいる時ではない。刻一刻と近づく〝その日〟のことを思い出し、季すえ隆たかは笑えみを消した。

「……なあ。おまえらも龍りゆう宮ぐうの住人なんだよな」

　四し郎ろうがどきっとしたように見上げる。九く郎ろうもぴたりと口を閉じた。

「なぜそれを──」

「結ゆい蓮れんちゃんの母上は龍りゆう族ぞくの娘むすめ、その人が置いていった従者なら、やっぱ眷けん属ぞくなんだろうと思ってさ」

「……」

「いずれ龍宮に戻もどる日まで、あの子を守るのがおまえらの役目なんだろ？　だったらなんで俺のことを止めないのかって不思議でさ。俺があの子の食事に毎回仙せん薬やくをまぜてること、気づいてるくせに」

　四郎がさっと目を伏ふせる。やはり知っていたのだ。

　人の世の食べ物を受け付けなくなってきたと聞いてから、季隆は結蓮の食事に仙薬を調合して飲ませてきた。それは彼女の体調を心配してのもので、薬によって龍族から人間に戻そうという意図はない。

　だが、人の食べ物を受け付けず龍へと変化しつつあった彼女のことを、四郎が心配していたのが気になっていた。彼の立場からすれば、眷属のもとに帰れる日が近づいてきたと喜んでもいいはずなのに。

「……我らは、お答えする身分にありませんから」

　四郎はそれだけ言うと、ぱたぱたと厨ちゆう房ぼうを駆かけ出て行ってしまった。

　壺に詰つめられた九郎が「わしだけ置いていくなーっ」と騒ぎ出したので、翡翠かわせみ丸まるに言って連れて行かせる。それを見送り、季隆はため息をついた。

（やっぱ簡単には吐はかないか……）

　彼らに訊くのが一番手っ取り早いのは承知だが、もっとも難しいだろうとも思っていた。どの種族も己の眷属について気安く語ることはない。

　一人になった厨房で、しばし物思いに沈しずんでいると──。

　ギィ、と貯蔵庫の扉とびらが開いた。

「婿むこ殿どの」

「おわッ!?」

　唐とう突とつにありえない場所から立派な身なりのお大だい尽じんが出てきたので、季隆は仰ぎよう天てんした。

　根菜や米などを保管しておく真っ暗のはずの狭せまいそこから登場したのは、結蓮の祖父にして皇后の父、豊ほう家当主の豊諭ゆ迅じん翁おうである。

「ご……、ご老公、そんなところで何を……？」

　豊老人は少し目をそらした。

「けっして盗ぬすみ聞きしていたわけではございませぬ。機会をつかめず出そびれただけでござる」

「はあ……」

　その前に、なぜそこに入ることになったのかを知りたかったのだが。

「婿殿。結ゆい蓮れんを引き留めるすべを探してくださっていることには感謝の申しようもございませぬ。しかしあの者たちに訊くのは無む駄だというもの──わしもとうの昔にやりましたが成果はご覧のとおりです」

　しっかり会話は聞いていたらしい。あらたまったように言われ、季すえ隆たかはうなずいた。

「なるほど。ご老公も四し郎ろうや九く郎ろうたちとは長いつきあいでいらっしゃるわけですしね」

「もともとは妻の──結蓮の祖母の付き人でござったのでな。本ほん邸ていにいた頃は警けい戒かいしてか姿を見せなかったのですが、こちらに移ってからは好きにやっておるようです」

　そう言って彼は美しい布包みを差し出した。ぷん、と苦い匂においがする。

「寝ね込こんでおられると聞いて薬を持ってまいりました。まだお帰りではなかったので、先に中に入って待っておったのでござる」

　意外な訪問理由に季隆は驚おどろいた。おそらくは結蓮が本邸にも助けを求めていたのだろう。

「そうでしたか。ありがとうございます。でも、お声をかけてくださったらよかったのに」

　帰ってきてからもうだいぶ時間が経たつ。この老人はその間何をしていたのだろう。

「出て行こうと思っているところに結蓮と婿殿が入っていらしたのですが、あまりの仲なか睦むつまじい様子に意表を突つかれて出づらくなってしまったのでござる」

「あ……ハハハ……すみません……」

　ということは、あの、個人的に甘あま酸ずっぱいやりとりを全部聞かれていたのか。

　気まずい思いで愛あい想そ笑いしていると、豊ほう老人は鋭するどい目つきになった。

「やはり婚こん礼れいを急いだほうがよろしいか。だいぶ仲が進展しておられるようですし」

　隙すきあらば婚礼をあげさせようとするので油断ならない。咳せき払ばらいして話を変える。

「いえ、さっきのは違ちがうんです。そのお話は結蓮嬢じようが確実にこの世にとどまれる方法を見つけてから考えますので」

「ほう……。あれほどの美女といい仲でありながらがつがつせぬとは、さすが真しん君くんのもとで学ばれたほどの方は違いますな」

（どんだけ孫まご娘むすめのこと溺でき愛あいしてんだ、この人……）

　さりげなく称しよう賛さんした豊老人に面くらいながらも、季隆はもう一度咳払いした。彼にも訊きたいことがあったのだ。

「それで、その方法に関係しているかもしれないんですが──、結蓮嬢が武官になられる際、太刀たちを贈おくられていますよね。その太刀が壊こわれたことはご存じですか？」

　唐突な問いに、豊老人は怪け訝げんな顔をした。

「報告は受けております。その後は母親が残していった太刀を使っておるとか。それが何か？」

「太刀が壊れた頃より三月ほど前だと思うんですが、何か変わったことはありませんでしたか。なんでもいいんです。あの子に関係のあることなら」

　食べ物を受け付けなくなったり、めまいを起こして幻げん覚かくを見たり、結蓮の体調は急にひどくなったという。それには何かきっかけがあったはずだと真しん君くんは言っていた。今から三月ほど前のことだ。

　結ゆい蓮れんが貧血を起こすようになったのは、その時からさらに半年ほど前だという。つまり今から九ヶ月前、年明け前後の頃だ。

　先代の太刀が壊れたのが「半年前」。時期はずれるが、真君の言ったことを思い出し、気になって調べてみた。彼女に話を聞いたかぎりでは、体調に変化が出てきたのは、先代の太刀が壊れる少し前からだという。その他ほかに目立った異変はなかったとのことだった。

　それから現在に至るまで、彼女が使っているのは龍族の母親が残していった太刀だ。

　同じ質問を四し郎ろうたちにも以前したことがあるが、彼らは首を横に振ふるばかりだった。本当に知らないのか、何か隠かくしているのかはわからない。しかしそこに鍵かぎがある気がするのだ。

　豊ほう老人はしばらく考えこんでいたが、ふと目をあげた。

「そういえば、わざわざ謝りに来ましたな。玉ぎよくにひびが入ってしまった、と」

「玉？」

「結蓮の母親が残していった太刀に瑠る璃りの玉が付いておるのですが、何もしていないのに急にひびが入ったというのです。ところが、太刀を使い始めたら今度はそのひびがなくなったと報告してきましてな。おかしなことを言うものだと思ったものです」

「瑠璃の、玉……」

　確かに彼女の太刀に付いていたのをこの目で見ている。任務で戦せん闘とうになった時も惜おしげもなく振るっていたし、気にしている様子もなかったから、ひびが消えたというのは本当だろう。だが、そんなことがありうるのか──？

（普ふ通つうの太刀だったはずだ。でも、あれに何か秘密があるのか？）

　結蓮の宿敵だった業ごう焰えんも、あの太刀を『龍の気配がする』と言っていた。あの時は意味がわからず流してしまったが、もう一度調べたほうがいいかもしれない。得体の知れない、嫌いやな予感のようなものがこみあげてくる。

「──あの、季すえ隆たか様？」

　突とつ然ぜん声が聞こえ、二人はぎくっとした。

　豊老人が年ねん齢れいに似合わぬ俊しゆん敏びんさで貯蔵庫に飛び込む。それとほぼ同時に結蓮が厨房に姿を現した。思い詰めたような顔つきだ。

「待機を命じられたというのに破ってしまって申し訳ありません。しかし、やはり季隆様にだけお任せするのは気が引けます。お手伝いさせてください」

「あ……あー、そうだね！　と、とりあえず、ちょっと散歩しようか！」

「え？　お食事の用意は」

「いーから！」

　貯蔵庫から目だけのぞかせている豊老人に目配せし、季隆は笑ってごまかした。ここで彼の存在がばれてはそれこそ説明がつかない。訝いぶかる彼女の背中を押し、急いで厨房をあとにした。







　長い回かい廊ろうに月が影かげを落としている。あたりは青白く照らされ、静まりかえっていた。

「季すえ隆たか様、どちらへ行かれるのですか？」

　結ゆい蓮れんの呼びかけに、彼はようやく足を止めた。

　厨ちゆう房ぼうからはすでにだいぶ離はなれている。ちらりと見やり、彼は軽く息をついた。

「ちょっと二人きりで歩きたくなっただけだよ。許嫁いいなずけと月夜の散歩なんて洒落しやれてるだろ」

「なるほど。さようでしたか」

「わー……久々に流された気がする……」

「では、もう帰りますか？」

「帰ることないじゃん！　人生に余よ韻いんって必要だよ」

「ですが季隆様もお忙いそがしい身の上。私ごときのために時間を割さいていただくわけには」

　結蓮が頭をさげると、季隆は眉まゆをひそめた。

「その、ごときって言うの、やめな。君のことを好きな人に失礼だよ」

「そんな人がいるとは思えませんが……」

「いるだろ！　ここ……」

　目をむいて言いかけた彼が、急に口をつぐむ。結蓮が首をかしげると、彼は拗すねたような顔になって目をそらした。

「どこか行きたいところはないの？　結蓮ちゃんは」

　唐突に問われ、結蓮は考え込む。もちろんこの屋や敷しき内で、ということだろうが──。

「あ……、でしたら、季隆様をご案内したい場所があります」

「俺を？　どこ？」

「季隆様へのお手紙五年分を収めた御み使つかい様部屋です」

　うっ、と季隆が顔を引きつらせた。

「あの部屋かあ……」

「さ、こちらです！」

　御使い様に会えなかった五年の間、書きためていた手紙はすべてとってある。今こそ本人様に渡わたす時だと結蓮は緊きん張ちようと高こう揚ようでどきどきしながら彼を促うながした。

「……ほんとに、五年間毎日書いてたの？」

　仕方なさそうに季隆がついてくる。気が進まないというより、どんな顔をしたらいいかわからないという態度だ。

「はっ。朝起きてから夜眠ねむるまで、何通も書いていました」

「一日一通じゃないんだ……」

「もちろんです。一通だけでは気持ちが収まりきれませんので」

「よくそんなに書くことがあったね」

「確かく認にんしていたのかもしれません。御使い様にお話しすることで、自分の決意や行動などを」

　武官を目指そうと思ったこと。武挙を受けるため勉強と鍛たん錬れんに励はげんだこと。一人で修しゆ行ぎように出た日々。朝ちよう廷ていでの出来事。──聞いてほしいことは山ほどあったから。

「一人だけで、よく頑がん張ばったね」

　静かな声に振り向くと、季すえ隆たかが微笑ほほえんで見ていた。

「君はすごいよ。ほんとに」

　何度か見たことのある優やさしい目だった。結ゆい蓮れんは思わず見とれ、はっと目を伏ふせる。

「一人ではありませんでした。御使い様がいつも心にいらっしゃったので。頑張れたのはあなたのおかげです」

　本当に一人きりなら、途と中ちゆうで心が折れていたかもしれない。いつか迎むかえにきてくれる師に胸を張って会いたいと思っていたから、きっとここまで来られたのだ。

　季隆はしばらく黙だまっていたが、「そっか」とつぶやいてまた歩き出した。結蓮は急いで彼のあとについて歩く。

「季隆様は、この五年、どうお過ごしだったのですか？　ずっと真しん君くん様のもとで修しゆ行ぎようを？」

「朝廷を出てからはそうだねー。師し匠しようや大兄にいさんや大姐ねえさんたちにこきつかわれながらいろいろやってたよ」

「朝廷にいらした時には、どんなことをなさっていたのですか？」

「あー、あの頃ころは忙しかったな。封ふう陰いん省しようが根本から変わって、どんどん仕事が入ってきてたから。それまでは田舎いなかに飛ばされるのが嫌だったけど、喜んで駆かけ回ってたね」

「では、璉れん国にいらした頃は何を？」

　御使い様に直接訊きけるのが嬉うれしくて、質問が次々に口から出てくる。季隆のほうも別にそれを咎とがめることもなかった。

「とりあえず、あんまり家には寄りつかなかったな。長老らに無理やり都の大学に入れられたけど、気にせずにやりたいことばっかやってた。修しゆ験げん者と一いつ緒しよに山にこもったり、鬼おにが出たって聞いて退治に行ったりしてたなー」

「そんなにお若い頃から山ごもりを……。季隆様は修行がお好きなのですか」

「ハハ。そうだね」

　おかしそうに笑う彼に、結蓮はさらなる質問をぶつけた。

「季隆様は、いつもお手紙では私のことを呼び捨てになさっていましたが、もしや心の中ではいつもそうなのですか？」

　季隆の笑え顔がおが固まった。

　少し動どう揺ようしたように顔を背そむけてしまったので、失礼なことを言ったかと結蓮がのぞきこむと、彼は額を押さえたまま横目だけでこちらを見た。

「……悪い？」

　ちょっと怒おこったような顔で言われ、結蓮は急いで頭かぶりを振った。

「いいえ！　普ふ段だんからそう呼んでくださればいいのにとは思いますが」

「……結蓮、って？」

　名を呼んだその声が驚おどろくほど甘い響ひびきに聞こえ、結蓮は思わず目を瞠みはる。季隆が自棄やけのようにまた顔を背けた。

「いや、だめだ！　そんな反応されたら俺が照れる！」

　言うなりざくざく足を速める。結ゆい蓮れんも慌あわててあとに続いた。

　しばらく無言のまま歩いていた彼が、前を向いたまま口を開いた。

「崇すう怜れい皇子が俺のふりしてた時も、手紙のやりとりしてたの？」

「いえ、ありませんでした。一度も……」

　今思えばそれをおかしいと思うべきだった。結蓮が目を伏せると、季すえ隆たかは急に足を止めた。先ほどまでと打って変わって真顔になっている。

「もうあの方には関かかわるな」

「えっ……」

「いや、やきもちじゃなくてね！　それもあるけど！」

　なんでいちいち赤くなるんだよ、とぶつぶつ言って、彼はため息をつく。

「君が俺に宛あてて出した手紙を持ってたんだろ？　明らかに不自然だ。離れて様子を見たほうがいい」

「ですが、先日お会いしてしまいました」

「ほんとか!?　何かされなかった？」

「噓うそをついてすまなかったと仰おつしやってくださいました。仲直りしてくれるか、と……。ですが、なるべく気をつけようと思います」

　あの時の崇怜は噓を言っているようには見えなかったが、季隆の言うことももっともだし、御使い様を騙かたったことに対するしこりも消えていない。関わらないほうがいいのには同意だった。

　ふいに頭に手を乗せられ、神しん妙みようにうつむいていた結蓮は驚いて顔をあげる。季隆が笑って見ていた。

「うん、そうして。心配だし……、正直、妬やけるし」

「なるほど。さようでしたか」

「また流した！」

　もー、と嘆なげきながら季隆が踵きびすを返す。置いて行かれないよう、結蓮は小走りに追いかけた。

　御使い様だからではなく、彼自身との間があらためて縮まった気がしたのは自分の気のせいだろうかと、控ひかえめに喜びながら。







　第三章　衝撃







　月は雲に遮さえぎられ、闇やみが落ちていた。

　国都桃とう霞かの郊こう外がい。かつての皇こう帝ていが葬ほうむられた陵りよう墓ぼは、深い静せい寂じやくに包まれている。

　その周囲を囲む塀へいの前に、男が立っていた。

　夜空に黒々と浮うかび上がる巨きよ大だいな墓を見上げ、おもむろに中に入る扉とびらへと向かう。

　男は、捜さがし物をしていた。

　こうして歴代皇帝の墓を訪ねるのも今日が初めてではない。だから、陵墓が無人であるはずがないことは承知していた。

「──何者だ!?　ここが禁足地であるのを知っての狼ろう藉ぜきか！」

　槍やりを構えた役人が駆けつけてきたのを振ふり返り、男は口を開いた。

「赤の天てん女によは、ここにはいないか？」

「何？　とにかく、そこで止まれ！」

　雲が流れ、月の光がゆっくりと降り注ぐ。

　青白く照らされた男を見て、役人が驚きよう愕がくしたように後あと退ずさった。

「……!?　あなた様は、もしや……！」

　顔を見知っていたのか、それとも身なりで気づかれたのか。

　理由はどうでもいいが、見られてしまっては仕方がない。

「止まるのは、おまえだ」

　男は微笑み、役人に向けて手を振り下ろした。
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　封陰省書庫に、いつもの朝が戻もどってきた。

　定位置である寝ね椅い子すに寝そべって報告書を読む季すえ隆たか、黙もく々もくと茶を用意する翡翠かわせみ丸まる、本庁との間を書類を持って行き来する劉りゆう博士。以前と変わらない光景だ。

　一つだけ違ちがうのは、寝椅子の脇わきにきりりと勇ましい顔つきで結ゆい蓮れんが控えていることである。

　気にしながらも訊けずにいた劉博士が、何度か前を通り過ぎながらうかがった末ついに季隆に耳打ちしてきた。

「ちょっと季すえちゃん。仲直りしたのは翡翠丸ちゃんから聞いたけど、なんなのよ、これ」

「訊くな。俺にもまだ把は握あくできてない」

　季隆は青ざめて答える。一晩たてば、いや職場に出れば何かしら状じよう況きようは変わるだろうと思っていたのだが──。

（別の方向に進化……いや、悪化してる……）

　隣となりから発せられる期待と喜びに満ちた雰ふん囲い気きにたじろぎすぎたのか、報告書の一つが床ゆかに落ちてしまった。とたん、まさに電光石火の速さで結ゆい蓮れんがそれを拾い上げる。

「季すえ隆たか様、落ちておりましたので拾っておきました」

「う、うん。見てたからわかるよ」

「季隆様のお手が汚よごれては大変ですし、この巻物、消毒してまいりましょうか」

「いや、いいよ！　落ちたのほんの一いつ瞬しゆんっつか、拾うの速すぎて実際落ちてなかったし……」

　隙すきあらば師し匠しようの役に立とうと目を光らせている結蓮に、季隆は戦せん々せん恐きよう々きようとしていた。以前は仕事を怠なまける時に向けられていたあの鋭するどい眼光だ。状況が違うのに変わらない気がするのはなぜだろう。

「さ……さーて、仕事するかな！　翡翠かわせみ丸まる、官印とって」

「いえ、私が！」

　結蓮はすかさず季隆の卓子つくえに走ると、封ふう陰いん省しよう次官の印が収められた箱を丁てい重ちように捧ささげ持ち、しずしずと差し出した。

「官印をお持ちしました、季隆様」

「ありがとう……」

　あまりの速さに面めん食くらいながら、季隆は報告書に押す次官印を取り出す。

「あれ。朱しゆ液えきがない。どっかに置き忘れたかな」

「なんと。では私のをお使いください。すぐに出しますので」

「ああ、悪いね……って、わ──!!」

　結蓮がためらいなく太刀たちを抜ぬいて自分の手に斬きりつけようとしたので、季隆は仰ぎよう天てんした。大おお慌あわてで太刀を取り上げる。

「出すって朱液じゃなく血かよ！　どういう思考回路してんだ！」

「はっ。一刻も早くお助けせねばと思い、自分の朱液を取りに戻る時間が惜おしくて……」

「同じ部屋の中だろ！　それくらいの手間を惜しんじゃだめだ、ていうか簡単に自分を斬ったりしちゃだめだ！」

　結蓮ははっとした。時間が経たてば青に変色してしまう血なのに、役に立つはずがない。それを教えてくれたのだ。

「ありがたきお言葉、肝きもに銘めいじます！」

「……絶対理解してないだろ……」

　さほど表情は変わらないものの頰ほおを染める結蓮に、季隆はげっそりする思いだった。

「もう……前とは別の意味で突つっ込みどころ多くて疲つかれるわ……」

「季隆様、お疲れですか？　今すぐ寝しん台だいを整えてまいります」

「違うから！　そんな嬉うれしそうに怠け部屋に走らない！」

　とうとう我が慢まんならなくなったのか、彼は結蓮に指を突きつけた。

「いい加減にしてもらおうか。そういう健けな気げで従順な態度されるとなんかむらむらするんだよ！　もっと俺に冷たくしろ！」

　しん、と沈ちん黙もくが落ちた。

「今あの人、変な要求したわよね」

「そっすね」

　劉りゆう博士と翡翠かわせみ丸まるがひそひそと顔を寄せ合う。結ゆい蓮れんは驚おどろいて季すえ隆たかを見つめていたが、くっと胸を押さえて横を向いた。

「できませんっ！　そのような非道なこと！」

「日常的にしてたじゃん！」

「あの頃ころの私はものを知らなかったのです。季隆様が世のため人助けのため、有事にそなえて仕事もせず体力を温存なさっていたことに気づきもせず……」

「怠けてたんだよ！　単純にな！」

　どんな解かい釈しやくだと季隆は顔を引きつらせる。なんという褒ほめ殺し、皮肉であればまだましだろう。しかしもちろん結蓮にその意図はない。

「そんなふうに悪ぶっていらっしゃるのは周囲に気を遣つかわせないためだということも、もう知っておりますので」

「どんだけ美化する気だ!?」

「美化だなんて」

　結蓮は首を振ったが、季隆は不ふ機き嫌げんな顔になってしまった。

「恩人だったら何してもいいっての？」

「……え？」

　どかっと季隆が寝椅子に腰こしを下ろす。寝ね転ころがると、目を据すわらせて結蓮を見た。

「ほらほら、仕事中なのに上官がごろごろしてるよ。いつもだったら『朝官ともあろう者が』って怒おこるところだろー？　前みたいに軽けい蔑べつの目で冷たく怒ってみなよ」

「……!?　季隆様……？」

　たじろぐ結蓮に構わず、季隆は官服の留め具をはずしてだらしなく着き崩くずすと、今度は懐ふところから取り出した包みを開き、寝転んだまま揚あげ団子を食べ始めた。

「あーうまいわー。仕事怠けて味わうお菓か子しって最高～。もう今日は一日ごろごろしてようかな～。いっそのこと花街とか行っちゃおうかなあぁ」

　本気なのか自棄やけなのかわからない一本調子の台詞せりふに、結蓮はますますたじろぐ。いくら御み使つかい様でも今は朝ちよう廷ていの官かん吏りだ、それは見過ごせない。しかし──。

（でも、理由もなく怠けていらっしゃるわけがないし……）

「あれ？　黙だまってるの？　らしくないなぁ。俺の知ってる結蓮ちゃんはそんな子じゃなかったけど？」

　肘ひじ枕まくらのままにやりと笑った彼に、結蓮ははっと息を吞のんだ。

（試ためされている──）

　師し弟ていだからと不正行こう為いを見み逃のがすのか──きっと御使い様はそこを見み極きわめておられるのだ。

　しばし葛かつ藤とうの末、結ゆい蓮れんはその場に膝ひざをついた。

「季すえ隆たか様！　あなた様は本当にすばらしい御お方かた、私は心より尊敬しております。しかしながら朝官として、そしてあなた様の弟で子しとして見過ごすわけにはまいりません。僭せん越えつながら言わせていただきます」

「そんな前置きしなくても普ふ通つうに言っていいよ。律りち儀ぎだな……」

「……っ、今は任務中です！　ごろごろなさってはいけません。仕事もせずにお菓子を食べるのも大たい概がいに……花街など……もっての……ほかっ……」

「なんで泣いてんの!?」

　結蓮はあふれる涙なみだをぬぐい、頭をさげた。

「私に朝官としての心構えを忘れないよう、身をもって教えてくださった季隆様のお心に感動しておりました。今までの一連の怠け具合もそれが理由だったのですね……！」

「……だめだわ……この子重じゆう症しようすぎる……」

　季隆はたじろぐのを通り越こしてもはや怯おびえていた。どうにかしてこの心しん酔すいぶりをやめさせたいのに、どうやっても同じ答えに戻ってきてしまうらしい。

　彼はしばらく固まっていたが、やがて深く息をつくと結蓮の前に屈かがみ込んだ。

「あのさあ、結蓮ちゃん。慕したってくれるのは嬉しいんだけど、君が思ってるほど立派な人間じゃないし、なんかいたたまれないんだよ。俺が悪いことしてたら遠えん慮りよせず注意しなきゃ。尊敬してるからって全肯こう定ていするのは、ちょっと賛同できないよ。相手が俺じゃなくてもね」

「そんな……っ、季隆様は立派な御方です。私は身をもって知っています」

「そりゃ、君の理想の御使い様はそうだろうけどね……。でもそれとこれとは別の話だ。今の君は武官じゃなくて一人の女の子になってる。それでいいのか？」

　はっとして結蓮は目を瞠みはった。季隆が真面まじ目めな顔で見つめている。

「今の君も可愛かわいいと思うけど、俺は正直、前の結蓮ちゃんのほうが好きだ。誰だれに何を言われても自分を信じて頑がん張ばってて、輝かがやいてた。──君が本当にしたいのは、俺をちやほやすることじゃないだろ？」

「……っ！」

　頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきだった。

　ここ数日の自分の行動を思い出し、結蓮は青ざめた。御使い様に会えたこと、寝ね込こんでいた季隆が目覚めたこと、そのことで心が落ち着かず、ろくに書庫に行かず逃にげ回っていた。それが朝官のすることだろうか。

（私が目指すのは太子殿でん下かをお守りする道。季隆様の仰おつしやるとおりだ……）

　武官を志した時から女としての楽しみや喜びなどは捨てたはずだったのに。季隆の前に出ると、十二歳の自分に──ただの少女だった頃の結蓮に戻もどってしまっている。

「……申し訳ございません。御使い様とお会いできたのが嬉しくて……。分をわきまえていませんでした。一人で舞まい上がってしまって、愚おろかな姿をお見せしてお恥はずかしいです」

　しゅんとしてうつむく結蓮に、季隆は少し焦あせったようだった。

「あ……、いや、俺も会えて嬉しいんだよ。ただ、仕事と関係ないところで惑まどわされてるのが可哀かわい相そうっていうか、責任感じるっていうか」

　そっと肩かたに触ふれられ、結ゆい蓮れんが顔をあげると、彼は苦く笑しようしていた。

「俺のことがなかったら、君は今までどおり恰かつ好こういいままでいられただろうからさ」

「季すえ隆たか様……」

　その言葉が、心に光を灯ともす。進む道はこれだと背中を押されたようだった。

　憧あこがれの恩人にそんなふうに言ってもらえて、こんなに嬉しいことはない。すっと足が地についたような、そんな感覚に包まれる。

　自分の使命は太子を守ること。そのために武官になった。それと御使い様を敬いお仕えするのは別の話だ。浮うかれすぎて根本的なことすら忘れかけていた。

「はっ……、初心に返り、季隆様のお言葉を胸に己おのれの職務に邁まい進しんします！」

　この人に無様な自分は見せられない。あらためて思い、結蓮は毅き然ぜんと宣言した。

「今あの人、さりげなく好きって言ったわよね」

「ちやほやされて嬉しいくせに素す直なおじゃないっすよね～」

「ちょっと黙っててくれる!?」

　劉りゆう博士と翡翠かわせみ丸まるにひそひそ言われ、季隆は「くそっ、無意識に言ってた……」と悔くやしげにこぼしながら椅い子すに座り直す。それから、神しん妙みようにしている結蓮にためらうような目を向けた。

「……あとさ、結蓮ちゃん。その太刀なんだけど、しばらく俺に──」

　突とつ然ぜん見知らぬ声が響ひびいたのはその時だった。

「──失礼します。豊ほう舎しや人じんはおいでですか」

　どやどやと男たちが書庫に入ってきた。

　にこりともせずやってきた彼らは玉ぎよく牌はいからして東とう宮ぐう官らしい。中の一人が持っていた巻物を広げる。

「あなたに辞令をお持ちしました。読み上げます」

（辞令!?）

　結蓮は驚きながらもかしこまった。封ふう陰いん省しように出向になった時も急な話だったが、今度は一体なんだろう。もしかして柚ゆう梨り軍に戻れるのだろうか。

　けれど、そんな淡あわい期待は即そく座ざに打ち砕くだかれた。

「太子殿下のご下命です。──豊結蓮、太子舎人の職を解くものとする。異論は一いつ切さい認めない。以上です」

（────え？）

　簡かん潔けつかつ衝撃的なその内容に、結蓮は愕がく然ぜんと目を瞠った。
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　止めようとする舎人たちをなぎ倒たおして太子の御ご殿てんに駆かけつけた結蓮は、琮成の冷ややかなまなざしに迎むかえられた。

「何をしにきた。異論は認めぬと聞かなかったか」

　突つき放しているのとも違ちがう、無関心とすら思える声。

　夢中で走ってきた時には気づかなかった焦しよう燥そうがこみあげ、結ゆい蓮れんは身体からだが震ふるえるのを感じた。これは夢でもなんでもない、現実なのだ。

「うかがいましたが、承しよう伏ふくできません。なにゆえでございますか、殿下」

「……私の命令が聞けぬと申すか」

　初めて聞くような冷えた声に、ぞくりと戦せん慄りつが駆け抜ぬける。

（殿下……）

　出会った頃ころから琮そう成せいは静かで沈ちん着ちやくで、ともすれば冷たいともとれる物言いをした。結蓮にとっては懐なつかしいぶっきらぼうさだったから、むしろそれが温かいとさえ思えた。

　けれども今の彼の口調は、結蓮を見放し、蔑さげすんでいるようにすら感じる寒々しさだった。

（どうして……!?）

　あまりに突然のことに激しく狼ろう狽ばいしながらも、状じよう況きようをつかもうと必死に訴うつたえる。

「ご無礼は承知しております。ですが、どうかお話をお聞かせください。私が武官を志したのは、ひとえに殿下をお守りするためでございます。太子舎人の任を解かれてはそれができなくなってしまいます……！」

「それならば安心してよい。これからはこの李り舎人を傍そばに置くことにした」

　結蓮は思わず顔をあげた。入ってきた時には気づかなかったが、入り口の脇わきに若い男が立っていた。結蓮がいつも控ひかえていた場所に。

「李舎人を……？」

　柚梨軍の同どう僚りようだった彼のことはよく知っていた。次代の大将軍候補とも言われる巧こう手しゆで、何度か立ち合ったこともある。そう評されるだけのことはあるとひそかに思っていた相手だった。

　目が合った李舎人が申し訳なさそうに微び苦く笑しようする。

「そういうことだ。すまないな、豊舎人」

「……！」

　彼は柚梨軍でも煙けむたがられていた結蓮を平等に同僚として扱あつかってくれる数少ない一人だった。その言葉にも裏はないのだろう。それだけに余計に焦りが募つのる。

（そんな──）

　武官としての力も人ひと柄がらも好ましく思っていた同僚が、自分の代わりになる。自分の存在意義がなくなってしまう。とても認められなかった。

「殿下！　李舎人と立ち合いとうございます。勝ったほうをお傍に置いてくださいませ。殿下の御おん身みをお守りする役目です、力が上の者が──」

「いらぬ」

　なりふり構わず訴えかけた言葉が、短く遮さえぎられる。

　琮成が感情のない目で見下ろしていた。

「おまえはもう用無しだ」

「──！」

　それは、息の根を止められたかのような衝撃だった。

　なぜ、と問おうとして固まった結ゆい蓮れんに答えるかのように、彼は続けた。

「恩人と再会して、ずいぶんと浮かれていると聞いた。そのような者に傍付きは任せられぬ。やはりおまえも普ふ通つうの女だったか」

　蒼あおい瞳ひとみに浮かぶ光は、どこまでも冷たかった。

「ならば皇こう宮ぐうを去り、存分に謳おう歌かするがいい。おまえの代わりなどいくらでもいる」

　口を開けたまま凍こおりついた結蓮を一いち瞥べつし、琮そう成せいは興味を失ったように目をそらす。

「李り舎人。御殿の外へつまみ出せ」

「……御ぎよ意い」

　しゃらしゃらと音を立てて玉ぎよくのすだれが下ろされる。

　まるで結蓮を拒きよ絶ぜつするかのようなそれの向こうから、涼すずやかな声が呼んだ。

「結蓮」

「！」

「二度とこの春しゆん明めい殿でんに立ち入ることは許さぬ」

　氷の刃やいばと化した最後の言葉が、容よう赦しやなく心に突き刺ささった。
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『おまえはもう用無しだ』

　そう言った時の琮そう成せいの顔が、数日経たった今でも頭から離はなれない。

　暗黒の海に放り込まれたような心地ここちで結ゆい蓮れんは日々を過ごしていた。

　あの日、御殿の外に引きずり出されたところでやっと我に返り、李り舎人に勝負を申し込んだ。東宮御殿でそんなまねが許されるはずもないのに、本当に必死だったのだ。

　だが李舎人は冷静だった。

『らしくないぞ、豊ほう舎人。太子殿でん下かを最優先に想おもうなら、ここで逆らうのはきみの信念に背そむくことになるんじゃないのか。きみのその提案は愚ぐ策さくというものだ』

　見送りに出てきた秦しん少しよう傅ふもためらいがちに首を振ふった。

『きっと何か理由があるとは思いますが、殿下のお心は堅かたいようです。ここはひとまず下がられたほうがいいでしょう』

　二人にそうたしなめられては破れかぶれに暴れることもできず、引き下がるしかなかった。もっとも、まだ事態を把は握あくできずにいたというのが大きかったが。

（なにゆえでございますか、殿下……）

　あれからずっと、書庫でその問いを繰くり返している。

「ゆ……結蓮ちゃーん。特製の激げき辛から饅まん頭じゆう作ったんだけど、食べる～？」

　季すえ隆たかが蒸ふかしたての赤い饅頭を皿に盛ってきたが、結蓮は頭かぶりを振った。

「すみません、結構です……」

「……」

　様子をうかがっていた季隆はため息をつく。辞令が出た日、一いつ緒しよに東宮へ行ったので事情は知っていた。落ち込んでいる結蓮に毎日差し入れを試みているが、彼女が立ち直る気配はない。

「！」

　頰ほおを包むように触ふれられ、結蓮は驚おどろいて顔をあげた。

　季隆がじっと見つめている。眉まゆをひそめ、案じるような顔をしていた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　気持ちはわかるけど、あんまり考えすぎるのはよくないよ」

「……私は」

　自分には他ほかに目指す道はない。けれど次代の皇こう帝ていである琮成にそれを否定されれば、逆らうことができないのも承知している。

（でも、諦あきらめきれない──）

　ぐっと拳こぶしを握にぎり、結蓮は声をしぼりだした。

「私は、煌こう国と太子殿下をお守りするためなら命も惜おしくはありません。なんとしても武官をやめるわけにはいきません。ですから……もう一度、太子殿下のご真意をお確かめしたいのです」

　突とつ然ぜんあんな辞令が出された理由が知りたい。そして、この強い決意を伝えたい。

「で、今から東とう宮ぐう御ご殿てんに行くっていうの？」

　結ゆい蓮れんがうなずくと、彼はやれやれというふうに腕うで組ぐみした。

「まあ、あれで納なつ得とくできるわけないよな……。けど、行っても門前払ばらい食くらうと思うよ？」

「それでも、諦めるわけにはいきませんので」

　立ち入り禁止令を出されたのに訪ねていけば、当然つまみ出されるだろう。場合によっては罰ばつを受けることになる。それでも構わなかった。

　季すえ隆たかは何か考えるように黙だまっていたが、ふと結蓮の背後に目をやり、驚いた顔になった。

「孔こう少しよう保ほ……」

「どうも～。お邪じや魔まします～」

　書庫に入ってきた孔少保が、いつもの得体の知れない笑えみを浮うかべて会え釈しやくする。

　東宮府高官の一人でありながら、実は皇帝直属の密みつ偵ていである彼は、時々封ふう陰いん省しように皇帝命令で依い頼らいを持ち込むことがあった。

「今日はどのようなご用件でしょうか」

「いえいえ、今日は違います～。世間話がてら、先日の蓮花節の一件をいろいろと聞きに来ただけですよ～。あ、それとあなたにお手紙を」

「私に？」

　忙いそがしいだろうに世間話とは、と怪け訝げんに思った結蓮だったが、彼が差し出した書簡を見て目を見開いた。三人の太子妃ひたちからのものだったのだ。

「皇后様のお見み舞まいに行くので護衛をしてほしいそうですよ～。ちなみに今すぐだとか～」

「なんと……！　承知いたしました！」

　本来なら職務外のことだが、結蓮にとっては重要な役目だ。東宮へ駆かけたい気持ちを抑おさえ、太子妃たちのもとへ向かうべく急いで書庫をあとにした。







「ったく……まーた『命は惜しくない』とか簡単に言っちゃって……」

　颯さつ爽そうと出て行った結蓮を見送り、季隆は顔をしかめて舌打ちした。

「しまった、ちゃんと説教するんだった。落ち込んでたからつい仏心出しちまった」

「ぶつぶつ反省会なさってるところに申し訳ないですが、本題に入ってもよろしいですか～？」

「あ、すみません」

　当てつけがましく孔少保が話を戻もどしたので、仕方なく席につく。

「それで、今日は？」

「ええ。実は、琇しゆう有ゆう皇子が皇帝陛下を呪じゆ殺さつしようとしていると密告がありまして」

　あっさりと言い放たれ、季隆はしばし固まった。

　繊せん細さいで内気そうな白はく皙せきの美青年が脳のう裏りに浮かぶ。あの琇有皇子が、呪殺だと？

　一体なんの冗じよう談だんかと眉をひそめて見返すが、孔こう少しよう保ほの表情は変わらず淡たん々たんとしている。

「……確かな話なんですか？」

「それはまだこれから確かく認にんしないと～。しかし現に、琇しゆう有ゆう皇子を城外で見たという証言も入っているんですよ。確かこの五年間引きこもっておいでのはずですよね～？　そう見せかけて城外に出て、何をしてたんでしょうね～」

　わざとらしい言い回しをする孔少保は、まるでこの事態を楽しんでいるかのようだ。

「で、ちょっとずつ調べることになったわけです。聞くところによると、なんと橘たちばな次官は琇有皇子とご友人だそうじゃないですか～。これは話を聞かない手はないと思って～」

「それで訪ねていらした、と」

「豊ほう舎しや人じんがいらしたのを見た時は失敗したなーと思いましたがね。彼女なら皇子を庇かばって私どもの邪魔をしそうですし。出て行ってくれてほっとしました～」

　太子の同母兄である琇有と結ゆい蓮れんが親しいのは周知の事実だ。遠えん慮りよのない孔少保の評も、まあはずれてはいないというところか。

　だが季すえ隆たかは苦にが笑わらいでそれを流した。

「そんなに甘くないですよ、あの子の忠義心は」

「と、仰おつしやいますと？」

「皇帝一族に絶対の忠誠を抱いだいてはいるでしょうけど、それも場合によるんじゃないですか。陛下や太子殿下に仇あだなす者がいたら、皇族の誰だれであってもあの子は許さないと思いますよ」

　そちらの意味でなら突つっ走っていたかもしれないので、席をはずしてくれて助かったが。

「太子殿下のために～ってやつですか。すごいですね～彼女」

「まあ、それが生きる理由みたいに思ってるんですよ」

「そーんなに殿下殿下って言われて、許嫁いいなずけとしては妬やいたりしないんですか？　結けつ婚こん後もあんなふうじゃたまりませんよね～」

　揶や揄ゆするような言葉に、季隆は表情を変えず答えた。

「いや、別に。あの子の大事にしてるものを、俺も大事にしたいだけです」

「ほお～。さすが色男～」

「話戻しますけど。──琇有皇子を疑う根こん拠きよはそれだけだと薄うすいですよね。見み間ま違ちがえとか勘かん違ちがいっていう線もあるでしょ。陛下が調査を命じられるだけの何かが他にもあるんじゃ？」

「正確には陛下ではなく、うちの長官があやしんでましてね。ぶっちゃけると、長年あの皇子に目を付けていたんですよ～」

「長年って、なんでまた」

「おや、あなたともあろうお人が、ずいぶん優やさしい見解をなさっておられる。まさかあの皇子が噂うわさどおりの毒にも薬にもならない人物だとお思いではないでしょう？」

　孔少保が細い目をさらに細くして笑みを作る。邪じや悪あくとも思えるほど楽しげな顔だ。

「琇有皇子は太子殿下の唯ゆい一いつの同母兄、しかし同じ母君を持ちながらその待たい遇ぐうは、天地とまではいかずともかけ離れておられます。そのことにご不満を抱かれたことはなかったんでしょうかね～？　しかもあの方は幼い頃ころから呪じゆ禁ごん道どうの修しゆ行ぎようをしておられました。ご自分から志願なさったそうですが、一体なんのためにそんな突とつ拍ぴよう子しもないことをお考えになったんでしょう？　陛下や殿でん下かのお力になるため？　それとも、人外の術を習得して後宮に妖よう怪かいを放つためでしょうか～？」

　一いつ瞬しゆん、季すえ隆たかはぎくりとした。そのことなら、自分も考えたことがある。

「五年前、業ごう焰えんを後宮に放ったのは琇しゆう有ゆう皇子だと──陛下はお考えなんですか」

「陛下ではなくうちの長官です、さっきも言いましたが。そう仮定するとしっくりきませんか～？　呪禁師ならそれくらいできますよね～？」

「それは、まあ……」

　五年前、突とつ如じよ現れた妖怪・業焰に後宮が襲おそわれた事件。皇后と太子が重傷を負い、女官が数人亡なくなるという大だい惨さん事じだった。季隆が結ゆい蓮れんと出会ったきっかけでもある。

　厚い結界に護まもられた後宮になぜ妖怪が現れたのか。おそらくは、太刀たちに封ふう印いんされていた業焰を何者かが解き放ったのではないかと季隆は思っていた。

　妖怪や悪神を術式で太刀に封じる〝神憑つきの太刀〟という封印術がある。力を持つ者であればその術式を解いて妖怪を解放することは可能だ。

「橘たちばな次官は、琇有皇子の御殿をちょくちょく訪ねておられましたよね？」

「はあ……、え、なんで知って」

「あちらで何か不ふ審しんなものを見たことはありませんか？　封陰省次官のあなたが、よもやただ遊んで帰ってきてたわけないですよね～？」

　薄ら笑いを浮かべながらも、孔こう少しよう保ほの目は何も見み逃のがすまいというように見つめている。

（食えねー人だな……）

　季隆は軽く息をつくと、髪かみをかきあげつつ白状した。

「正直言うと、俺も行くたびにこっそり探さぐってたんですよ。そちらの長官どのと一いつ緒しよで琇有様をあやしんでたんで」

「ほ～、さすが～」

「でもおかしな術をした痕こん跡せきはありませんでしたよ。呪殺だなんて、何かの間ま違ちがいじゃないですかね」

　孔少保が目を細めたまま固まる。

「痕跡が──ない？」

「ええ。まったく」

「またまた～。庇うとためになりませんよ？」

「いや、ほんとに。読書家でいろんな書物を読んでいらっしゃるし、呪禁師の修行してたこともあって術は使えるみたいですけど。でも、ほんとにそれだけだったんですよ」

　思わずぼやくような口調になってしまう。業焰を放った犯人を見つけるのは自分の責任だと思っているから、琇有を庇う気などない。琇有が巧たくみに隠かくしているという可能性があるにしても、季隆が知っている範はん囲いでは何も証しよう拠こらしきものはなかったのだ。少なくとも、呪殺云うん々ぬんに関しては。

　噓うそではないとわかったのだろう。孔こう少しよう保ほは大げさに頭かぶりを振ふると腰こしをあげた。

「まあいいでしょう。そう簡単に尻尾しつぽをつかませるとは思っていませんし～。とりあえず本人に接せつ触しよくしてみます」

「直接ですか？」

　さすがに季すえ隆たかは驚おどろいたが、孔少保は振り向きもせず扉とびらへ向かう。

「ご心配なく。いきなり『呪殺の疑いかかってますけど？』みたいな切り出し方はしませんから～」

　最後までつかみどころのない口調でそう言うと、彼はさっさと出て行った。

　見送った季隆は、先ほどから抱かかえていた思案を胸に自分も書庫を出た。

　琇しゆう有ゆうの件はもちろん気になったが、それより先に確かめておきたいことがあったのだ。
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　皇后の住まう北宮は華はなやいだ雰ふん囲い気きに包まれていた。

　庭を望む一室に置かれた黄色い石の長なが椅い子すに、毛皮が敷しかれている。ふわふわとしたそれは夏が終わったばかりの季節にはそぐわないものだった。

「蓮花節が終わったとたんにこうなのよ。身体からだを冷やしてはいけないからと、太子が自ら贈おくってきたの。ちゃんとここに敷くまで見届けて、やっと帰っていったわ。本当に心配性しような子」

　呆あきれたように笑いながらも皇后はしっかりその毛皮に腰を下ろしている。まんざらでもない様子だ。

　彼女を囲むようにして座った女性たちが、うふふと笑えみをかわしあう。

「わたくしたちのいないところでは、太子殿下はお優しいのよね。ああ見えてお可愛かわいらしいんだから」

「母上様をお気き遣づかいなさっておいでなのよ。ご立派だわ」

「皇后様。太子殿下のご心配のとおり、病やみ上がりでいらっしゃるのですから、どうかお気を付けてくださいませ」

　口々に言ったのは太子の妃きさきたち。耀よう妃ひ、景けい妃ひ、麗れい妃ひの三人である。皇后が五年の眠ねむりから目覚めてからというもの、彼女たちは頻ひん繁ぱんに北宮を訪問して皇后をなぐさめているという。

　護衛という名目で同行してきた結ゆい蓮れんは、隅すみに控ひかえて彼女たちを見守っていた。楽しげな彼女たちを見ていると、悲しさや動どう揺ようが少しだけなぐさめられた。

「わかっていますよ、ありがとう。──ところで耀妃。そなたの発言は聞き捨てならないわね。そなたたちの前では太子は優しくないのかしら？」

　冗じよう談だんめいて皇后が目線をやる。耀妃も心得たもので、「申し訳ございません、言葉が過ぎましたわ」と優ゆう雅がに膝ひざを折ると、悪戯いたずらっぽい目をして顔をあげた。

「そうなのです、皇后様。太子殿下はわたくしたちの前ではいつも仏ぶつ頂ちよう面づらをなさっていますの。おしゃべりをしていても、『いい加減そのよく回る口を閉じろ』なんて仰いますのよ」

「それは耀よう妃ひ様が殿下のお勉強にいちいちお口を挟はさまれるからよ。しまいにはまるで老師みたいになってしまうじゃない。討論が始まると延々終わらないし」

「太子殿下は負まけず嫌ぎらいでいらっしゃいますものね」

　景けい妃ひが無む邪じや気きに指し摘てきし、麗れい妃ひはおっとりと笑う。あら、と耀妃が目を見開いた。

「それを言うならお二人だって。太子殿下をわざと勝たせるなんてこと、なさったことないでしょう？」

「だって、殿下はもともと、さほど香こうには興味がないみたいだもの」

「わたくしも、碁ご盤ばんの前ではつい本気を出してしまいますの」

　遠えん慮りよなく太子の噂うわさ話ばなしを始めた彼女たちを、皇后が鷹おう揚ように制した。

「あらあら。そなたたちのほうが年上なのだから、余よ裕ゆうを持って心を開いてあげないとだめでしょう。太子はそなたたちの好敵手ではなく、夫なのですよ」

「申し訳ございません。皇后様」

　一様にかしこまった三人に、皇后が独り言のようにつぶやいた。

「困ったものね。いつになったら孫の顔が見られるのかしら……」

　三人の太子妃を後宮に連れてきたのは、他ほかならぬ皇后である。耀妃は学問全ぜん般ぱんに優すぐれ、景妃は璉れん国から伝わった香こう道どうに秀ひいで、麗妃は囲い碁ごの達人。彼女たちの才能で息子むすこの後宮を彩いろどろうとしたのだ。

　だが理由はもう一つあった。皇后の、ひいては豊ほう家の息がかかった妃に、次代の太子を産ませるためである。

　煌こう国では碧へき眼がんを持つ御み子こが皇位につく。碧眼は龍りゆう神じんに選ばれた証あかしだ。自動的に御子の生母は皇后となり、その一族には繁はん栄えいが約束される。

　だが多くの場合それは長くは続かない。次の碧眼の御子が生まれれば、権力はしだいにその生母一族へと移っていくからだ。現に今上帝の生母の一族は、もともと政まつりごとに積極的ではなかったこともあって、今では朝ちよう廷ていにほとんど影えい響きよう力を持っていない。

　一族の凋ちよう落らくを恐おそれた豊ほう家は、次の太子の代でも権勢を失わないよう、太子妃をすべて自分たちの手で送り込むことにした。それで選ばれたのがこの三人だった。

　豊家の血は引いていないながら、それぞれ才能に恵めぐまれ、聡そう明めいさを見込まれて選ばれた三人。当時はまだ少女だったが、すでに自身の役割や立場を理解していた。

「いいこと。そなたたちの誰だれが碧眼の御子を産んでも、そなたたち以外の誰かが産んでも、けして争ってはいけませんよ。そなたたちの役目は太子を守ることなのだから」

「はい。皇后様」

　太子妃たちがそろってかしこまる。言いたいことを言い合っているぶん、結束は強い。

　手を取り合う四人を見守りながら、結ゆい蓮れんは思った。

（妃としてというより、きっともっと深いお気持ちで殿下にお仕えしていらっしゃるのだわ）

　太子より年上の彼女たちは、長いつきあいになる琮そう成せいを弟のように思っている節がある。琮成はそれが気に入らないようだったが、結ゆい蓮れんは心強く思っていた。

（私がいなくてもお妃様方が守ってくださるのは間違いない。けれど、私は別の方法で守るとお誓ちかいしたのに……）

　用無し、と言われた冷たい声がよみがえり、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめる。

「さあ、いらっしゃい。あたくしの可愛い娘むすめたち」

　愛いとしげに腕うでを回す皇后に寄り添そい、三人の太子妃たちがくすぐったそうに笑みをかわす。

　若くして後宮に入った彼女たちと、親代わりになって見守ってきた皇后。太子を守り豊ほう家の繁栄を守るという強い目的で彼女たちは結ばれている。けれどその一方では、純じゆん粋すいに慈いつくしみ、慕したっているのだ。その美しい光景に、結蓮は落ち込んでいたことをしばし忘れた。

　まぶしい思いで見つめていると、ふと気づいたように皇后がこちらを見た。

「何をしているの。そなたも早くおいでなさい」

「……？」

　結蓮は訝いぶかしげに室内を見回したが、他に誰の姿もない。

「そなたに言っているのですよ、結蓮」

「……え？　私でございますか？」

「そうですよ。あたくしの娘たち、と呼んでいるでしょう？」

　景けい妃ひが立ち上がって駆かけてくる。さあ、と笑顔で手を引くので結蓮は慌あわてた。

「しかし、私のような者が」

「いいじゃない。誰も見ていないわ」

「景妃様は結蓮様と仲良くしたいだけじゃなくて？　凜り々りしくて素す敵てきだって、憧あこがれていらっしゃるものね」

「耀よう妃ひ様ったら！　どうして暴ばく露ろするのよ」

「よろしいじゃありませんか。結蓮様が物もの憂うげにしておいでなので、皇后様はご心配なさっていらっしゃるのですわ。もちろんわたくしも」

　されるがまま彼女たちの輪に加わった結蓮は、麗れい妃ひの言葉に驚いて顔をあげた。

　皇后は微笑ほほえむと、四人の娘たちに腕を回して抱だき寄せた。

「あたくしがいなかった五年の間、苦労したことでしょう。これからはあたくしが守ってあげるわ。皆みな、安心していらっしゃい」

　やわらかい声がふりそそぐ。自分にはない女性たちの甘やかな匂においに包まれ、初めは硬こう直ちよくしていた結蓮もしだいに身体から力が抜ぬけていた。おずおずと目を閉じてぬくもりに浸ひたる。

　母代わりに面めん倒どうを見てくれた昔と同じだ。大事に思われているのを感じる。あの頃ころのように甘えたくなってしまう。

（……違ちがう。守っていただくのではなく、今度は私がお守りしなければ。ううん、お守りしたい）

　昔と変わらず慈しんでくれる皇后も、分け隔へだてなく輪に入れてくれる太子妃たちも。

　彼女たちだけじゃない。街でもすばらしい人たちにたくさん出会った。友達だとあっけらかんと笑ってくれた紅こう夏かや、紅こう幻げん楼ろうの人々──。

　皆みなを守りたい。今の自分にはその力があるはずだ。少なくとも、あの頃よりは。

　ふいに強い思いがこみあげ、瞼まぶたをあげた。

（そのためには、武官をやめるわけにはいかない）

　いつか大将軍となって太子と国を守る。あの誓いを立てた時の熱い思いがよみがえるのを感じながら、結ゆい蓮れんは決意した。

　なんとしてでも太子に辞令を撤てつ回かいしてもらわなければ。これが自分の生きる道なのだから。
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　風が吹ふき込んできたのか、すだれがかすかに揺ゆれる。

　御み簾す越ごしに見える部屋の中は、巨きよ大だいな香こう炉ろが煙けむりをくゆらせているだけで誰もいない。その細くたなびく煙を琮そう成せいはぼんやりと見つめていた。

　結蓮を罷ひ免めんしてから数日が過ぎていた。

　あの日、退出を命じられた結蓮は抵てい抗こうすることもなく出て行った。辞令がよほど衝しよう撃げきだったのだろう。最後は呆ぼう然ぜんとして口もきけない様子だった。

　彼女が何を思って武官になったのか。それを誰よりも知っている琮成には、今の結蓮の気持ちが手に取るようにわかる。だが撤回するつもりはなかった。

『豊ほう結蓮を、次代の蓮れん女によとすることにした』

　父皇こう帝ていから聞いた言葉がよみがえり、思わず拳を握りしめる。

　皇帝と、建国の聖せい仙せんといわれる臨りん道どう水すい明めい真しん君くん、封ふう陰いん省しようの相そう長官、そして六蓮天てん女によの一人だという瑶よう花かという娘。赤い巨大な宝石のそびえたつ地下宮きゆう殿でんに集つどった彼らは、琮成にこの大陸の秘密と六蓮天女の真実を語った。

　大陸を守るため天てん帝ていが遣わした守護者──それが六蓮天女だというのが通説だ。しかし実は、大陸を支える六つの石柱の隠いん語ごであり、それを守る存在を六蓮天女と呼んでいるのだと。

　天地を支えるその石柱は、蓮女の加護と呼ばれている。

　ところが、何者かが各国の蓮女の加護を襲おそい、これまでに四つの守護石が奪うばわれたという。残る二つを死守するため、あらたな蓮女が選ばれた。それが結蓮だったのだ。

『なぜよりによって結蓮なのですか。結蓮が選ばれた理由はなんだというのです？』

　そんな大層な存在なら、それなりの修しゆ行ぎようなり道を修めた者を選べばいい。そんな思いで詰きつ問もんした琮成に、信じられない答えが返された。

『あの娘むすめは人ではない。龍神の血を引いている』

　答えたのは瑶花だった。自身の胸を指さした彼女の瞳ひとみは力強かった。

『おまえや私と同じだ。蓮女はただびとには務まらない。何百年、あるいは何千年という間、この石を守り続けなければならないのだから──』

（龍神の娘。結蓮が……）

　彼女が流した蒼あおい血を見た時から、人でない存在なのは気づいていた。しかしまさか龍神の血を引いていたなんて。しかもそれを理由に過か酷こくな運命に吞のみ込まれようとしているとは。

　どうして彼女はどんどん手からすりぬけていくのか。琮そう成せいにとってはあの頃のまま、ただの小さな娘なのに。

　重苦しい思いをこらえ、ぐっと目を瞑つぶる。

（そんなことは私がさせぬ……）

　守れるのは自分だけだ。誰にも邪じや魔まはさせない。

　──かた、とかすかな物音がした。

　人の気配を感じて鋭するどく見やった琮成は、静かに入ってきた男を見て眉まゆを寄せた。

「……誰が入室してよいと言った」

　冷ややかな声にもめげず笑え顔がおで拱きよう手しゆしたのは季すえ隆たかだった。

「申し訳ございません。誰もいらっしゃらなかったもので。太子殿でん下かに一つお訊たずねしたいことがございまして」

「相手をする暇ひまはない」

「では手短に」

　憎にくらしいほど落ち着き払はらった態度で、彼は一礼した。

「結ゆい蓮れん嬢じようを解任し、東とう宮ぐう御ご殿てんへの立ち入りを禁じられたそうですが、急にどうされたのです？　太子殿下のなさりようとは思えませんが」

　不ふ審しんに思って探さぐりに来たらしい。へらへらしながらも、やはりこの男は見るところは見ている。ふん、と琮成は鼻を鳴らした。

「わざわざ首を突つっ込むとは、封陰省はよほど暇なのか」

「いやー、ここ数日の彼女の落ち込みっぷりが本当にすごくて、正直困ってまして」

「結蓮の恩人は自分だと言ったそうだな」

　いきなりの話題転てん換かんに、季隆の笑顔が一いつ瞬しゆん固まる。

「……ご存じでしたか」

「あれが嬉うれしげに報告に来た」

「……」

「そなたは確か、結蓮に言うつもりはないと発言したように記き憶おくしているが、どうやらあれはでまかせだったらしい。この私を口先で言いくるめるとは大した度胸だ。なるほど、結蓮も長い間騙だまされていたわけだな」

「いや……、言うつもりはなかったんですが、うっかり言ってしまったといいますか……、いつかは言わないといけないとは思っていましたが、予定が早まったというか」

　思わぬ攻こう撃げきだったらしく、彼はなんとも言えない顔つきで言い訳し始めた。多少ねちねち言って溜りゆう飲いんを下げた琮成は、じっと彼をにらみつける。

「結蓮は、おまえに会えて嬉しいと言った」

　季隆が虚きよを衝つかれたように口をつぐむ。少し皮肉げな笑みを浮うかべた。

「まさか、それでお怒いかりなわけではないですよね？　太子殿下ともあろう御お方かたが、従妹いとこが他ほかの男のことで喜んでいたからといって」

　さっきの意い趣しゆ返がえしのつもりか、それともわざと煽あおっているのか。どちらにしろ、とても太子相手にきく口ではない。琮そう成せいは目を細めて見み据すえる。

「おまえのことが気にくわぬのは確かだ」

「それはそれは、おそれいります。では私にこの場でお叱しかりをくださるということで、彼女をお許しいただけないでしょうか」

「おまえ、結ゆい蓮れんに惚ほれているのか」

　またしても突とつ然ぜんの問いに、季すえ隆たかが再び固まった。驚おどろいたように御み簾すごしに見上げてくるのを琮成はただ見つめ返す。

　やがて彼は観念したように目をそらして答えた。

「……もっと大きな意味で、大切に思っています」

　ふん、と琮成は鼻を鳴らして椅い子すにもたれこむ。

　言い負かしたのに勝った気はしなかった。結蓮がこの男の前でどんな顔で笑うのかと思うと面おも白しろくはなかったが、今はそれを責めるつもりもなかった。

　むしろ都合がいい。恩人の正体が知られたことも、彼が今日ここへ来たことも。呼ぶ手間が省けたというものだ。

「そなた、璉れんの出身だったな。戻もどる当てはあるのか」
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「はい……、船が出れば、ですが」

　季すえ隆たかが怪け訝げんそうな顔になる。内海に隔たった璉れん国へ帰るには、国が定めた定期船に乗るしか方法はない。

　琮そう成せいは感情を出さないよう努めて告げた。

「──結ゆい蓮れんを連れて故郷へ戻るか、一いつ緒しよに国を出ろ」

　皇帝と仙せん人にんと天女が本気になれば、結蓮に逃のがれるすべはない。そうなる前に手を打つのだ。

　ふと、季隆が表情を消す。

「どういうことですか？」

「……理由は訊きくな」

　御簾越しに向けられる不審そうな視線を避さけ、琮成は蒼い宝石が彩いろどる肘ひじ掛かけに、ぎゅっと拳こぶしを握にぎりしめた。
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　北宮を辞した結蓮は、意を決して東宮へ向かった。

　少し足が震ふるえている。遠くに見える東宮府の屋根を見つめ、思わず立ち止まった。

（もし許していただけなかったら、私は朝ちよう廷ていを去らなければならない）

　武官をやめるということは結蓮にとってはそれを意味する。今度は文官になって太子に仕えればいいという話ではないのだ。

（おそらく殿下は、私が御み使つかい様にお会いできて浮かれているのを見み抜ぬかれた。だからお怒りになったのだ。私生活で一いつ喜き一いち憂ゆうする未熟者などいらない、と……）

　実際あの時は数日間仕事もままならなかった。結蓮自身初めてのことで、どうしていいかわからなかったのだ。でもそれは言い訳にならない。太子の怒りを買うには充じゆう分ぶんな行動だ。

　武官として生きるからには、他の喜びは捨てなければ。ようやく再会できた憧あこがれの人との生活も、これからは楽しんではいけない──。

（……殿下には、それも含ふくめて申し上げよう）

　季隆にたしなめられたとおり、これが自分の生きる道なのだから。

　目を閉じて深く深呼吸し、心を落ち着けると、あらためて歩き出す。

　声が降ってきたのは、その時だった。

「そこの娘むすめ」

（──え？）

　結蓮は反射的にそちらを見上げた。

　東宮府へ通じる石敷じきの道が遠く続いている内ない宮ぐうの官街。脇わきには桃ももの木が等とう間かん隔かくに植わっている。そのうちの一つ。青々と葉を茂しげらせた枝に、少女が一人、腰こし掛かけていた。

「あ……」

　以前も見かけたことのある少女だった。あの時も確か木の上にいたはずだ。

　思わず声をあげた結ゆい蓮れんに、にこっと笑いかけると、彼女は白い衣ころもの袖そでをなびかせて枝から飛び降りた。

「その顔から察するに、私のことを覚えていたようだな」

　頭の横で髪かみを括くくった快活そうな顔立ちの彼女は、まっすぐに結蓮を見つめてきた。

　忘れるわけがない。崇すう怜れいに結けつ婚こんを迫せまられていた時に見た彼女だ。そのおかげで注意がそれ、崇怜から逃にげられたのだから、ありがたいと思っていたのだが。

（でも……、この人、人間じゃない……!?）

　姿かたちは人そのもの、しかし彼女を取り巻く空気は明らかに異質だ。妖よう怪かいのような禍まが々まがしさはなく、むしろ清せい冽れつで、純白の雪のような不思議な雰ふん囲い気き。

「どちら様ですか？」

　ひそかに身構えながら訊ねると、彼女は微笑ほほえんだ。

「私は瑶よう花かという」

「瑶花……どの」

「そなたが考えているとおり、幽ゆう鬼きだ」

　そう言って、にこりと笑う。心を読まれたと気づいて結蓮は驚いた。

「何かご用ですか」

「話し相手を探していたら、ちょうど見かけたから。相手になってくれ」

「……話し相手？」

　どういうことだと困こん惑わくしていると、瑶花は少し寂さみしげな顔をした。

「城内の幽鬼仲間も、年々減ってしまってな。最近はこうして一人でぶらついている。でもそなたを見かけて、久々に誰だれかとしゃべりたいという気持ちを抑おさえられなくて……」

「なんと……」

　季すえ隆たかの話では、皇こう宮ぐう内にも幽鬼は多数さまよっているという。封ふう陰いん省しようが調ちよう伏ぶくの対象とするのは悪意をもって人に害をなす者だけなので、それ以外の幽鬼は放置されているのだそうだ。

　彼女もそんな中の一人なのだろう。自分とあまり歳としの変わらないように見える瑶花に、結蓮は同情を覚えた。

「それはもちろん、私でよければ。しかし今は──」

「なに、時間はとらせんよ。こっちこっち」

　楽しげに手を引かれ、桃とう花か園えんのほうへ連れていかれてしまう。太子への直じき訴そに熱い決意を固めていた結蓮だったが、彼女の身の上を思うと強く逆らえなかった。

「そなた、名は？」

　固い石敷きの道を瑶花は裸足はだしで歩いていく。痛くないのだろうかと心配になりながら結蓮は律りち儀ぎに答えた。

「豊ほう結蓮と申します」

「その姿からすると、結蓮は武官なのか？」

「はい。……太子殿でん下かの近この衛え舎しや人じんです」

　桃花園の中にある池まで来ると、瑶よう花かはやっと手を離はなした。中島にかかる橋から身を乗り出し、懐なつかしげに目を細めて水面を見下ろす。

「私の朋ほう友ゆうにも女武官がいたよ。弓の使い手だった。強かったな」

「射手ですか。それはめずらしいですね」

「大した女だった。しまいには将軍にまでなったくらいだ」

「すばらしい方ですね。雪せつ嬉き将軍のようです」

　まあな、と瑶花が笑う。初代皇こう帝ていのもと活かつ躍やくした女将軍の伝説は有名だ。彼女のように女の武官で、弓の使い手で、将軍にまでのぼりつめるなんて、めったにない出世だし才能に恵めぐまれていたのだろう。

「それより結ゆい蓮れん。難しい顔をして歩いていたが、何か悩なやみでもあるのか？」

　のぞきこまれ、結蓮はどきりとした。そんなに表情に出していたなんて。

　黙だまり込んでいると、瑶花が心得たように微笑んだ。

「私は幽鬼だ。誰にも口外はせぬ。こう見えて歳だけはとっているから、何か助言できるかもしれないぞ。ここだけの話だ、言ってみろ」

　橋の欄らん干かんにひょいと腰掛け、足をぶらぶらさせながら瑶花が促うながす。

　結蓮は不思議とあまり迷わなかった。初対面の幽鬼の彼女に、打ち明けたいと思ってしまったのだ。

「……私は、太子殿下をお守りするために武官になりました。煌こう国と太子殿下の御おんためならばなんでもするという覚かく悟ごで任務に励はげんできたのです。殿下のご息災と煌国の繁はん栄えいが私の願い、ただそのためにお仕えしたいと、太子舎人を拝命した折に誓ちかいました」

　瑶花が感かん銘めいを受けたように目を瞠みはる。

「あっぱれな志こころざしだ。でも、それの何を悩んでいるんだ？」

「……太子舎人を解職されてしまいました。おまえは用無しだと、太子殿下からお言葉があって……。普ふ通つうの女に戻って、朝廷から消えろと……」

　あの時のことを思い出すと泣きそうなくらい悲しくなる。あんな冷たい目、冷たい声。琮そう成せいに向けられる日が来るとは思っていなかった。

「……結蓮。それは本当か？」

　深刻な声に訊かれて顔をあげると、瑶花がじっと見つめていた。顔から笑えみが消えている。結蓮がうなずくと、彼女はいまいましげに横を向いた。

「あの、愚おろか者めが……！」

　吐はき捨てた声が苛いら立だっている。鋭するどさに結蓮が面めん食くらっていると、彼女はさっと身を翻ひるがえした。

「すまんな、急用を思い出した。また会おう」

　そう言って駆かけていった瑶花は、橋を渡わたり終えたあたりで、ふっと消えてしまった。

（急にどうなさったのかしら……）

　幽鬼にも急用があるのかと疑問に思いながらも、太子のもとへ向かおうと踵きびすを返し、すぐに足を止める。

「！」

　突とつ如じよ、何かが飛んできて、結ゆい蓮れんはとっさに横へ転がった。

　橋に突つき立ったのは鋭い刃はをした小刀だった。確かく認にんする間もなく次々と襲おそってくる。容よう赦しやのない速さだ。

　紙かみ一ひと重えですべてかわし、木の陰かげに飛び込んで体勢を立て直そうとした結蓮は、背後に気配を感じて振ふり向いた。

「──くッ！」

　抜ぬき放った太刀たちが、かろうじて攻こう撃げきを受け止める。その一いち撃げきまでもが重く確かな太刀筋すじで、柄つかを握にぎる両手がびりびりしびれた。

　荒あらく息をつく結蓮に、朗ほがらかな声が降り注ぐ。

「相変わらず見事だ、結蓮」

「……崇すう怜れい様」

　満足げな笑みを浮うかべ、崇怜が太刀を収めた。

「おまえが歩いていくのを見かけてな。声をかけたくて追ってきたんだ。ついでに昔のようにやってみたんだが、驚おどろいたか？」

　膝ひざをついていた結蓮の腕うでを力強く引き上げ、立たせようとする。結蓮は断ろうとしたが、いつものように彼は笑って見つめてきた。

「本当におまえは、いつになっても照れ屋が直らないな。結婚してからもこうでは困るぞ？」

「……崇怜様。あの」

「そうだ、これから城下に下りないか。美しい布や飾かざり物を見れば少しは心が晴れるだろう。新しく仕立てるといい」

「崇怜様！」

　手を引いて連れて行かれそうになり、結蓮は懸けん命めいに声を張り上げた。

「お許しください。これから東とう宮ぐう御ご殿てんにまいるところなのです。ご同行できません」

　これ以上は時間をおくことはできない。一刻も早く琮そう成せいに直訴して、辞令の撤てつ回かいをお願いしなければならないのだ。

　強い決意が伝わったのか、崇怜は黙り込んだ。苦く笑しように近い笑みを浮かべる。

「なぐさめのつもりだったんだがな。迷めい惑わくだったか」

「……え？」

「琮成からひどいことを言われたんだろう。落ち込んでいたんじゃないのか？」

　瑶よう花かとの会話を聞かれていたらしい。まったく気配がしなかったことを思い、少しぎくりとする。だが彼は、彼女が何者かということよりも話の内容にだけ関心があるようだった。

　彼のその言葉は意外だった。そして、意外だと思ったことを結蓮は恥はじた。

　人の話を聞かないところはあるが、もともと彼は優やさしくおおらかで立派な人なのだ。武人として尊敬していたのに、いつのまにか苦手意識を持ってしまっていた。

「ありがたいお言葉です。ですが、理由あってのことだと思います。太子殿下がむやみにそのようなことを仰おつしやるはずがありません。それを確かめに行きたいのです」

「用無しとまで言われても、琮そう成せいを信じるのか？　そんなに太子が大事か」

「もちろんです」

　崇すう怜れいはしばらく黙っていたが、やがてぽつりと言った。

「昔からそうだったな。殿下、殿下と、そればかり口にしていた」

「……」

「初めて会った時のことをよく覚えているよ。屈くつ強きような男たちの中に一人だけ、折れそうなくらい華きや奢しやな腕で太刀をふるっていた。朝から晩まで休みなく、ただひたすら太子のためにと口くち癖ぐせのように言いながら……。それほどひたむきで純じゆん粋すいな想おもいを、私は見たことがなかった」

　欄干に背をあずけ、崇怜は懐かしむように目を細めて木々の緑を眺ながめている。

「あの頃ころは、崇怜様に大変お世話になりました」

「初めは驚いたよ。いきなり立ち合いの相手をしろと要求されて」

「ものを知らぬ子どもで……申し訳ありません」

　思い出して恥ずかしくなり、結ゆい蓮れんは目を伏ふせた。

　崇怜と出会ったのは、隠いん遁とんした元将軍のもとで修しゆ行ぎようしていた頃のことだ。将軍を慕したう武人たちが集まるそこに、ある日彼がやってきた。立派な武人だという噂うわさを聞いた結蓮は、腕を磨みがくため相手をしてくれと無む謀ぼうにも突とつ撃げきしてしまったのだ。

「構わないさ。今ではいい思い出だ」

　楽しげに笑い、崇怜は笑みを浮かべたまま遠くを見る。

「稽けい古こだと理由をつけて通ううち、私はおまえに会うのが楽しみになっていた。他ほかの男たちも噂していたんだぞ、恐おそろしいほど美び貌ぼうの娘むすめが将軍のもとで剣けん術じゆつに励んでいるとな。だが私が惹ひかれたのはおまえの顔かたちじゃない。おまえのその、清らかな魂たましいに惚ほれたんだよ」

　それは長い間求きゆう婚こんし続けてきた彼の、初めて聞く想いだった。

　ふいに視線が自分に向き、結蓮はどきりとして目を伏せた。ゆっくりと手を取られ、顔をあげるよう促される。

「おまえが欲しい。おまえの肉体も、心も、清らかな魂も。おまえのすべてが欲しいんだ」

「……」

「一いつ緒しよになろう、結蓮。雪せつ南なん府へ行くのが嫌いやなら都に住んでもいい。だから、私の妻に──」

　結蓮は思わず手を振り払はらっていた。

　非礼を働いた自分に、はっとして跪ひざまずく。

「ご無礼をお許しください。ですが……崇怜様のお気持ちにはどうしてもお応こたえできません」

　もう何度こうして断りを入れたかわからない。だが、彼の気持ちを聞いた後だけに、そしてその告白が胸を打っただけに、ことさら丁てい重ちように答えを返した。

　琮成のためにと無我夢中で修行に励んでいた頃の自分を見守ってくれた人。ありがたいし、思い出を共有した兄弟で子しのような存在だと思う。そういう意味では好ましく思ってた。でも、それ以上の感情はたぶんこれからも持つことはない相手だ。

「……なぜだ？　私を敬っていると言っただろう。都を離はなれずともいいと言っている。このうえ何が不満だ？　おまえは一体何がほしいんだ」

「私は誰だれかのものになるわけにはいかないのです。太子殿でん下かにお仕えするかぎり、それは変わりません」

「結ゆい蓮れん！」

　乱暴なほどの勢いで腕をつかまれ、立ち去りかけた結蓮は驚いて見上げた。

　仕草とうらはらに、意外にも彼は微笑ほほえんでいた。

　ぐいと腕を引き寄せ、結蓮に顔を寄せてささやく。

「私はおまえを手に入れる。おまえは必ず私のもとに来る。断言してもいい」

　不思議な笑みだった。まるでそれが本当に真実であるかのような錯さつ覚かくを覚えるほど、静かで穏おだやかな表情。瞳ひとみだけが異様に輝かがやいている。

「忘れるな。おまえはずっと前から、私のものなんだ」

「っ！」

　耳元で告げられた声に、ぞくりと悪お寒かんが走る。

　飛び退のこうとした瞬しゆん間かん、彼のほうから身体からだを離した。

「──おまえがうなずくまで、私は待っているぞ」

　最後に向けられたのはいつもと変わらない笑みだったが──。

　急いで会え釈しやくを返しながらも、結蓮は胸がざわめくのを止めることができなかった。
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　走り去る結蓮を、崇すう怜れいはいつまでも見ていた。

　やがてその姿が見えなくなった頃、木の陰かげから音もなく眼帯の男が姿を現した。

「──よろしいのですか。追わずに行かせて」

　崇怜は身体を翻して欄らん干かんにもたれる。水面に映る橋を見下ろし、つぶやいた。

「蒴さく。結蓮はどうしても私のものになりたくないそうだ。困ったな」

「力ずくで奪うばえばよろしい」

「それではつまらないだろう。私も言ってほしいんだ。琮そう成せいが思われているように、私でなければ嫌なのだ、と。あの清らかな想いを私にも……。だが、なかなかそれが難しい」

　がり、と欄干に爪つめが食い込む。赤い塗と装そうに幾いく筋すじもの傷が走っていく。

「結蓮は太子のためだけに生きている。昔も、今も。琮成が太子であるかぎり、私には永遠に振ふり向かないだろう」

　暗い笑えみをたたえてつぶやいた彼を、蒴は無表情のまま見つめている。

「王よ。あなたは私の希望だ。あなたほどの武人を私は知らない」

「……蒴」

「あなたは太子になりたいのか？　それとも琮成になりたいのか？」

　訝いぶかしげに目をやった主あるじに、蒴さくは深々と拱きよう手しゆして繰くり返した。

「彼女が欲しければ、奪えばいい。──王よ、ご命令を。あなたのためならばこの蒴がどんな願いも叶かなえてさしあげましょう──」
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　帳に閉とざされた黎れい華か殿でんで、琇しゆう有ゆうは一人、水すい盤ばんと向き合っていた。

　銀の龍りゆうの飾りで縁ふち取どられたそれは古ぼけて煤すすけている。水を注いで呪じゆを唱えると、瞬またたく間に真っ黒に変色した。

　やがて水は徐じよ々じよに澄すんでいき、遠くの景色を映し出す。

　この水盤を通せば、どんなに遠くの国だろうと望んだ場所を見ることができる。もちろん、なかなか会えない母や弟の姿も。

　それを眺めるのがこの五年間の琇有のひそかな日課だったが、近ちか頃ごろはそんな使い方をすることは減っていた。

　結ゆい蓮れんたちに見せるのとは別人のような冷静さで、彼は水盤をのぞきこむ。

（一体、どこにいるんだ）

　水面に映る景色の中、捜さがし物を求め、彼の視線は忙せわしなく動く。

（いない……）

　目当ての人物が見つからず、諦あきらめて場面を変える。

　弟の琮そう成せいが映し出された。物もの憂うげな顔をして何かを見ているようだ。なぜかやたら暗い場所にいる。どこだろう。

（……！　これは……）

　水盤の中。琮成の前に、赤い石の柱がそびえている。

　初めて見る光景だった。荘そう厳ごんで、輝かしく、心がうち震ふるえるような。

　琇有は目を見開いてそれを凝ぎよう視ししていたが、はっと気づいて振り返った。

　──誰か、来る。

　この御ご殿てんには琇有が認めた者しか入ることはできない。少なくとも、誰かが無理に押し入ろうとすれば結界がそれを知らせてくれる。

　感覚からして親しい知人の誰かではないようだ。琇有はすばやく水盤の水に触ふれた。訪問者を探さぐるべく黎華殿に場面を転てん換かんさせる。

　ひそかにこんな術をしているのが知られたら事だ。見られる前に隠かくさなければ。

（──映らない）

　水盤には誰の姿も見えない。ただ御殿だけが映っている。

（誰かがいるのは間ま違ちがいないのに）

　回かい廊ろうを近づいてくる気配を感じる。それは確実にこの部屋へ向かっていた。

　身の危険を感じ、全身から汗あせが噴ふき出す。

　琇しゆう有ゆうは、呪をかけて隠しておいた太刀たちを取り出し、それを握にぎりしめた。

　暗い回廊の奥から、ひたひたと足音が近づく──。







　第四章　赤の天女







　太子への直じき訴そは今日も門もん前ぜん払ばらいされて失敗に終わった。

　太子舎しや人じんを罷ひ免めんされては朝ちよう廷ていに出る意味もないのだが、どうしても諦めきれず、結ゆい蓮れんは書庫で待機を続けていた。

「結蓮ちゃーん。そんなに悲ひ壮そうな顔してないで、とりあえず昼飯食べなー？」

　蒸むし上がったばかりの饅まん頭じゆうからほかほかと湯気があがっている。皿にいくつか盛って季すえ隆たかが差し出してくれたが、隅すみに控ひかえた結蓮は丁てい重ちように辞退した。

「ありがとうございます。ですが、無官となった私に昼食をとる資格などありませんので」

「飯くらい食べたところで偉えらい人も怒おこりゃしないよ」

「怒る怒らないの問題ではないのです。朝官でなくなったのに封ふう陰いん省しようの予算で作られた貴重なお食事をいただくわけには──」

「いーから食え！　上官命令！」

　鼻先に饅頭を突つき出され、結蓮は少し詰つまったが、目をそらして答えた。

「恐おそれながら季隆様はもう上官ではありませんので、そのご命令は無効かと思われます」

　思わぬ反論だったのか季すえ隆たかはかちんときたようだったが、すぐに「ほーぉ……」と不ふ穏おんな顔つきになった。

「そんな屁へ理り屈くつで俺から逃にげられると思うなよ……？　こっちには奥の手だってあるんだぞ」

「奥の手？」

「出しちゃおうかなー、師し匠しよう命令。聞かなかったら破門しちゃおうかなあぁ」

　不ふ機き嫌げんそうに迫せまってくる彼に、結ゆい蓮れんはまたも詰まったが、きりっと顔を引き締しめて見上げる。

「弟で子しだからといって甘えるわけには」

「じゃあ夫からのお願い」

「まだ夫ではありません。ただの婚こん約やく者です」

「久々に聞いたわそれ！　なんか懐なつかしいけど否定すんのはやっぱ早いな！」

　驚きよう愕がくしたように叫さけばれ、つい昔の対応をしてしまった結蓮は口を押さえたが、ふうっと息をついて目を伏ふせた。

「季隆様、私は本気なのです。殿でん下かにお許しいただいて武官に復帰するまで、けじめはつけなければなりません」

「俺だって本気ですよ。病気にでもなられちゃ困るからね。今だってこんな青白い顔して」

「！」

　顎あごをつかまれ、顔を上げさせられる。眉まゆをひそめていた季隆が、結蓮の驚おどろきに気づいたのか、唇くちびるの端はしをあげた。
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「それとも俺に看病してほしいの？　あー、それで困らせてるのかあ」

「……っ」

「照れないで！　そこは冷たい視線を浴びせるところだろ!?」

　慌あわてたように季すえ隆たかが手を引っ込める。結ゆい蓮れんは急いで頭をさげた。

「申し訳ありません！　よもや季隆様にそんなことをしていただけるとは、弟子冥みよう利りにつきると思ったら、つい……」

「もー……看病でもなんでもしてやるから、心配させんなってんだよ……」

　怒っていいのか照れていいのかわからないという顔で、彼はため息つきつき髪かみをかきあげる。

　さっさと席について食事を始めていた劉りゆう博士が呆あきれたように口をはさんだ。

「饅頭一つでよくそんなにいちゃつけるわねぇ。いい加減にしないと冷めちゃうわよー」

「ああ、そうだった。とにかく、あったかいうちに食べなさい！　次拒きよ否ひしたら力ずくで食べさせるからな」

「しかし、あんなに温かくておいしいものを私のような無官がいただくわけには」

「力ずくでやるって言ってんだろ！　俺がひ弱だからってあっさり無視するなよ！」

　いつまでたっても終わらないやりとりで騒さわがしいところに、「橘たちばなくーん」と間延びした声が割って入った。

　大おお股またにやってきたのは相そう長官だった。めずらしく表情が硬かたい。

「ちょっと、大変なことになっちゃったよ」

「どうしたんですか？」

　さすがに言い合いを中断して季隆が訊きくと、相長官はちらりと室内の面々を見回した。

「孔こう少しよう保ほが瀕ひん死しの重体で発見されたそうだ」

「……瀕死!?」

「なんでそんなことに」

　誰だれもが驚いて注目する中、さらなる衝しよう撃げきの言葉が続く。

「琇しゆう有ゆう皇子を訪ねて、そこで何か起きたらしい。黎れい華か殿でんは血の海だったそうだよ。琇有皇子は逃とう走そうして行方ゆくえ知れずになっている。これからその対策会議が開かれるんだ」

「琇有様が……!?」

　一体何がどうなっているのか、わけがわからず結蓮は絶句した。季隆も呆ぼう然ぜんとして口を覆おおっている。

「まさか。ほんとに琇有様が犯人だったのかよ……」

「どういうことなのですか？」

　何か知っているのかと見つめると、彼は我に返ったように表情を戻もどし、結蓮を見た。

「……突っ走らないって約束する？」

　真顔で念を押され、結蓮は戸と惑まどいながらうなずく。嫌いやな予感がこみあげてきた。

「五年前の業ごう焰えんの事件、黒幕は琇有様だったんじゃないかって孔少保たちは疑ってたらしい。近ちか頃ごろになって、琇有様が皇こう帝てい陛下の呪じゆ殺さつを企たくらんでるって密告があったとかで、それもふまえて接せつ触しよくしてみるって言ってたんだ。そのことで話がこじれたのかもな」

「ま……！」

　まさかと叫びたくなるような話だった。体中から血の気が引いていく。

　五年前の事件といえば結ゆい蓮れんの人生を変えた一件だ。あれからずっと業ごう焰えんを憎にくんで生きてきた。季すえ隆たかの言うように業焰を故意に後宮に放った者がいたとしたら、それこそ許し難がたい相手だ。

　それについては季隆とも話したことがある。もちろん結蓮は犯人が琇しゆう有ゆうだとはみじんも思わなかったし、その話を聞いた時だって相手にしなかった。

（業焰を操あやつっていたのが琇有様だった……？　しかも、皇帝陛下を呪殺だなんて！）

　そんな馬ば鹿かな話があるはずがないと、ぎゅっと拳こぶしを握りしめる。琇有とは子どものころから知っている間あいだ柄がらだ。そんな恐ろしいことをする人ではない。思わず食ってかかる。

「なにゆえ琇有様がそのようなことをしなければならないのですか!?」

「太子殿下の同母兄でいらっしゃるのに、境きよう遇ぐうが違ちがいすぎるのが不満だったんじゃないかとか、孔こう少しよう保ほたちはそんなふうに考えてたみたいだ」

「そんな……！　何かの間違いです、琇有様はそんな方ではありません！」

　震ふるえる声で訴うつたえる結蓮に、季隆がなだめるように掌てのひらを見せながらうなずいた。

「俺も同感。もし仮にそうだったとしても、こんなに派手に事件を起こすとは思えない。けど孔少保が瀕死の重体になってるのは事実だ。誰かに襲おそわれたってことですよね？」

　問われた相そう長官が小さくうなずく。

「そういうわけで、僕は会議に出なくちゃいけない。続報が入ると思うから、留守を頼たのむよ」

「はい」

　おっとりやの相長官がいつになく慌ただしく出て行ったのが、この事態の緊きん迫ぱくさを物語っているようだった。

　彼を見送ると、結蓮も足早に扉とびらへ向かった。武官として行かなければならないところがある。

　しかしすぐに肩かたをつかんで止められた。

　季隆が諫いさめるように見ていた。何を言われるのか察し、結蓮はこくりとうなずく。

「……大だい丈じよう夫ぶです。太子殿下が心配なので、東とう宮ぐう御ご殿てんに行ってまいります」

　なんの手がかりもない状態で琇有の行方ゆくえを捜さがすほど間ま抜ぬけではない。彼のことももちろん心配ではあったが、今は何より琮そう成せいの安全が最優先だ。

（一刻も早く、殿下のお傍そばにまいらねば）

　犯人が誰であれ、東宮府高官が襲われたというのは異常事態である。皇こう宮ぐうで何かとてつもないことが起ころうとしているような、不気味な不安感がぬぐえなかった。







　東宮御殿へ向かう途と中ちゆうの官府は、どこも浮うき足立っていた。ただ、まだ大々的に公おおやけになっているわけではないようで、事情を知らないらしい官かん吏りらが怪け訝げんそうに顔を寄せ合って話している。

　東宮府を抜ぬけると、東宮御殿の門が見えてくる。これまでのように門番に止められるかもしれないと結ゆい蓮れんは緊きん張ちようしながら走った。

（そうなったら、無理にでも通るまで！）

　ところが予想に反し、門には門番たちの姿がなかった。こんな時に門の守りを固めていないなんてありえない話だ。まさか何かあったのかと周囲を確かく認にんしてみたところ、御殿を護まもる結界はまだ効いているようだった。

（とにかく、殿下のもとへ行こう）

　門をくぐり、結蓮は走った。釣つり灯どう籠ろうの並ぶ回かい廊ろうは延々と奥に続いている。途中で誰かに出くわすかと思ったが、不思議なことに武官も官吏も姿がなく、すんなりと琮そう成せいの部屋の傍そばまで入ることができた。

　ここまで来れば、さすがに無人ということはないはずだ。勝手に入った無礼を咎とがめられるだろうが、心から詫わびて事態を説明しなければならない。

　高鳴る胸を押さえて息を整えていたが、人が出てくる気配を感じ、結蓮はすばやく回廊の端に下がった。

（！　太子殿下）

　侍じ従じゆうたちが持ち上げた帳とばりをくぐって回廊へ出てきたのは、琮成その人だった。秦しん少しよう傅ふをお供にどこかへ出かけるようだ。

　声をかけようとした結蓮は、琮成たちが門とは逆のほうへ──御殿の奥へと歩いていくことに気づいた。

（……？　あちらには確か、広い庭園があるだけのはず。お散歩に行かれたのかしら）

　琮成の耳にも兄の琇しゆう有ゆうの一件は当然入っているだろうし、この緊きん急きゆう時にのんびり散歩をするとは思えない。それにお供が秦少傅だけというのも不自然だ。

　結蓮は少し迷ったが、二人の後を追って歩き出した。

　建物同士をつなぐ屋根付きの回廊を二人は無言でひたすら進んでいく。尾び行こうしている結蓮にはまったく気づいていないようだ。

　やがて琮成たちは、庭園にある廟びようの前まで来てようやく足を止めた。

　背後には皇宮の北を護る低山がそびえている。その緑を借景にした廟は黄色い扁へん額がくに真しん君くん廟と書かれてあった。

（真君廟にお参りなさるということ？）

　琇有のことを祈いのりにきたのだろうか──？

　二人が廟に入っていく。結蓮は意を決して足を速めた。自分も廟に駆かけ込み、膝ひざをつく。

「太子殿でん下か！　豊ほう結蓮にございます。火急の用にて参じましてございます！」

　──返事はなかった。

　怒いかりの言葉が降り注ぐのを待っていた結蓮は、おそるおそる顔をあげた。奥の祭さい壇だんの前に琮成の姿がないのに気づき、慌あわてて見回す。

　琮成はいなかったが、廟の中は無人ではなかった。秦少傅が隅すみに一人で控ひかえていたのだ。

　おかしなことに、結ゆい蓮れんに気づいた様子がない。眠ねむっているかのように立ったまま目を閉じている。

　不ふ審しんに思って立ち上がった時、涼すずしい風が頰ほおを撫なでた。

（あれは──）

　見れば、祭壇に置かれた真しん君くん像の背後の壁かべに、人が通れるほどの穴が開いている。風はそこから吹ふいているようだ。

　驚おどろいて駆け寄った結蓮は、はたと気づいて息を吞のんだ。

（もしや殿下は、あの穴に入って行かれたの？）

　そうだとすると一人だけ姿がないのもわかる。他ほかに外へ出られる場所はないのだ。だがどうして一人で入ったのだろう。そもそもあれはなんなのか？

　考えているだけではらちが明あかない。太子を一人にさせては一大事だと、結蓮は祭壇前の柵さくを越こえて、穴の中に飛び込んだ。







　穴の中は暗く、絶えず風が吹いている。

　不思議と足あし下もとが見えなくて困るということはなかった。細い一本道はやがてゆるやかな下り坂となり、長い階段を延々下ったところでまた平らになった。

（先が明るい……。外に出たのかしら）

　徐じよ々じよに光が差してくる。奥には広い空間があるようだ。一本道から出たとたん、一気に視界が開けた。

　はるか高みまで広がる天てん井じよう。一面に輝かがやくのは光る鉱石だろうか。まるで星空の下にいるかのようだ。石たちが放つ光は地面に溜たまり、下からほのかにあたりを照らし出している。

　その奥──岩いわ肌はだに三方を囲まれるようにして、巨きよ大だいな赤い宝石がそびえたっていた。

「……これは──」

　結蓮は絶句してそれを見上げた。

　これほど大きな宝石がこの世に存在するなんて。いや、そもそもこれは宝石なのだろうか。妙みように清せい冽れつな、いきいきとした気を感じる。まるで生きているようだ。

　けれど、とにかく美しい。

「──結蓮!?」

　驚きよう愕がくしたような声に呼ばれ、結蓮ははっとしてそちらを見た。

　琮そう成せいが一人で立っていた。目を見開いて凝ぎよう視ししているその顔は、信じられないと言いたげに呆ぼう然ぜんとしている。

「おまえ……どうやってここへ来た!?　簡単に入れるところではないのに、なぜ」

　つかつかとやってくるなり強く肩をつかまれ、その剣けん幕まくに結蓮はたじろいだ。

「申し訳ございません、殿下がお出かけになるのを見かけて追ってきたのです。琇しゆう有ゆう様の件で殿下の御おん身みが心配になり──」

「どこから入った!?」

「真しん君くん廟の祭壇の穴からですが……」

「真君廟だと？」

　琮そう成せいは眉まゆをひそめ、不可解という顔で黙だまり込んだ。どうしたのかと結ゆい蓮れんが見つめていると、彼は何かに気づいたように顔色を変えた。

「私は真君廟など行っていない。ここへは別の場所から入った。常人にはわからぬ入り口からな。もちろんおまえも知らぬところだ」

「……え？　ですが」

　きょとんとする結蓮をよそに、琮成は青ざめてつぶやく。

「まさか……、わざと、ここへ……」

「そうだよ」

　ふいに女の声が割り込み、二人は同時に振ふり返る。

　白い衣ころもを着た娘むすめが闇やみの中なかからすべるように現れた。

「結蓮をここへ導いたのは私だ、琮成」

　そう宣言したのは、内ない宮ぐうで出会った瑶よう花かという幽ゆう鬼きの娘だった。

「結蓮を私の結界に包んでここまで送ってやった。東宮御殿の者に見とがめられたら面めん倒どうだからな」

「私は聞いていません。こんなふうに知らせるなど──。なぜですか。承しよう伏ふくできません」

「おまえが甘ちゃんだからに決まってるだろう」

　怒りをあらわにする琮成に、瑶花がぴしゃりと言い捨てる。二人の間に冷たい空気が流れた。

（殿下……？）

　信じがたいことが連続で起こり、結蓮は啞あ然ぜんとしていた。琮成が怒おこったところを見たのは生まれて初めてだったし、太子をぞんざいにあしらう娘などこれまで存在しなかったのだ。

　それに、気のせいだろうか。琮成がまるで結蓮を庇かばうように立っている。

「すまんな、結蓮。そなたに一つ噓うそをついていた。私は幽鬼じゃないんだ」

　瑶花があらたまったように向き直る。結蓮は困こん惑わくしながら彼女を見つめた。

「ですが、急に現れたり消えたりなさっていました」

　ふふっと、彼女は微笑ほほえましそうに笑う。

「まあ、そういうことができる生き物なんだよ。六ろく蓮れん天てん女によというのは」

（──六蓮天女？）

　急にそんな名めい称しようが出てきて戸と惑まどう結蓮を、琮成が後ろへ押しやった。

「おやめください！　結蓮はまだ何も知らないのです」

「おまえは黙っておれ」

　声を荒あらげる琮成に構わず、瑶花は平然として目をそらさない。

　結蓮がなおも当とう惑わくしているのを見てか、彼女は小さくうなずいた。

「六蓮天女の伝説が偽いつわりだったというのは聞いているだろう？　燎りよう幻げん……ああ、真君と呼ばれているんだったか、あいつから」

「はい……少しですが」

　この大陸を守護するため、天てん帝ていが遣つかわした六人の天女。天帝の御み印しるしである蓮の花にちなんで六蓮天女と呼ばれる彼女たちは、今でもなお人々の信しん仰こうを集めている。

　だが実は、その逸いつ話わには隠かくされた事実があるという。

「六蓮天女というのは六人の天女ではなく、大陸を支える六つの柱なのだと……。現在の六国に存在していると」

「そうだ。朧ろう、煌こう、汀てい、采さい、璉れん、坦たん、六りく雄ゆうと呼ばれる六つの大国にそれぞれ存在する。白、赤、青、緑、黄、黒。六色の石柱がな。この煌は赤の石柱を代々護まもり、そして護られてきた。これを六蓮天女の加護という」

　まさか、と結ゆい蓮れんは巨大な宝石をふりあおぐ。煌国にあるのは赤、ということは。

「そう。これが赤の〝天女〟だ」

　同じく宝石を見上げながら瑶よう花かが静かに言った。

「この石柱は、面倒なことに個体では輝かない。守護者となって誰だれかが傍そばについていないとだめなんだ。私も詳くわしい仕組みはよく知らんが、守護者がいなくなって国が傾かたむいたという事例があったから、まあそういうことなんだろう」

　結蓮は呆然と赤い石柱を見つめていた。つまり、石柱と守護者とは対ついであるのが必ひつ須すということか。六つの石柱と六人の守護者で大陸は支えられている。

「守護者を指して六蓮天女と呼ぶこともある。この煌では私のことだが」

　え、と結蓮が驚いて目を戻もどすと、愛いとしげに宝石を見上げていた瑶花もこちらを見た。彼女の衣の袖そでがひるがえり、闇に白い軌き跡せきがなびく。

「──結蓮。私の後を継ついで、六蓮天女になれ」

　言葉が耳に飛び込んできたような感覚がした。

（天女に、なれ……？）

　凝視した結蓮は、その時初めて、彼女の瞳ひとみが翠みどり色をしていることに気がついた。

　碧へき眼がんの持ち主といえばただの人ではない。特にこの煌国では、龍りゆう神じんに選ばれた者しかありえない。

「あなたは──どなたなのですか」

　知らず知らず、声が震ふるえていた。とんでもない場所に放り込まれたことを今さらながら身にしみて感じる。

　瑶花は微笑み、結蓮が考えもつかなかった答えを返した。

「臨りん瑶花。煌国の初代皇こう帝ていだ」

「……!?」

（初代、皇帝……!?）

　前王朝を倒たおして煌を興おこした女王。煌の民たみすべての尊そん崇すうを集める存在。

　だが彼女が生きたのは遠く六百年も昔のことだ。それこそ幽鬼でもなければこうして話をすることはできない。いやそれよりも、名高い女じよ帝ていがまさかこんな年若い娘だなんて。

　結ゆい蓮れんはどうしていいかわからずに琮そう成せいを見た。彼が驚おどろいていないのを見て、とっくに知っていたのだと気づく。これは、夢でもなんでもないのだと。

（この御お方かたが、太祖帝てい……！）

「ああ、かしこまらなくていい。それより話の続きだ。急いでいるのでな」

　跪ひざまずこうとする結蓮を鷹おう揚ように止めると、瑶よう花かはじっと見つめてきた。

「石柱が傷ついたらどうなるかは知っているか？」

「……確か……、大陸が沈しずんでしまう、とか……」

　真しん君くんに聞いたことを必死で思い出し、乾かわいた喉のどから声を押し出す。実際そうして水に沈んだ国があったはずだ。

「今の汀てい国がそうだ。六百年前、蓮女の加護が襲おそわれて破は壊かいされた。大地は崩くずれ、ほとんどが水に沈み、今では無数の島が浮うかぶ国となっている。私は当時、それを目まの当たりにした。恐おそろしいと思うと同時に、二度とこんなことは起こさぬと誓ちかった。先代から赤の天女を受け継いだのはそれが理由だ」

　汀国が諸島国であるのは周知の事実だ。そうなった原因を見てきた人から話をされるのは、衝しよう撃げきだった。

「先代……ということは、これまでにも天女がいらしたということですか？」

「そうだ。この石は煌こう国を守っているわけではない。大陸の要のこれがある地にたまたま煌が建国されたが、前の王朝も、その前の王朝も、同じようにこの石柱を護ってきた」

　瑶花はすっと赤い石柱を見上げた。見た目は若いが、その静かなまなざしには老成したものが感じられる。

「その時の襲しゆう撃げきで大陸はゆがみ、護りを強化する必要があった。私は先代からその話を聞いてすぐに引き受けた。死ぬ思いで興したこの煌を崩してはならぬという一心でな。この世にいる間は皇帝として国を治め、寿じゆ命みようで死んだということにして天女を継いだ。六百年前の話だ」

　六百年。

　一口にそう言われても途と方ほうもない話だ。彼女にとってはどんな歳月だったのかわからないが、結蓮にしてみればそのすべてが国の歴史なのだ。

　それまで淡たん々たんと語っていた瑶花が、きつく眉を寄せた。

「だが今また同じ危機が大陸に迫せまっている。六つの蓮女の加護のうち四つまでが襲撃され、守護石が奪うばわれた。朧ろう国の白の天女、汀国の青の天女、采さい国の緑の天女、坦たん国の黒の天女……、皆みな無事ではあるまい」

　安否を想おもっているのか横顔が厳しい。彼女が赤の天女として守っているのと同じように、他国にも天女たちがいるのだ。今さらそれを実感し、結蓮は身を乗り出した。

「他ほかの天女の皆様とはご面識が？」

「盟友だからな。この大陸を共に護る、大事な仲間だよ」

（共に、護る……）

　その言葉が心に響ひびいて深く沈んでいく。

　瑶よう花かと同じく地下の石柱を護る天女が、この世にあと五人いるわけだ。結ゆい蓮れんたちが何気なく暮らしている世界を彼女たちが守っていた。けれど襲撃を受けた彼女たちが無事でいるのかも今はわからない。

　瑶花が、右の手首にはめた赤い玉製の鐲うでわをこちらへ向けた。

「これが守護石だ。これを持つことで石柱と共鳴し、輝かがやかせることができる」

　巨きよ大だいな宝石と同じ輝きをしたそれは、赤い光を放ちながら形を変え、掌てのひらに載のるほどの丸い玉になった。

「六つのうち四つのそれが、奪われた、と……」

「そのようだ。まず間ま違ちがいなく煌こうと璉れんも狙ねらわれるだろう」

「ですが──、襲撃されたと仰おつしやいましたが、一体誰にそんなことができるというのですか？　どんな妖よう怪かいであっても無理なように思います。ましてや人間にできるはずが……」

　もとはこの世で人として生きていた瑶花だが、世界の要を守る存在となった今は神しん仙せんに近い力を持っているはずだ。他の天女もそうだろう。簡単に手出しできるはずがない。

　彼女は再び厳しい顔になって告げた。

「龍神の太刀たちの持ち主になら、それができる」

「龍神の太刀……」

　それが何を意味するのか、とっさにわからなかった。

　手に入れた者にあらゆる望みをもたらす伝説の霊れい刀とう、龍神の太刀。だがそれはあくまでもお伽とぎ噺ばなしの世界のことだと思っていたのに。

「何者かが手に入れ、そして太刀を抜ぬいた。太刀に宿った黒こく龍りゆうに憑つかれ、次々と蓮れん女によの加護を破壊したんだ」

「そん、な……。では、襲われた四つの国はすでに……!?」

「いや、まだ大地崩ほう壊かいまでは至っていない。いろいろと大変なことにはなっているだろうがな。我が盟友たちが踏ふん張っているのか、それとも龍神の太刀の主あるじに他の目的があるのか──」

「他の、と仰いますと」

「煌国の赤の天てん女によと璉国の黄の天女、どちらも奪ってから一気に大陸を破壊するのかもしれん」

　物ぶつ騒そうという形容では可愛かわいらしいとすら思える話に、血の気が引いた。どこか遠い世界の話を聞いているかのようなつかめなさでありながら、恐きよう怖ふがひしひしと立ち上ってくる。

　一体なぜ、そんな恐ろしいことが起こっているのだろう。

「その者の目的はなんなのですか。大陸が沈めば自分だって死んでしまうでしょう」

「龍神の太刀は破壊の太刀だからな。主となった者が得るのは望みの物ではなく、破壊者としての凄すさまじい力のみ。あれは蓮女の加護を破壊できる、ただ一つの得物なんだ」

「……そんな……」

　お伽噺には残ざん酷こくな真実が隠かくされていたのだ。

　そんな武器を持つ者が、今この世界のどこかにいる。結ゆい蓮れんはごくりと唾つばを飲み込んだ。

「破は壊かい衝しよう動どうの赴おもむくままに大陸を沈めようとしているのですか？　それだけのために？」

「この大陸が、太古の昔、巨大な亀かめが朽くちてできたという話は知っているだろう。黒龍はどうやらその大亀と因いん縁ねんがあったようだ。石柱をすべて破壊すれば大亀が復活するとでも思っているのかもしれん」

「……」

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない話が次々に出てきて、もう言葉が見つからない。大亀の話すらただの神話ではなかったなんて。

「大亀を復活させて仲良くしたいのか、復活させた上で叩たたきのめしたいほど険悪な仲だったのか、それともただ破壊する快楽に溺おぼれているだけか、黒龍の目的はどうでもいい。だが絶対にやらせるわけにはいかん。愚おろか者は私が止める」

　厳しい声に、はっと見ると、赤い宝石を見上げていた瑶よう花かも結蓮を見た。

「苛か烈れつな戦いになるだろう。守護者の力は無限ではないから、おそらくそれで使い果たすと思う。そうなれば私はもう務めを果たせない」

　彼女の掌にあった赤い守護石が、やわらかく輝きながら頭上にのぼる。

「だから結蓮、私の後を継ついでこれを護まもってほしい。これと、この煌こう国を護ってくれ」

　その言葉が、またも心の奥へ響いていく。

　瑶花のまっすぐな視線は、それを見み透すかしているかのようだった。

「私に話してくれたな。太子と国を守りたいと。赤の天女となればその誓いを守ることができる。違ちがうか？」

「……」

（……確かに、そうだ……）

　守護者というのがどんな存在なのか、具体的なことは何もわからない。でも石柱を護ることで大地を支え、国を守ることになるのはわかる。太子や、大事な人たちを護れることも。

　太子と国のために身をささげて仕えるという望みに、これほど適した使命はない──。

　──ガツッ、と鈍にぶい音がした。

　我に返って振ふり向いた結ゆい蓮れんは、うずくまった琮そう成せいが自身の手に石を打ち付けているのを見て仰ぎよう天てんした。

「殿でん下か!?　何をなさいます、おやめください!!」

　飛びつくように手を押さえる。容よう赦しやなく打ったのだろう、血だらけで傷がむきだしだ。

　琮成は何も言わず、ただ瑶花を見上げた。蒼あおい目には憎にく々にくしげな強い光が宿っている。

　その視線を平然と受け止め、瑶花は小さく笑った。

「自分で術を破ったか。太子に生まれただけのことはある。しかし動けるようにはなっても、声までは戻もどらないようだな？」

「術……!?」

　瑶花の話に気をとられていたとはいえ、そういえば琮成が一言も口を挟はさまなかったことに結蓮はようやく気づいた。まさか術にかかっていたなんて。

　それを破るため自ら傷つけたのだと悟さとった瞬しゆん間かん、ざっと頭に血がのぼった。

「殿下、大だい丈じよう夫ぶでございますかっ!?　ああ、なんということを……！　太祖陛下、これはあんまりでございます！　殿下のお手が、こんな、血が……っ！」

　初代皇こう帝ていという途方もない尊い御お方かただというのも吹ふき飛び、食ってかかる。自分が傍そばについていながら琮そう成せいに怪け我がをさせてしまった。目がくらむほどそれが悔くやしかった。

「そう怒おこるな。そやつがあまりにも甘ちゃんのわからずやだから、話が終わるまで黙だまらせていただけだ。──なあ、琮成」

「……、天女には、させませぬ」

　かすれた声で琮成が言った。臆おくすることなく瑶よう花かを射るような目で見み据すえている。

「結ゆい蓮れんは私にとって妹のようなもの。誰だれが許しても私は差し出しませぬ」

「まだそんなことを言っているのか。いい加減にするがいい！」

　瑶花の厳しい一いつ喝かつがこだまする。気き迫はくで、地下宮の底にたまった光がゆれたように見えた。

「私が去れば煌こうを地下から支える者がいなくなるのだぞ。そうなれば国そのものが沈しずむ。わかっていながら見過ごすのか？　従妹いとこ可愛かわいさに惑まどわされて、他はどうなっても構わんと言うのか！」

「だからといって、結蓮を犠ぎ牲せいにするのは納なつ得とくがいきませぬ！」

　反はん駁ばくした琮成の激しい口調に、傍かたわらで気き遣づかっていた結蓮はびくっと震ふるえた。
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　いつもはみじんも乱れのない琮そう成せいの髪かみが少しほつれている。だが彼の強いまなざしの前ではそれすらかすんで見えた。

「もしこの話が周知の事実となった時、顚てん末まつを知った者すべてが結ゆい蓮れんを天女にと言うでしょう。断れば国こく賊ぞくだと罵ののしって叩きのめすでしょう。これでは人ひと身み御ご供くうではございませんか。自ら望まれたあなた様とは違い、この結蓮は自分で自分の道を選ぶことが許されない娘むすめです。私が阻そ止ししなければ、国のすべての者たちによって差し出されてしまう。……可哀かわい相そうな娘なのです」

　声が少しかすれた。血で汚よごれた拳こぶしが一いつ瞬しゆん小さく震える。

「太祖帝ていの仰おおせのことは承知しております。私も太子としてそうすべきだとわかっております。しかし──、結蓮は私に、守るとはなんなのかを教えてくれた……大切な妹なのです。とても天女になどさせられませぬ」

　苦く悩のうのにじむ声で、絞しぼり出すように彼はそう言った。眉まゆ根ねをきつく寄せ、瑶よう花かから目をそらさない。

（……殿下……）

　瞳ひとみを見れば彼がいかに葛かつ藤とうしていたのかがわかる。太子としての思いと、従兄いとことしての思い。どちらをとりたいのか、とるべきか。

「だから結蓮を罷ひ免めんして、遠くに逃にがそうとしたのか？」

「──え？」

　結蓮は信じられない思いで横顔を凝ぎよう視ししたが、視線に気づいているはずなのに琮成は振り向きもしなかった。ただじっと瑶花を見据え、唇くちびるを引き結んでいる。

「……私には、他ほかに守れるすべがございませぬ」

　うめくような、悔しげな声だった。結蓮に罷免を言い渡わたした時とはまるで違う、今にも嚙かみつきそうな激しい目だ。

　横顔を見つめているうち、結蓮の脳のう裏りにさまざまな場面がよみがえった。

『これからは、どんなことでもわたしを頼たよりにしろ。兄様と思えというのはそういうことだ。わかったな？』

　皇后から太子を兄と思って慕したえと言われ、わけもわからずくっついて回っていた頃ころ。迷めい惑わくな顔を見せるどころか、転んだ結蓮に手を差しのべてそう言ってくれたこと。

『結蓮は、けがはなかったか？』

　業ごう焰えんに襲おそわれて大おお怪け我がをしているというのに、まず結蓮の心配をしてくれたこと。

『では、わたしもおまえを守ってやるぞ。安心しているがいい』

　泣く結蓮を病びよう床しようからなぐさめてくれたこと──。

　そうだ。いつだって彼は優やさしかった。

　結蓮が武官になってからはそういうやりとりはなくなってしまったが、本当はずっと思ってくれていたのだろうか。あの頃のように、兄として妹を守ると。

　結蓮が思いもよらないほどに、大切に想おもわれていたのだろうか？

「……殿下」

　驚おどろきと感動で胸がいっぱいになり、そう呼びかけるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。琮そう成せいは一瞬目を伏ふせ、振り返りかけたが、やはりこちらを見なかった。

　二人を交こう互ごに見やり、瑶よう花かが静かに口を開く。

「おまえにも大切なものはあるだろう。それはわかる。だが、おまえはいずれこの国を統すべるのだ。国を守るためどうするべきか、それを最優先に考えねばならん。わかるな？」

　かつて国を興おこし、六百年の間天てん女によとして守ってきた人。彼女の言葉には、さすがに重みがあった。何か言いかけた琮成が言葉を吞のむと、瑶花は結ゆい蓮れんを見た。

「そなたはもう帰れ。道案内は石がしてくれる。突とつ然ぜんのことで驚いただろう。冷静になって考えるがよい」

「……、はい」

　結蓮は琮成を見たが、彼が何も言わないので仕方なくうなずいた。初代皇帝陛下の命令では逆らえない。それに、混乱が大きくてぼうっとしているのは事実だった。

　座り込んだままの琮成を気遣いながら立ち上がると、そっと息を吐はいて瑶花に向き直る。

「最後に、お訊たずねしてもよろしいでしょうか」

「なんだ？」

「あなた様の後を継ぐとなると、ずっとこの場所にいることになるのでしょうか。世間から隔かく離りされての生活を送るのですか？」

　赤い石柱の前には神木の枝で飾かざられた座ざ敷しきのようなものがある。きっとあれが居場所になるのだろうとなんとなくわかった。

「ずっとではないよ。私のようにふらふら出歩いても構わん。遠出は無理だがな。ただし、豊ほう結蓮としての人生はなくなる。隔離とまでは言わんが、友人知人とは今のように会えなくなる。寿じゆ命みようも違ってしまうし、文字どおり住む世界が変わるから」

　結蓮はごくりと唾つばを飲み込んだ。自分の人生がなくなる。曖あい昧まいだが恐おそろしい言葉だ。

「……では、もう一つ。天女という存在はどう解かい釈しやくしておけばいいのでしょう？　太祖陛下が術を使用なさったり長年お務めをなさったりしておいでのところを見ると、たとえば、神しん仙せんのお仲間ということになるのでしょうか」

　彼女は六百年以上も天女を務めている。それとも、一度死んでから天女になるのか？

「確かにややこしい存在だな。やたら長生きだが、完全無欠の不死身というわけではないし、なんでもかんでも便利な術が使えるでもない。ただ言えるのは、人ではない別の生き物になるということだ」

　その答えは、思いのほか深く心をえぐった。

　人ではなくなる。今でさえ人ではないのに──自分は一体、何になってしまうのだろう。

「他に訊きたいことはあるか？」

「では最後に。……なぜ、私なのでしょうか？」

　国を守る天女として選ばれたのはとても光栄だと思う。だがその理由に皆かい目もく見当がつかなかった。

　すべるように近づいてきた瑶よう花かが、結ゆい蓮れんの胸に指で触ふれる。

「ここに痣あざがあるだろう？」

「！　はい。蓮はすの花のような……」

「よく見るとわかるが、それは普ふ通つうの蓮花じゃない。彩さい玉ぎよく蓮花という、玉ぎよつ皇こう上帝の御み印しるし花ばなだ」

　目を見開いた結蓮に、瑶花は優しく微笑ほほえんだ。

「そなたを選んだのは玉帝だ。私はそれを見つけ出しただけ。生まれた時からそなたの天命として決まっていたんだよ。結蓮──蓮の乙女おとめを結ぶ者。これから他の天女たちとともに護まもっていってほしい」

「……」

「さあ。もう行くがいい」

　そっと促うながされ、結蓮は呆ぼう然ぜんとしたまま踵きびすを返した。

　足あし下もとの石が道なりにきらめいている。これが道案内らしい。

「──結蓮」

　硬かたい声に呼ばれ、はっとして振ふり返る。琮そう成せいが険しい顔でこちらをにらんでいた。

「私の命令を忘れたか」

「殿でん下か……」

「武官をやめろと言ったはずだ。皇こう宮ぐうに来る理由もないのに、なぜうろついていた。私に背そむくつもりなのか」

　厳しい叱しつ責せきに、答えられない。彼の怒いかりは本物だ。詫わびも言い訳も受け入れられないのを感じて、結蓮は立ちつくす。

　にらみつけていた琮成の表情が、ほんの一瞬くずれた。苦しげに、後こう悔かいしているように。

「……普通の女に戻もどって好きに生きよと、私は初めから言っていたはずだぞ。おまえが武官になると言い出したあの時から、ずっと……」

　拳を震わせ、眉まゆをきつく寄せる彼を、結蓮は言葉もなく見つめた。

　十四歳のあの日、武官となった報告をした時の琮成の啞あ然ぜんとした顔がよみがえる。ただ大人しいだけだった従妹いとこが急にそんなことを言い出して、彼が動どう揺ようしていたことも──。

　再び険をのぼらせ、琮成が口を開く。

「もし天女になることを選んだら──私はおまえを許さぬ」

　押し殺した声と激しいまなざしに、びくりと心臓がはねる。

　結蓮は何も言えず、一礼すると道案内に従って小走りにその場を立ち去った。







　足音が闇やみに吸い込まれ、やがて聞こえなくなる。

　膝ひざをついたまま動けずにいた琮成は、手をとられて我に返った。

「派手にやったものだな」

　石で打ったほうの手を瑶花がそっと包み込む。結蓮が当ててくれていた布からほのかな香かおりが立ち上った。

「……すまんな。子孫に苦労を強しいて、我ながら情けない」

　先ほどの厳しい態度とはうらはらな言葉。それが懐かい柔じゆうでないことは手当てをする優しい仕草からわかる。琮そう成せいは目線を上げないまま、こみあげる感情をこらえた。

「──わかっているのです。私がやったのは無む駄だなことだと」

　逃にげろと言っても逃げはしまい。子どもの頃の不器用な笑え顔がおと、現在のすがすがしいまでの無表情が交互に浮うかび、思わず目を瞑つぶる。

　彼女の願いがなんなのか、自分が一番わかっている。嫌いやというほどに。

「あれは少しも、私の言うことを聞かなくなりましたから……」

　すべてを知った結ゆい蓮れんがどの道を選ぶのか。──本当は、最初からわかっていたのだ。
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　石に導かれて真しん君くん廟びようまで戻ると、秦しん少しよう傅ふがまだ目を閉じて控ひかえていた。

　結蓮はそっと廟を抜ぬけ出し、回かい廊ろうを走り出す。瑶よう花かのしわざなのか、やはり誰だれからも見とがめられることなく門を出ることができた。

　東とう宮ぐう府ふに入ったあたりで、急に耳に喧けん噪そうが戻ってくる。行き交かう官かん吏りの姿が目に入り結蓮はほっとした。こちらの世界に帰ってきたらしい。

（天女になったら、ずっとあの静かな世界で暮らすことになるのだろうか……）

　地下深いあの場所で、赤くそびえ立つ宝石と向かい合い、何百年も護り続ける。途と方ほうもなさ過ぎて、そんなことをしている自分というのが想像できない。

（どうして私なのかしら。剣けん術じゆつしか取り柄えがないのに、天女になんてなれるの？）

　人ではない存在だから選ばれたのだろうか？　そう思ったら胸がちくりと痛んだ。だが結蓮は顔をあげて前を見み据すえた。

　もしそうだとしたらありがたい話ではないか。この世では疎うとまれていた自分が、国を支える存在になれるのだから。

　国を守りたいのは本心だし、迫せまる危機を聞かされた今、断っていいとは到とう底てい思えない。自分が考えていたのと手段は違ちがうが、あの誓ちかいを守ることだってできる。この話は受けるべきだ。

（……殿下はお怒りになるだろうけれど……）

　最後に琮成が見せた激しいまなざしを思い出し、結蓮は目を伏せた。

　あれほど深い想おもいで見守ってもらっていたことに報むくいたい。そのためにはやはり、天女になるしかないのだ。

　頭の整理がつかないまま自分に言い聞かせながら歩くうち、封ふう陰いん省しようまでたどりついていた。

（このお話をお受けしよう。それが私の役目だ）

　太子の役に立てる。国を守ることもできる。迷うことはないはずだ。

　強ごう引いんに結論を出し、書庫へ続く回廊に足を踏ふみ入れた時だった。

「結ゆい蓮れんちゃん」

　背後から呼ばれ、結蓮はびくっとして振り向むいた。

　本庁のほうから出てきた季すえ隆たかが、扇せん子す片手に驚おどろいたように見ていた。

「おかえり。どうした、そんなにびっくりして」

「……、いえ……」

「長官宛あてに報告とか来るから、こっちで待機してたんだ。太子殿下のほうはどうだった？　結構時間かかったね」

「あ……」

　心臓の鼓こ動どうが速くなっていく。回廊を近づいてくる彼を、結蓮は凍こおりついたように見つめた。

　天てん女によになって国を支え、琮そう成せいや大事な人たちのことを守れるなら本ほん望もうだ。自分の人生がなくなろうが人でなくなろうが構わない。けれど──。

（そうしたら、季隆様にも会えなくなる）

　そのことに気づいて、言葉が出てこなかった。

（やっとお会いできたのに……）

　ずっと憧あこがれていた人。迎むかえに来てくれるのを五年間待ち続け、ようやくそれが叶かなったのに。

「どうしたの？」

　怪け訝げんそうに顔をのぞきこまれ、はっと我に返る。季隆が目の前まで来ていたことに初めて気がつき、結蓮は動揺のあまり目をそらした。

「……はい。こちらで待機しているようにとのご指示をいただきました」

　とっさに噓うそをついて、書庫に向かって足早に歩き出す。六蓮天女を継つぐ話はとてもできそうになかった。

「お手伝いすることはありますか？　なければ書庫の整理を──」

「ちょい待ち」

　低い声で呼び止められ、どきりとして足を止めた。

　振り向くと、季隆が不ふ機き嫌げんそうに扇子であおいでいる。

「噓ついちゃいけないよ」

「そんな、噓なんて」

「上官に噓ついたらおしおきだって言ったろー？　ほらほら、何を隠かくしてるのか言ってみな」

　すたすた歩いてくると、彼はひょいと結蓮の顎あごを指で持ち上げた。いつもの悪ふざけの時の顔で笑っている。

　以前だったら、またおふざけばかりと呆あきれて言葉も出なかった場面だ。それなのに今は不思議と懐なつかしかった。

（呆れたふりをして、楽しんでいたのかもしれない。こんなふうに笑いかけてくださるのが、本当は嬉うれしかった）

　自分に対して悪ふざけを仕し掛かけてくれる人なんてそれまでいなかったから。ありがたいことなのだというのも気がついていなかった。

（私は……知らないうちに、いつもこんなに幸せをもらっていたのに）

　天女になれば、きっとこんなやりとりは二度とできないだろう。それを思うと胸が張り裂さけそうな思いがした。

　ふっと季すえ隆たかが真顔になって見つめてくる。

「ほんとは、何かあったんだろ？」

「……いえ」

「言いたくないの？」

「なんでもありませんので」

　結ゆい蓮れんは懸けん命めいに冷静な表情をはりつけ、首を振ふる。季隆が目を細め、顔を近づけてきた。

「ほーぉ。そんなにおしおきしてほしいのか。悪い子だねえ」

「違います」

「俺は別にいいんだよ？　そういうの大好きだから。ほらほらほらほら」

　顎をふにふにと揉もまれ、結蓮はキッと顔を引き締しめて見上げた。

「お言葉ですが、季隆様こそお仕事を抜け出しておられるのではありませんか？　今は非常事態です。おふざけはおやめください」

「お、前みたいなつんつん結蓮ちゃんに戻ってきたな。いい傾けい向こうだ」

「……おやめになってくださらないなら、本庁まで担かついで運びますよ」

「怖こわっ。絶対本気だろ、その発言。でも結蓮ちゃんに怒おこられるの久しぶりだからもうちょっと遊んじゃおう」

　ふふんと満足げに笑う彼に言い返そうとした結蓮は、思わず言葉を吞のみ込む。

　見つめている季隆が、意地の悪い台詞せりふや仕草とうらはらの表情をしていたから。

　楽しげに笑ってはいるものの、まなざしはまだ疑いを解いていない。案じるように見つめられ、見み透すかされたくなくて結蓮は目をそらした。

「本当に何もありません。お師し匠しよう様に噓などつきません！」

　顎をもてあそんでいた指が、ふと止まった。

　少し躊躇ためらうような間があって、手が離はなれていく。

「──今でもまだ、俺の弟で子しになりたい？」

　結蓮は、はっとして彼を見上げた。

「もちろんです」

「嫁よめになるより？」

　間をおかず繰くり出された問いには、とっさに言い返せなかった。そんな自分に驚き、結蓮は目を見開いて彼を見つめる。

　ふうと息をつき、季隆は閉じた扇子で無造作に頭をかいた。

「そうだよな。君は俺が御み使つかい様だから好意を持ってるだけだ。それはわかってるんだけど」

　独り言のようにぼやいた彼は、結蓮の視線に気づくと苦く笑しようした。

「ま、どんな形であれ一いつ緒しよにいられるんならいいか。でも最終的には嫁になってくれないと俺ほんとに心が折れるからねー」

「！」

　ぽんと結ゆい蓮れんの頭をなでて本庁のほうへと踵きびすを返した彼の横顔は、優やさしく笑っていた。

「疲つかれてるみたいだから、今日はもう帰りな。これは上官命令」

「……」

　最後に大げさに指を突つきつけて去って行った後ろ姿を、結蓮は棒立ちのまま見送った。

　御使い様だから好意を持っているだけ──。その言葉が頭から離れなかった。
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　琇しゆう有ゆう皇子が孔こう少しよう保ほを襲おそって逃とう亡ぼうした一件は、各官府の上層部に極ごく秘ひに伝えられている。その対策会議に出席中の相そう長官は当分戻もどりそうにないため、季すえ隆たかは本庁に移動して代理を務めていた。

「やだ。そうしてると真面まじ目めに仕事してるみたいに見えるわよ」

「みたいじゃなくてやってんだよ。真面目に」

　通り過ぎざま冷やかしていく劉りゆう博士をあしらい、たまっていた事務仕事を進めていく。

　裏では非常事態が起こっているとはいえ、琇有皇子の捜そう索さくとなると封陰省は管かん轄かつ外だ。そのせいか緊きん迫ぱくした空気はない。霊れい符ふを作成したり、結界壁へきの確かく認にんのため図面を見ながら打ち合わせしたりと、皆みないつもの業務をこなしている。

（そういえば、ずいぶんあっさり帰ったな、あの子）

　ふと思い出し、季隆は筆を止めて頰ほお杖づえをついた。

　琇有が消え、しかも皇こう帝てい呪じゆ殺さつの容疑がかかっているとなれば、いつもなら率そつ先せんして仕事に乗り出しただろうに。当てもなく捜さがすのはさすがに無む謀ぼうだと考えたのだろうか。それとも今いま頃ごろ、ひそかに一人で駆かけ回っているのか？

（いや──、ないな。それならもっとやる気満々で飛び出してっただろうし。本気で元気なかったもんな……）

　親しくしていた琇有が消えて落ち込んでいるのかもしれない。季隆自身もまだ信じられないでいるくらいだ。

　他ほかに考えられるのはまた太子に冷たく追い返されたという線だが、それにしては少し様子がおかしかった気がする。太子の安全を最優先して東とう宮ぐうへ向かったところは理解できたが──。

（やっぱ、引き留めて白状するまで訊きけばよかったかな）

　妙みように頑かたくなな態度が気になって、笑わせようとしたのに効かなかった。どのみち今日は仕事にならないだろうし、ろくに食事もしていないのが心配でとりあえず家に帰したが、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

「そういえばさっき、また豊ほう舎しや人じんといちゃついてたでしょー。まったく、顔を合わせればこうなんだから。一人だけ仲間はずれのわたしの身にもなりなさいよねっ」

　劉りゆう博士が絡からんできたので、考え事を中断して筆を握にぎり直す。

「はあ？　してねえよ」

「あーあ。若いっていいわよねー」

「博士も嫁さんとやればいいだろ。つか家ではいつもいちゃいちゃしてんだろ、どうせ」

「まっ。あんたたちみたいに、こそばゆいことはしてないわよぉ？」

　軽口を叩たたきながら仕事を再開していると、若い封ふう陰いん官が足早にやってきた。

「橘たちばな次官、長官宛あてに緊きん急きゆうの書簡が届いたんですが、どうしましょうか」

「誰だれから？」

「坦たんに戻った烈れつさんからです」

　かつての同どう僚りようの名だ。坦国からの留学生であり、現在は帰国している。

「あら、烈ちゃんから？　懐かしいわねえ」

「俺、五年前から会ってないんだよなあ。山から戻ったのとちょうど入れ違ちがいで……、緊急か。なんだろ」

　書簡には最上級の緊急度を表す印が押してある。どうしたものかと眺ながめていると、同僚たちが会話に入ってきた。

「そういや近ちか頃ごろよく手紙が来るな。いや、烈からじゃなくて他の、国に帰った留学生からさ」

「ああ、一昨日おとといは汀ていから来てたっけ」

「汀からも？」

　季すえ隆たかは眉まゆをひそめて書簡を見つめる。

　ふと、妙な胸むな騒さわぎがした。

　長官が戻るのはいつかわからない。代理なのだから緊急の書簡を確認して事態を把は握あくしておくのは許されるはずだ。

　同僚たちに見えないよう配はい慮りよしながら書簡を開くと、そこには簡潔ながらも緊迫した文が記されていた。

「──季すえちゃん？　どうしたのよ」

　椅い子すを蹴け倒たおす勢いで立ち上がった季隆に、同僚たちが目を丸くする。季隆は動どう揺ようしながら彼らを見回した。

「汀から来た手紙ってどこにあるんだ？　もしかして他の国からも来てないか？」

「あ、ああ、汀からのは長官が保管してると思うぞ。あと、朧ろうと采さいからも来てたと思う」

「ちょっ……、季ちゃん!?」

　聞くなり長官の卓子つくえを片かたっ端ぱしから探し回る。いわば極秘資料だ、持ち歩いているかもしれないと思ったが、背後の小こ棚だなに隠かくすようにして入れてあるのを見つけた。

　もどかしい思いで開いた三つの書簡には、最初のものと同じことが書かれていた。

（蓮れん女によの加護が襲われて、守護石を奪うばわれた……。噓うそだろ!?）

　蓮女の加護というのがこの大陸を支える要というのは承知している。六つのうち四つまでが襲しゆう撃げきを受けた、これはとんでもない事態だ。

（なんで長官はこれを黙だまってるんだ!?　まさか煌こうも……いや、それなら目に見えて変化があるはずだし、たぶん煌は無事なんだ。璉れんから来てないってことはあっちも大丈夫なのか？）

　卓子に並んだ四つの書簡をにらみ、頭を抱かかえる。そして、ふいに気づいた。

「もしかして……留学生が呼び戻されたのはこれが理由なのか？　だとしたらかなり前からこうなってたってことになる……」

　留学生たちに故国から帰国要よう請せいがあったのは春先のこと。国で何か起こったらしいというだけで詳くわしいことはわからないまま戻ったはずだが、おそらく長官は理由を知っていたのだ。

　采さい国の太子と煌の公主だった華か瑛えいとの結けつ婚こんが破談になった時も、采国側から抗こう議ぎはなかった。あれはもしや、蓮女の加護が襲われてそれどころではなかったからなのか。

『あっちも問題が起きてるらしいぞ。破談にされたところで文句は言ってこんだろう』

　采国の事情をそんなふうに教えてくれたのは師である真しん君くんだった。つまり彼もこの件を知っていたのではないだろうか。

（じゃあ、師匠がわざわざ山を下りて都に来たのはそれが理由だったのか？）

　あの時も疑問に思ったのだ。らしくもなく朝ちよう廷ていに乗り込んできたのは、皇帝とこの件について話すためだったのかもしれない。

（そういや、なんか変なこと言ってた……）

　あれは真君が書庫に突とつ然ぜん現れた時だった。前まえ触ぶれもなく蓮女の加護のことを話し始めて、違い和わ感かんを覚えたのを思い出す。

　あの時、一いつ緒しよにいた結ゆい蓮れんのことを、真君はなんと言っていた？

（……くそっ！　思いだせ！）

「す、季すえちゃんってば、どうしたっていうのよ」

　がしがしと頭をかきむしるように苦く悶もんするのを見て、劉りゆう博士がおろおろしている。他の同僚たちもただならない事態だと悟さとったらしい。深刻な顔になっているのに気づき、季すえ隆たかはひとまず書簡をまとめて懐ふところにねじこんだ。

「長官のところに行ってくる。皇帝陛下にも謁えつ見けんするつもりだから戻りは遅おそくなるかも」

「えっ！　でも、長官って会議中でしょ？」

「いいから、とにかく後は頼たのんだ！」

　言い置いて本庁を飛び出した。琇しゆう有ゆう皇子の事件も捨て置けないが、こちらだって一大事である。煌と璉まで襲撃を受けたら大陸はおしまいだ。

　だが、回かい廊ろうに出たところで季隆は足を止めた。

　見知った人物がそこにいた。待ちかまえていたかのように、こちらに酒さか瓶びんを掲かかげてにやっと笑う。

「久しぶりだの、愛まな弟で子しよ」

「師し匠しよう……」

　ここにいるはずがない。俗ぞく物ぶつ的で遊び好きだが政まつりごとには一いつ切さい興味がない御ご仁じんなのだ。やはり目的があって来たのだと確信する。

　真しん君くんは緊きん張ちよう感かんのない赤ら顔で酒瓶をあおると、呆あきれたように視線を向けてきた。

「おまえ、玉ぎよく嬉きを倒たおしたそうだな。あれほど言ったのに復ふく讐しゆうをやめられなんだか。馬ば鹿かめ」

（その話か……）

　散々止められ、しまいにはそれが原因で山を下りた季すえ隆たかにとっては実は良心の咎とがめるところもある。これでも世話になった恩は感じているし、復讐のため仙せん人にんの力を得ようとしたのだから後ろめたいこともなくはない。

　だが、こんなに突然の来訪はあやしすぎる。様子を見ようとわざと憎にくまれ口を返した。

「説教するためにわざわざ来たのか？　今忙いそがしいんだけど」

「気が済んだなら帰ってこい。もう俗ぞく世せに未練はなかろう」

「大ありだわ。嫁よめほったらかしておっさんのところに帰るわけねえだろ」

「その嫁なんだがな。諦あきらめろ」

「……諦めろ？」

　なんだそれは、と眉を寄せて見つめ返し──唐とう突とつに季隆は思い出した。

　あの時、真君は結ゆい蓮れんに六蓮天てん女によの真実を話し、それを咎めた季隆に不可解なことを言った。

『嬢じようちゃんは部外者じゃないぞ。皇帝も承知のうえだ』

　聞いた時は意味がわからなかった。太子ですらまだ知らされていないはずのことをなぜ彼女に話すのか、と。

　あれで蓮女の真実を知った結蓮は確かに〝部外者〟ではなくなった。

　あの言葉の真の意味はなんだったのだろう。どうして彼女を「諦め」なければならない？

　太子はなぜ、彼女を連れて国を出ろと言ってきたのか──？

「あんた……何を企たくらんでる？　本当は何しに来たんだ」

　自然と冷や汗あせが噴ふき出した。真君をとりまく気配がいつもと違っているのを感じる。

　身構える季隆に、真君はにやりと笑った。

「嬢ちゃんを攫さらうのを邪じや魔まされんように、愛弟子を足止めに来たのさ」




　　　　[image: ]




　結蓮が豊ほう家別べつ邸ていに帰り着いたのは、夕暮れの頃ころだった。

　自分ではそれほど自覚がなかったが、東とう宮ぐう御ご殿てんで過ごした時間が存外長かったらしい。皇こう宮ぐうを出てからも考え事をしながら歩いていたせいか知らず知らず回り道をしていたようだ。

　あたりが薄うす暗ぐらくなっていく中、考えていたのは地下宮きゆう殿でんでのことだった。

　自分でも不思議なくらい、天女を継つぐことには抵てい抗こうがなかった。もちろん戸と惑まどいはあるが、それで国の役に立てるのなら──琮そう成せいを守れるのなら構わないという思いのほうが強い。

（皇后様やお妃きさき様方……華か瑛えい様と青せい慎しんどの、紅こう夏かどのたち……。今のように会えなくなるのは残念だけど、でも私が天女を継つがないことで、あの方たちが傷ついてしまうのは嫌いやだ──）

　瑶よう花かは黒こく龍りゆうを止めるため全力を尽つくすという。この六百年ずっと国を支え続け、今も壮そう絶ぜつな戦いに挑いどもうとしている。その覚かく悟ごを目まの当たりにして、意志を継ぎたいという思いもあった。彼女がやってきたことを考えたら、拒きよ否ひするという選せん択たく肢しはありえない。

　寂さびしいけれど未練はない。大事な人たちが幸せに暮らす日々がこれからも続くのなら。

　気になるのはただ一つ──。

（私がいなくなったあと、季すえ隆たか様はどうなさるのだろう……）

　これからも彼のもとで学びたいことがたくさんあった。十二歳の時から待ち侘わびていた生活がやっと訪おとずれたのに、それももう、天女になれば終わりだ。

（婚こん約やく者でもなくなるのだし、屋や敷しきを出て行かれるのかしら。封ふう陰いん省しようにそのままお勤めになればいいけど、もしお国にお戻もどりになったら……）

　守りたい人の中には彼も含ふくまれているのだから、迷うことはないはずだ。もし彼が璉れんに帰っても、結ゆい蓮れんが赤の天女となれば大陸ごと彼を守ることもできる。たとえそれが、今とは比べものにならないほど薄うすい繫つながりになったとしても。

（薄い……）

　自分で考えたのに、ずきんと胸が痛くなる。

『君は俺が御み使つかい様だから好意を持ってるだけだ』

　彼の言葉と苦笑いがよみがえり、結蓮は頭かぶりを振ふった。

（違ちがう……そうじゃない。私は……──）

　考えていると胸がいっぱいになってきて、それが苦しくて思考を無理やり中断する。

　屋敷の門は閉とざされていた。いつもは近くまで来ると勝手に開くのだが、今日はめずらしい。

　門をくぐり、回廊を少し進んだところで、妙みような気配に気がついた。

（……水音？）

　池のほうからだ。こんな時間に華か瑛えいたちが水遊びをするはずがないし、もちろん四し郎ろうたちでもない。となると何者かが侵しん入にゆうしている可能性が高い。

（四郎の結界をくぐるなんて。何者……!?）

　結蓮は静かに太刀たちを抜ぬくと、足音を殺してそちらに駆かけた。

　庭に広がる大きな池は夕ゆう闇やみに沈しずみ、黒々と水をたたえている。異様なほどの静けさだった。外の喧けん噪そうすら聞こえない、何かに隔かく絶ぜつされたかのような。

　池のほとりに誰だれかが立っていた。

　官服を来た若い男だった。少年といってもいいかもしれない。ぼんやりと突つっ立っていたが、結蓮に気づいたのか、はっとしたように振り向いた。

（気取られた！）

　結蓮が太刀を構えて駆け出すのと、少年が慌あわてたように池に飛び込んだのは同時だった。

「!?」

　それきりいくら待っても浮うかんでこない。近づいて水の中に目を凝こらしてみたが、誰かが沈んでいる様子もなかった。泳いで逃にげたのではないのも見ていたからわかっている。

（どういうこと……？）

　背後で、がさりと茂しげみが揺ゆれた。

　結ゆい蓮れんははじかれたように振り向き、そこに立つ人ひと影かげに気づいて息を吞のんだ。

　全身ずぶぬれで髪かみも結ゆわずに乱れていたが、間ま違ちがいない。よく見知った人物だ。

「……琇しゆう有ゆう様」

　思わぬ登場に動どう揺ようして声がかすれた。

　彼の袍ほうにはおびただしい血がついている。結蓮は汗が噴き出すのを感じた。孔こう少しよう保ほを襲おそって逃げたとされる琇有が、どうしてこんなところにいるのか。

「ここで何をしておいでなのですか。どうやってここへいらしたのです？　──琇有様？」

　琇有は呆ぼう然ぜんとしたように目を見開いて中空を見つめている。その身体からだは小刻みに震ふるえていた。

「……水すい伯はくに……連れてきてもらったんだ。御殿の、池から……」

「水伯？」

　この世の河か川せん湖こ沼しよう、あらゆる水場には番人である水伯と呼ばれる水神がおり、水門を開けて別の水場へと移動することができる。呪じゆ禁ごん術を学んだ琇有だからできたことなのだろう。

　池に飛び込んだあの少年がそうだったのだろうか。結蓮はそっと太刀を握にぎり直すと、緊きん張ちようしながら声を押し出した。

「琇有様、皇宮ではあなた様のことを皆みなで捜さがしております。孔少保を手にかけたのは本当に琇有様なのですか？　それで逃とう亡ぼうのために水門を使ってここへ？」

「ちが……っ」

　あえぐようにうめいて、琇有はよろりと膝ひざからくずれた。

　激しく肩かたが上下する。顔色はこれ以上ないというくらい蒼そう白はくだった。

「違う……、僕じゃない！　罠わなにはめられたんだ！」

「──罠!?」

「……僕が、知ってしまったから。遠見の術で、あの人のしていることを見たから……！」

　琇有が怯おびえたように顔を強こわばらせ、上ずった声でぶちまける。

　彼の告白をすべて聞いた結蓮は、愕がく然ぜんとして皇宮の方角をふり仰あおいだ。







　終章　鳴動







　水すい盤ばんを見下ろし、男はつぶやいた。

「どこへ逃げたかと思えば……考えたものだな」

　水を張ったそこには立派な庭と屋敷が映っている。憔しよう悴すいした琇しゆう有ゆう皇子が誰かに介かい抱ほうされているようだ。相手が映っていないところをみるとおそらく人ではないのだろう。

　琇有が遠見の術で見たのがどれかはわからない。蓮れん女によの加護を捜すため禁足地へ入ったところか、見とがめた官かん吏りを始末したところか。それとももっと以前、他ほかの蓮女から守護石を奪うばったところだろうか。

「……まあいい。どうせ何もできはしない」

　本当はもう少し身を潜ひそめておくつもりだったが仕方がない。琇有を仕留め損そこねたのも計算外ではあるが、大したことではない。興味が失うせ、軽く水に触ふれてそれを消した。

　映る景色が一変する。すでに日の落ちて暗くなった玉ぎよく天てん大たい街がだ。家路を急ぐ人々がまばらに見える。

　その中を厳しい顔つきで駆けていく娘むすめを見つけ、男は笑えみを浮かべた。

　琇有から話を聞いたのだろうか。緊きん迫ぱくした表情で行く手を見み据すえる彼女は、背筋が凍こおるほど美しかった。

　あれは龍りゆう神じんの娘。この太刀の主が妻とするのに、これほどふさわしい女はいない。

　完全なる目覚めの時を待ちわびているのか、太刀が低く鳴く。それをなでると、男はそっと語りかけた。

「早く来い。私はここだ」

　水盤の中の娘へ、愛いとしげに。

「待っているぞ。赤の天てん女によ……」

　男の掌てのひらで、四色の玉がぎゅりっと鳴った。




　桃とう霞かの空に、月がのぼる。

　──長い夜が始まろうとしていた。







　あとがき







　こんにちは、清家未森です。

　半年ぶりの六蓮国新刊です。読んでいただきありがとうございます。




　前回ラストで御み使つかい様の正体がわかり、その続きの今回。

　結蓮よりも季隆のほうが乙女おとめな感じがするのは気のせいでしょうか。

　二人の関係性だけでなく物語も動いていきます。

　これまでは二人の絡からみが多かったため影かげが薄うすかった太子ですが、やっと少し掘ほり下さげられたかな……と思います。




　そして、なんと、今作から三ヶ月連続刊行です！

　二ヶ月連続は今までにもありましたが、三ヶ月というのはもちろん初めてです。

　しかも、以前の連続刊行は別々のシリーズでしたが、今回は同一シリーズを三冊。

　こんなにじっくり書かせてもらえるとは、本当にありがたいことです。




　あとがきが三ページあるので、制作裏話みたいなものを少々──。




　作中の舞ぶ台たい設定は、一巻のあとがきにも書きましたが、いろんな時代から引っ張ってきています。

　そもそも、初めに設定したのは璉国のほうでした。こちらは南北朝時代の日本をモデルにしています（あくまで、モデルです）。

　物語の舞台である煌国のモデルにしたのは、もちろん中国です。照らし合わせると、その頃ころは元か明の時代だと思うのですが、作品の雰ふん囲い気きなど考えた時、自分の中でちょっとイメージが違ちがっていました。

　よく考えれば厳密に両国の時代をすり合わせる必要はないのですが（璉国が作中で出張ってるわけでもないですし）、その時は悩なやんでしまい、葛かつ藤とうした結果、もう好きなように作ってしまえと開き直り、今のような形になりました。

　中ちゆう華か風ふうファンタジーということで書き始めたものの、季隆が璉からの留学生というのもあってか、いろいろ変わってきましたね～。初期設定ではどちらかというと彼のほうが主人公ポジションだったので、そのせいかもしれません。




　ちなみに、今さらですが、作中の暦こよみは旧きゆう暦れきじゃないのです。なので、そのまま読んでくださって大だい丈じよう夫ぶです。




　Ｉｚｕｍｉ先生、今回も恰かつ好こういいイラストをありがとうございます。本編イラストも楽しみにしております！

　担当様、現在進行形でご心配をおかけしていますが、引き続きよろしくお願いいたします！

　読者の皆みな様さま、いつもありがとうございます。よろしければ来月と再来月もお付き合いいただけたら嬉うれしいです！

　それでは、次回もお目にかかれますように。





清家未森　　







著者ブログ「緑のグラス」http://mimoriseike.blog118.fc2.com/
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